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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　　　　１




「──アクション！」

　屋内撮さつ影えい用のスタジオ、サウンド・ステージに響ひびいた声を合図に、一人の男がぎこちない動きでベッドの上に半身を起こした。

　辺りは水を打ったように静まり返り、ベッドの軋きしむ音や彼の低い呻うめき声が鮮せん明めいに聞こえた。綺き麗れいに筋肉のついた胸や広い肩かた、強きよう靭じんそうな二の腕うでには包帯が巻かれ、青あお褪ざめた頰ほおにもテープでガーゼが留められている。酷ひどい怪け我がをしている──という設定だ。

　映画の都ロサンゼルス。

　バーバンクにあるアメリカの大手映画会社ハノーバー・ピクチャーズ・スタジオでは、世界的な人気を誇ほこるハリウッド・スター、レオン・ランバートの新作映画の撮影が行われていた。

　それを少し離はなれた位置から見守る天あま宮みや一いつ樹きは、我知らず息を詰つめた。演技だとわかっていても、抑おさえた苦しげな息いき遣づかいといい、走る痛みに身を強こわ張ばらせる様子といい、本当に酷い怪我をしているように思えるのだ。そんなレオンを見ていると、一樹まで自然と痛みを堪こらえるような表情になってしまう。

　──凄すごいな。本当に痛そうだ。

　周囲の様子に目を配りながら、その演技力に一樹は素す直なおに感心した。レオンは一度役に入り込むと表情や所作は言うに及およばず、纏まとう空気までがらりと変わり、まったくの別人になってしまうのだ。

　だが一樹の仕事上のパートナー、アレックス・ミラーは正反対の感想を抱いだいているらしい。

「いったい何度同じシーンを撮影すりゃ気が済むんだよ。あいつが大根だからか？」

　アレックスは、酷い渋じゆう滞たいに巻き込まれたときのようにうんざりした口調で言った。ついと眉まゆを顰ひそめると、それだけで表情に凄みが出るのは、顔立ちは整っているのに目つきと雰ふん囲い気きがやたらと鋭するどいせいだ。そんなアレックスと不運にも目が合ってしまった撮影クルーの一人が、びくっと身を竦すくませて硬こう直ちよくする。

「そう尖とがるなよ、これはレオンが悪いんじゃない。この前、説明を受けただろ？　編集するとき一番いい映像を滑なめらかに繫つなぐために、同じシーンを色んな角度から何度も撮影するんだって」

「ああ、わかってるさ。拝はい聴ちようしたよ」

「わかってるなら文句を言うな。悪口もだ。仕事に個人的な好き嫌きらいを差し挟はさむなんて論外だぞ、レオンは警護対象者──クライアントなんだからな」

「そのクライアントは俺達が邪じや魔まで邪魔で仕方がないみたいだぜ？　顔を合わせりゃいちいち嫌いやな顔するわ、暴言を吐はくわ。三日前は見事、逃とう亡ぼうしてくださったしな」

「アレックス」

　片頰を皮肉に歪ゆがめるパートナーを、一樹は宥なだめるように呼んだ。

「三日前のことは俺だって怒おこってる。けどそんなに嫌うなよ。俺達はレオンの盾たてで、彼は守るべき相手なんだぞ」

「さあ、それはどうだろうな？　俺達がガードについて二週間、その間に起きた事といえば奴やつが逃にげたことだけだ。他ほかは至って平へい穏おん無事、俺達の存在に意味があるとは思えねぇけど？」

「それを決めるのは俺達じゃない。それに、たった二週間で結論を出すのは早すぎる」

　そうだろう？　とアレックスを見やると、彼は少し黙だまった後で肩を竦め、一樹の目線より十センチは高い位置にある琥こ珀はく色いろの瞳ひとみから不ふ機き嫌げんな色を引っ込めた。

「わかったよ。つか、わかってんだよ。アイドル俳優のお守もりなんて、ヌルくてつまんねえ退たい屈くつな仕事でも手を抜ぬく気はねえよ」

　どんな内容でも仕事は仕事だからな、とアレックスが口元を引き締しめたとき、「カーット！」という声が高らかに響いた。

　腕うで時ど計けいに目を落とすと、ちょうど予定されていた撮さつ影えい終しゆう了りようの時刻だった。どうやら今日はスケジュール通りに最終のオーケーテイクが出たようだ。緊きん張ちよう感かんに満ちていた空気が一気に弛し緩かんするのを感じながら、一樹とアレックスは逆に五感を研とぎ澄すませる。

「今日はこれでレオンの仕事は終了だ。無事に自宅まで送り届けるぞ」

「俺は車をチェックしてくる。おまえはあいつに張りついとけよ、イツキ。また逃げられちゃ面めん倒どうだ、首に縄なわつけてでも引っ張ってこい」

　ステージを出て行くアレックスに頷うなずき、一樹はレオンのもとへ向かった。

　レオン・ランバートは、圧あつ倒とう的な人気を誇るハリウッド・スターだ。スタントマンを一いつ切さい使わず、自ら危険なアクションシーンに挑いどむ肉体派兼けん武ぶ闘とう派はの俳優である。

　鍛きたえられた身体からだは鞭むちのようにしなやかで躍やく動どう感に溢あふれ、陽光を紡つむいだようなブロンドの髪かみに縁ふち取どられた顔立ちはさすがに端たん整せいでスクリーンに華はなやかに映はえる。まさにスターになるために生まれてきたような、一度見たら視線を外すのが難しいほどの美形だ。

　そんなレオンのルックスは瞬またたく間に世界中の女性の心を鷲わし摑づかみにした。三年前にスクリーン・デビューを果たして以来、彼が出演する映画は世界中で大ヒットし、その人気は他の追つい随ずいを許さない。

　まさに時代の寵ちよう児じだ。けれどそんなことは、一樹にはどうでもいいことだった。

　一樹にとってのレオンはハリウッド・スターではなく、ガードすべきクライアントだ。総合警備会社イージス・セキュリティ・サービスの警護部門に所属する一樹とアレックスは、この映画のクランクアップまでレオンのボディーガードを務めることになっていた。

　ざわざわとした喧けん騒そうの中、一樹はレオンのもとへと急ぐ。打ち合わせでもしているのか、彼は未いまだベッドに腰こし掛かけたままヒロイン役の女優シンディと何か話していた。

「この間はサンキュ」

「どういたしまして。それで目的は遂とげられたの？」

「残念ながら、その前に捕つかまった。けど散々引っ搔かき回してやったし、少しは溜りゆう飲いんが下がったよ。君のおかげだ」

「あたしも楽しかったわ。ボディーガードを撒まいて逃げるなんて映画では定番だけど、現実ではそうそうないもの。またやりたくなったらいつでも言って。協力するから」

　──何が楽しかった、だ。こっちの気も知らないで。

　喧騒の中から拾い上げた会話に、一樹はかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに平静を取り戻もどす。機材を片付けたり明日の準備をしたりと忙いそがしく動き回るクルーの間をすり抜けて、一樹はセットの中に踏ふみ込んでいった。

「何かお礼がしたいな。今夜、食事でもどうだ？」

「あら、二人きりで？」

「悪いが、それは許可できない」

　指を絡からめるように手を繫いでいる二人の間に割り込むのは気が引けたが、そうも言っていられない。無礼を承知で口を挟むと、案の定、それまで機嫌よく輝かがやいていたレオンの双そう眸ぼうがすっと冷たく色を変えた。

「……うるさい見張りの登場か」

　笑えみの消えた唇くちびるから底冷えのするような低声が放たれた。たった今まで背中が痒かゆくなるような甘い声こわ音ねを紡いでいたのが噓うそのような刺とげ々とげしさだ。レオンが目だけを動かしてじろりとこちらを睨にらむと、その視線を追いかけたシンディが赤い髪を揺ゆらして一樹を振ふり仰あおいだ。

「あら、レオンの可愛かわいいボディーガードさん。この間はお疲つかれ様。今日は任務を遂すい行こうできそう？」

　言外に三日前のことを揶や揄ゆされて、一樹は密ひそかに拳こぶしを握にぎった。と、目め敏ざとくそれに気づいたレオンが意地悪く口角を吊つり上げる。おかげで一樹の手のひらには更さらに深く爪つめが食い込んだ。

　──アレックスの奴。車の安全確かく認にんなんて言ってたけど、実はこれを回かい避ひしたな。

　三日前の夜、一樹達は帰宅途と中ちゆうにまんまとレオンに逃げられた。交差点の信号で停止したとき、青に変わる寸前にレオンが急に車を飛び出し、隣となりのレーンの前方にあったシンディの車に逃げ込んだのだ。

　急発進した車を追って一樹達は映画さながらのカーチェイスを演じさせられ、やがて急停止した車から降りたレオンを確保するべく走って追いかけたものの、彼はあらかじめ用意していたバイクに跨またがるや否いなや、あっという間に行方ゆくえを晦くらませてしまった。

　幸い、ダウンタウンで偶ぐう然ぜん行き合ったハノーバー・ピクチャーズの大道具スタッフが、レオンがチャイナタウンへ消えるのを見ていたので無事発見できたものの、それが薄うす汚よごれた裏通りに建ついかにも怪あやしげな店の前だったことには、ほっとしつつも改めて背筋に冷や汗あせが滲にじんだ。その周辺は頻ひん繁ぱんに銃じゆう声せいの響ひびく危険地域なのだ。

　──一人であんな場所をうろついて、もし強ごう盗とうにでも襲おそわれたらどうするつもりだったんだ。

　なぜあんな場所に向かったのかは知らないが、レオンは危機感がなさ過ぎる。胸中で溜ため息をつきながらレオンを見み据すえると、彼は薄い笑みを口元に浮うかべ、これみよがしにシンディの腰こしを抱き寄せた。シンディは抗あらがうでもなく、面おも白しろそうに成り行きを見守っている。

「何だよ、その目は。俺がこんな美女を口説いてるのが羨うらやましいのか？」

「別に。俺は恋れん愛あいには興味がないし、君が女性を口説こうと食事に誘さそおうと構わない。ただし、そのときは俺とアレックスが同行する。二人きりにはさせられない」

　レオンの片眉がぴくりと跳はねた。

「ふざけるなよ、プライバシーの侵しん害がいもいいところだぞ。おまえらに朝から晩まで張りつかれて、俺がどれだけ迷めい惑わくしてると思ってるんだ」

「そうやって君を守るのが俺達の仕事だ」

「頼たのんでねえよ。おまえらの都合でプライベートな付き合いまで潰つぶされて堪たまるか。少しは気を利きかせて引っ込んでろ」

「それは無理だな。食事くらいのことでいちいち気を利かせて引っ込んでいたら、職務放ほう棄きになるじゃないか」

　笑みが消え、眼光が鋭するどくなっていくレオンを一樹は平然と見返した。シンディとの食事が友達同士の付き合いなのかデートなのかは知らないが、そんなことに遠えん慮りよして目を離はなした隙すきにレオンに何かあったら目も当てられない。

「安心してくれ。俺達は目の前で君が誰だれを口説いても気にしないし、警護も目立たないようにするから。俺達のことは壁かべとか盾だと思えばいい。クライアントの秘密は厳守するから、その辺も心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだ」

　以前に担当したクライアントにもした説明をレオンに向けて繰くり返すと、なぜか彼は一瞬目を瞠みはった。何か変なことを言っただろうか？　思わぬ反応に一樹が自身の言葉を思い返していると、その間にレオンの眉まゆが不快そうに顰ひそめられていった。

「……初対面でも思ったけどな。おまえその外見でその言動は詐さ欺ぎだろ」

「詐欺？」

「そんな潔けつ癖ぺきそうな顔に真っ直すぐな目をして、どういう神経してるんだ。人間を壁や盾だと思え？　よくそんなことが言えるな」

「…？」

　ぱち、と一樹は瞬まばたきをし、微かすかに首を傾かしげた。

　──おかしいな。今までのクライアントはボディーガードを壁とか盾とか番犬とか、そういうふうに捉とらえた方が受け入れやすそうだったけど。

　そこを非難されるとは予想外だ。

「ねぇ、レオン。食事くらいなら、彼がいてもあたしは別に構わないわよ？　あたしにもボディーガードはいるし」

「俺はご免めんだ」

　猫ねこのようにするりとシンディが身を寄せるのに、レオンは目もくれなかった。怒いかりのために深みを増した暗緑色の双眸は一樹を睨みつけたままだ。

「こんな無神経な奴やつに見張られてメシなんか食えるか。不ふ愉ゆ快かいだ」

「そうか。じゃ、帰るしかないな」

　すかさず一樹はレオンの言こと葉ば尻じりを捉えた。

「俺はレオンのボディーガードだから君のことは守るけど、同行者の安全は保障できないから、正直そうしてもらえると有り難がたいんだ。君のファンは刃は物ものを携けい帯たいしている過激な子が多いから」

　刃物？　と一樹の言葉にシンディが敏びん感かんに反応した。

「ねえ刃物って、まさかあの噂うわさ本当なの？　レオンのファンの間で、彼の髪を手に入れるのが流行はやってるって聞いたけど」

　レオンが横を向いて舌打ちをした。話が彼にとって不利な方向へ流れ出したことが気に入らないのだろう。それに一樹は気づいていたが、「本当だ」と頷いた。

「そういうことならレオン、あなたちゃんとガードしてもらったほうがいいわ。食事はその流行が廃すたれた後か、安全が保障される場所にしましょ」

　真面目まじめにそう言った後、この話はまた今度ね、とシンディが軽かろやかに立ち去っていく。それを数秒見送ったレオンは、頰ほおのガーゼを毟むしり取ると鋭く一樹を睨んだ。

「……思い通りに事が運んで満足か？」

　獰どう猛もうな光を宿した双眸が剣けん吞のんに眇すがめられる。今にも食いつかれ、喉のど笛ぶえを嚙かみ切られそうな迫はく力りよくだ。だが、レオンの怒りはシンディとの食事の機会を一樹に潰されたせいではない。

　──現状に対するレオンの不満はアレックスの比じゃないんだよな。

　その目に渦うず巻まく苛いら立だちを一樹は正確に読み取った。







　一樹とアレックスが、大の束そく縛ばく嫌ぎらいで個人マネージャーさえも雇やとっていないレオンのボディーガードについたのは、今からちょうど二週間前、三月最後の月曜日のことだ。

　依い頼らい人はレオンではなく、彼の後見人兼けん弁護士のハワードという男である。ハワードは三月中ちゆう旬じゆんにイージス・セキュリティ・サービスの本社を訪おとずれ、直属の上司やその上の重役などすべてすっ飛ばして社長室に呼び出された一樹とアレックスに、開口一番こう言った。

「レオン・ランバートという俳優を知っているかね。君たちには彼の住まいに同居し、二十四時間態勢でのガードを頼みたい」

　レオン・ランバートはもちろん知っているしガードをするのは構わない。だが、その理由は何なのか。話が見えず、一樹とアレックスは社長のダグラス・クラインを見やった。クラインは雇こ用よう主であると同時に一樹の育ての親であり、誰より信しん頼らいしている人物だ。

「レオン・ランバート氏の身に危険が迫せまっている可能性があるんだよ」

　既すでに話はついているらしく、くすんだ金きん髪ぱつを一筋の乱れもなく綺き麗れいに撫なで付けたハワードはクラインの言葉にただ頷うなずいた。

「危険、というと？」

「脅きよう迫はくされているようだ」

　尋たずねた一樹にさらりと答え、クラインが資料と思おぼしきファイルを手て渡わたしてきた。開いてみると、手紙がファイリングされている。二百通近くあるそれらは消印こそ違ちがっていたが、同じ紙、同じペン、同じ筆ひつ跡せきで書かれていた。どうやら差出人は同一人物のようだ。

「差出人はランバート氏の熱ねつ狂きよう的なファンである可能性が高い。熱狂的、というには常じよう軌きを逸いつしているようだが」

　一通目が届いたのは半年前の九月。より詳くわしく言うならば、九月に行われたレオンが主演する新作映画の制作発表の翌日だった。

『その映画の主役を降りて。シンディの恋こい人びと役なんてやらないで。もし降りなかったら大変なことになるわよ』

　いかにも女性らしい筆跡で綴つづられた最初のメッセージは、脅迫状というよりは思い詰つめたファンの嘆たん願がんそのものだ。それはレオンの自宅だけでなく、彼の契けい約やくしているエージェントやＰＲ会社、そしてハワードのもとにも届いたが、最初は誰も気に留めなかったという。この映画でヒロイン役のシンディを相手に、レオンが初めてラブシーンに挑ちよう戦せんすることが制作発表で明らかにされたため、同じような手紙やメール、電話が各所に殺さつ到とうしていたからだと、ハワードは説明した。

「これまでレオンが出演した映画はすべて派手なアクションがメインで、恋愛要素が絡からんだ作品はなかったのだよ。だが、次は違ちがう」

　今度の映画は、ロマンスの行方ゆくえがストーリーの重要な鍵かぎとなるロマンティック・サスペンスだ。ラブシーンは欠かせない。

　それを知ったファンの拒きよ否ひ反応たるや、それは凄すさまじいものだったとハワードは語った。そんな映画にレオンを出演させるなという苦情や、脚きやく本ほんを変えろ、それが無理ならせめてラブシーンだけはカットしてというファンからの嘆願メッセージが津つ波なみのように押し寄せたという。

　似たり寄ったりのメッセージに、その一通は埋うもれた。けれど時間と共に衝しよう撃げきが薄れ、ファンの動どう揺ようが静まってもその手紙は途と切ぎれることなく、まるで何かの約束事のように毎日送られてくる。

　日を追うごとにメッセージの文字は乱れ、文章は危あやういものになり、とうとうクランクインを一ヶ月後に控ひかえた三月一日に、嘆願は明らかな脅迫に変わった。

『もし主役を降りなかったら、スタジオに忍しのび込んで撮さつ影えいなんか滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやる。たとえ演技でもシンディの恋人になったら、その自じ慢まんの顔に酷ひどい傷をつけてやる』

　その脅迫文は、アレックスが一いち瞥べつしてつまらなそうに肩かたを竦すくめたほどありふれていたが、どこか異様だった。今にもペン先で紙を切り裂さきそうなほど荒あら々あらしく尖とがった筆跡からは、見ているだけで背筋が寒くなるような尋じん常じようならざる情念が伝わってくる。

「レオンはどうせ悪戯いたずらだと言って気にも留めないのですよ。確かに悪戯なのかもしれないが、あれだけの知名度だ。用心は必要です。だが、彼は我々の心配などお構いなしに好き勝手をしてばかりでね。……今はとても大切な時期だというのに」

　ふと一樹は手紙から目を上げた。心配だと言うわりに淡たん々たんとしていたハワードの声こわ音ねが、急に冷たい苛立ちを帯びたような気がしたのだ。

「大切な時期、というと？」

「……クランクインの直前なのでね。それに最近ファンの間で妙みようなことが流行しているんだ」

　ハワードは少し躊躇ためらうような間を置き、それから説明を始めた。

「もともとレオンには熱狂的なファンが多いのだが、更さらに過激な一部のファンの間では今、彼の見事な金髪を手に入れることが一種のステイタスになっているらしい」

　彼女たちはレオンの髪かみを一筋でも手に入れようとナイフやカッター、ハサミなどを手にしてレオンの行く先々へ追いかけてくるのだという。

「そういう輩やからに紛まぎれて、脅迫者が本当にレオンをナイフで切り刻む可能性がある」

　それを心配したハワードはレオンの関係者達と話し合い、後見人兼弁護士である自分がレオンのためにボディーガードを雇うことになったのだと語った。

「そこでおまえ達に任務だ。一樹、アレックス」

　ハワードの話を引き継ついだクラインが、信頼の光を湛たたえた瞳ひとみをこちらに向けた。

「内容はレオン・ランバート氏の身辺警護だ。期限は来週の頭から映画のクランクアップまで。その間、ハワード氏の意向によりおまえ達二人はランバート氏の住まいに同居し、二十四時間態勢で警護に当たってくれ。危険人物を決して氏に近づけるな」

　そして一樹とアレックスは、レオンのガードに付くことになったのである。

「だから、そんなに俺達が気に入らねぇなら文句はあんたの弁護士に言えよ」

　そう言って、アレックスが鬱うつ陶とうしげに片手で髪を搔かきやった。レオンが自宅へ帰るなり、「これ以上監かん視しされるのは真っ平だ。おまえら今すぐここから出て行け」と凄すごんだためである。

　レオンはロスフェリスに建つ、五十階建ての高層マンション最上階にあるペントハウスに住んでいた。二十四時間対応のバレットサービスやフロントサービス、厳重なセキュリティ、オリンピックサイズのプールにスパなど考えられる限りのサービスを完備した高級マンションだ。

　ペントハウスにはバス・トイレ付きの主しゆ寝しん室しつの他ほか、同様の設備の客間が五つもあり、独立した浴室が二つある。作り付けの本ほん棚だなやバーのあるメディア・ルーム、ホームシアター、ジムまであり、ダイニングと続きになったリビングは馬ば鹿かげた広さで、一樹の住んでいるアパートが丸ごと一つ入りそうなほどだ。

　そのリビングのドアに右みぎ肩かたを凭もたせ掛かけ、アレックスは更に皮肉を浴びせた。

「こっちもクビは大だい歓かん迎げいだぜ？　アイドル俳優のお守もりなんてつまらねえ仕事から解放されるからな」

「何だと？　もう一度言ってみろ。誰だれがアイドル俳優だって？」

「やめろ、アレックス！　おまえ、どうしてそういう失礼なことばかり言うんだ！」

　睨にらみ合う二人の間に急いで割り込んだものの、日本人として平均的な身長の一樹では、体格がいい上に背も高いアングロサクソン系の彼らの視界を遮さえぎることは物理的に不可能だった。彼らは相変わらず一樹の頭上で視線の火花を散らしている。

「すまない、レオン。アレックスは口は悪いが、根はい……いや、実は結構捻ひねくれてるけど、悪い奴やつではないんだ。ボディーガードとしては間ま違ちがいなく優ゆう秀しゆうだし」

「口が悪くて根も捻くれてるんじゃ人間としては最悪だろ」

　確かに。思わず一樹が納なつ得とくすると、背後でアレックスの気配が剣吞になった。

「俺は最初からボディーガードなんか必要ないと言ったはずだ。あんな脅迫状、悪戯か嫌いやがらせに決まってるだろ。現に何も起きないじゃないか。クランクインを境に脅迫状もこなくなったし、もう問題はないはずだ」

「いや、それはまだわからない」

　一樹は小さく首を振ふった。

「あの脅迫状が悪戯か本物かは、今の段階では判断できない。差出人も判明していないんだ。もしかしたら今は襲しゆう撃げきの準備をしているのかもしれないし、実行する機会を窺うかがっているのかもしれない。何もなければそれが一番いいけど、何か起きるとしたらこれからだ」

　苛いら立だちも露あらわに目を眇すがめるレオンを、一樹はまっすぐに見上げる。彼の不満はわかるけれど、こちらも仕事だ。引き受けたからには責任がある。

「レオン、君に不自由な思いをさせているのはわかってる。けど、クランクアップまで何とか我が慢まんしてくれ」

「できるか、これ以上」

　レオンがぎらりと目を光らせる。

「こっちはとっくに我慢の限界なんだよ。俺は自分の身ぐらい自分で守れる、何度もそう言ってるだろ!?　それを朝から晩まで見張りやがって、俺は犯罪者か？　囚しゆう人じんか？」

　一樹を睨んでいた眼まな差ざしが逸それて、背後のアレックスへ向けられた。

「おい、そこの脳みそまで筋肉の無能ボディーガード。仕事がつまらないなら文句を言わず、さっさと辞やめて他へ行け。もちろん、こいつも一いつ緒しよにだ」

　顎あごをしゃくってのこいつ呼ばわりに、むっとして一樹は言い返した。

「俺は辞めないよ。一度引き受けた仕事を途と中ちゆうで投げ出すなんて絶対にしない」

　そんなことをして会社の評判を落とすわけにはいかないし、何より一樹にはボディーガードとしての意地がある。それに、万に一つでも何者かに危害を加えられる可能性があると知ってしまった以上、放ほうりだすなんて絶対にできない。

「誤解しないでくれ。俺達は君を監視しているわけじゃない。君を守るためにここにいるんだ」

「守るため？」

　ハッ、とレオンが鼻で笑った。そこに込められた軽けい蔑べつの響ひびきに一樹はかすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「綺き麗れい事を言うな。どうせハワードから見張り役を仰おおせつかっただけだろうが」

「見張り役って、俺達はそんな──」

「脅きよう迫はく状のことは建前で、本音は騒さわぎになるような問題行動を起こすなってことだろ。けどな、俺は俺の好きにするからな。奴らの都合なんか知ったことか」

　レオンは強い目で一樹を睨みつけ、シャンパンカラーのカーペットを踏ふみしめてリビングの東側のドアを抜ぬけ、その向こうへ姿を消した。

「はぁ……」

　急に静かになったリビングに一樹の小さな溜ため息が響いた。

「相当嫌きらわれてるな、俺達。初対面からずっとこの調子だ」

　もっとも、この仕事をしていればそれは珍めずらしいことではない。身を守る盾たてとしてボディーガードを雇やといながら、その存在を疎うとましく思う人間は多いのだ。ましてレオンのように、これまで自由気ままな一人暮らしを満まん喫きつしてきた人間なら尚なお更さらである。

　──身上調書にもレオンは筋金入りの束そく縛ばく嫌ぎらいだって記き載さいされていたし。

　資産家の愛人の子として生まれ母子家庭で育ったレオンは、学生時代に母親を亡なくしてからずっと一人暮らしをしてきたという。それを急に頼たのんでもいないのにボディーガードをつけられて、どこへ行くにもついてこられ、無理やり同居までさせられているのだから、それはストレスも溜まるだろうし自分達を厭いといもするだろう。

　けど、ここまで険悪になることはないはずだ。一樹はアレックスを振り返った。

「おまえ、どうしてレオンを怒おこらせるようなことばかり言うんだ」

「気に入らないからに決まってんだろ。それに仕し掛かけてくるのは向こうの方だ。初対面であいつがおまえに何て言ったか、忘れたのか？」

　もちろん、覚えている。

　レオンとは初対面から険悪だった。さっきのようにレオンがボディーガードなど必要ないときつい言葉で突つっぱねて、だったら契けい約やく破は棄きさせろよとアレックスが刺とげ々とげしく応じ、激しい応おう酬しゆうになったのだ。そのさなかにレオンがふと一樹を見やり、馬鹿にしたようにこう言った。

『綺麗な顔して、おまえもボディーガードなのか？　そんな薄うすくて細い身体からだで？　ボディーガードはいつからマスコットって意味になったんだ。それともアクセサリーか？』

　さすがに一樹もカチンときた。貧弱な体格は一樹のコンプレックスだったのだ。

　しかし同時に、もともと骨が細くて鍛きたえても筋肉のつきにくい体質な上、東洋人ゆえに二十五歳という実じつ年ねん齢れいよりもずっと若く頼たよりなく見えることを一樹は自覚していた。実際、外見で侮あなどられるのはレオンが初めてではない。

『俺はマスコットでもアクセサリーでもない。仕事ができるかどうかは、そのうち嫌でもわかるさ』

　一樹はそう切り返すに留とどめた。いつもクライアントを守り切ることで自分の実力を証明してきたのだから、今回も同じようにすればいい。そう思って気持ちを静めたのだが。

　レオンの台詞せりふに、なぜだか一樹を差し置いてアレックスの怒いかりに火がついた。

『おいおい、随ずい分ぶん馬ば鹿かにしてくれるじゃねえか、ルックスだけのアイドル俳優が。コネで有名監かん督とくの映画の主役に収まったような奴が、偉えらそうに大口叩たたいてんじゃねえよ！』

『何だと!?』

　今度はレオンの顔色が変わった。

　ルックスから人気に火がついたせいか、俳優としてのレオンの実力が評価されていないのは本当だった。批評家や一いつ般ぱんの映画ファンからは外見だけのアイドル俳優と言われ、レオンがデビュー直後に大手エージェンシーのやり手で有名なエージェントと契けい約やくを結んだり、有名監督の目に留まったことを邪じや推すいして、コネで仕事を取っているという根も葉もない噂うわさが業界に蔓まん延えんしているのも事実だ。だが、それを今ここであげつらうのは、いくら何でも失礼だ。

『アレックス、おまえ何てこと言うんだ！』

　一樹は慌あわてて同どう僚りようの暴言を遮ったが、レオンとアレックスは既すでに戦せん闘とう態勢に入っていた。とっさに二人の間に割り込んだ一樹がレオンの拳こぶしを防いだことでその場は事なきを得たのだが、そのとき生まれた不ふ穏おんな空気は今でも色いろ濃こく残っている。

「邪じや魔まだの無能だの、よくもまあ好き勝手ほざいてくれるぜ」

　ドアに預けていた右肩を離はなし、アレックスが皮肉に口元を歪ゆがめた。

「さすが顔とコネで伸のし上がっただけあって、面つらの皮がぶ厚くていらっしゃる。繊せん細さいな俺には信じ難がたいほど図太い神経してるぜ。仮に脅迫状が本物だったとしても、ただでやられる男じゃねえよ。そんな奴をガードする必要なんかあるのか？」

「あるに決まってるだろ、そういう契約なんだから」

　不平を言うアレックスの肩かたに、一樹はこつんと拳を当てた。

「それから考えを一つ改めろ。おまえはレオンのことをルックスだけのアイドル俳優なんて言うけど、それは彼にとって酷ひどい侮ぶ辱じよくだ。それに俺は、レオンに実力がないわけはないと思う」

　ルックスでの人気が際きわ立だっているのは確かだが、それだけの男じゃないはずだ。一樹は彼のデビュー作の映像を見たことがあった。以前のクライアントが繰くり返し見ていたせいで必然的に視界に入ってきたのだが、とても印象的だったので目にも記き憶おくにも焼きついている。

　それに、と一樹は初対面のあの日、交差した両りよう腕うででレオンの拳を受け止めた衝しよう撃げきを思い返す。

　──凄すごく重い一いち撃げきだった。骨に響いて、肩までびりびり痺しびれるくらいに。

　彼の拳を防いだとき、受け止められたことにレオンは驚おどろいた顔をしていたけれど、本当に驚いたのは一樹のほうだ。

　あの一いつ瞬しゆん、一樹の姿を認にん識しきしてレオンは拳の勢いを緩ゆるめた。あの至近距きよ離りでだ。

　──あのときレオンが本気だったら、受け止められたかどうかわからない。

　手加減をしてあの重み。スタントなしで派手なアクションを長時間こなせる身体能力。その素質が生まれつき備わっていたとしても、努力もせずにあれだけのことができるはずはない。そして、そういう努力を厭わない人間が、俳優としての己おのれを磨みがかずにいるだろうか。

「おまえ、それは買い被かぶりだろ」

　アレックスが呆あきれたように肩を竦すくめるのに、一樹は首を振った。

「そんなことない。レオンが本当にルックスとコネだけで伸し上がってきた俳優だとしたら、その演技で人を惹ひきつけたり力づけたり、希望を抱いだかせることなんてできないはずだ。──まあ、それはともかく」

　一樹は表情を改めてアレックスを振ふり仰あおぐ。

「今は彼の才能について考察している場合じゃないな。まだ仕事が残ってる」

「仕事ね。あーハイハイ、わかったよ。この堅かた物ぶつめ」

　アレックスが億おつ劫くうそうにぐるりと頭を回した。

　明日は早朝からダウンタウンでロケが行われる予定だ。撮さつ影えい中は全面通行止めとなるので、ロサンゼルス市警が交通整理にやってくる。そのロス市警には既に脅迫状の話を通してあるので、ロケ現場やその周辺で不ふ審しん者を見つけた場合のこちら側とロス市警との対応や情報交こう換かんの方法などについて、今夜、細かい打ち合わせをすることになっていた。

「じゃ、打ち合わせには俺が行ってくるわ。おまえ、あの我が儘まま野や郎ろうのガード頼むな」

「わかった。じゃあ俺は社とハワード氏の方に報告を入れておくよ」

「二、三時間で済むと思うが、逃にげられないように気をつけろよ。何かあったら連れん絡らくしろ。一人で無む茶ちやするんじゃねえぞ」

「心配しなくても無茶なんかしないよ」

　どうだかな、とアレックスは肩を竦め、打ち合わせに向かった。

　一樹は電話でレオンの無事を各方面へ報告しながら、ペントハウスに住み込んでから借りている客間へ一いつ旦たん戻もどり、そこから今回の仕事に関する資料を取ってリビングへ戻もどった。

　このペントハウスは、玄げん関かんへ向かうにはどの部屋からでも必ずリビングを通過しなければならない造りになっている。リビングを中央にして、その東側にレオンの使っている主しゆ寝しん室しつやホームシアター、ジムなどがあり、五つある客間はすべて西側だ。

　もっとも、一樹は常にリビングに待機しているので、着き替がえやシャワーなどの目的以外で客間を使うことはなかった。アレックスと交代で仮か眠みんを取るときもソファの上だ。リビングにいれば侵しん入にゆう者があった場合に即そく座ざに対応できる上、レオンの動向も把は握あくできる。おかげでペントハウスからのレオンの逃とう亡ぼうを既に三度も防いでいた。

「……やっぱり何か引っかかるんだよな」

　一樹は窓の外と玄関側のドアの両方を一度に警けい戒かいできる位置に立つと、ファイルを開き脅きよう迫はく状の文面を目で辿たどった。レオンやアレックスはちっとも重く受け止めていないようだが、一樹はこの文章に何か無視できないものを感じていた。

　──これ、俺は本気だと思うんだけど。

　いかにも若い女の子が書いた、稚ち拙せつで感情的な文章と癖くせ字じ。だが、その文字はどこかぎこちない。それは先走る感情を抑おさえて綴つづられたせいかもしれないが、一樹にはそうは思えなかった。喩たとえるなら、他人の字を真似まねて書いたときのような座りの悪さを感じるのだ。それに、

『その映画の主役を降りて。シンディの恋こい人びと役なんてやらないで。もし降りなかったら大変なことになるわよ』

『もし主役を降りなかったら、スタジオに忍しのび込んで撮影なんか滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやる。たとえ演技でもシンディの恋人になったら、その自じ慢まんの顔に酷い傷をつけてやる』

　どこがおかしいと指し摘てきすることはできないけれど、これらの文章には違い和わ感かんがあった。何かが一樹の神経にどうしようもなく引っかかる。

「でも、これだけじゃ警察は動いてくれないし」

　溜ため息と共にファイルを閉じ、今度は資料を捲めくった。明日のロケに参加するキャストやスタッフの写真付きのリストだ。それを頭に叩き込んでいると、ふと何かが神経に触ふれて一樹は窓へ目を向けた。ぱた、と音がし、巨きよ大だいな一枚ガラスの嵌はめ込まれた窓に水すい滴てきが浮うかぶ。

「……雨か」

　ロサンゼルスは一年を通して降雨量の少ない土地だ。冬の雨期ならばともかく、四月も半ばのこの時期に雨が降るのは珍めずらしい。しかも、どうやら今夜は本格的に降りそうだ。ぽつ、ぽつと降り始めた雨はすぐにシャワーのように窓を濡ぬらし、きらびやかな夜景があっという間に滲にじみだした。

　──何だか肌はだ寒ざむくなってきたな。

　雨は苦手だ。雨音を聞いていると、それだけで身体が冷えてくる。半ば無意識に身を縮めると、廊ろう下かの方でドアの開く音がした。

　あれはジムと、寝室のドアの音だ。一人分の足音はレオンのもので、彼がジムから寝室へ移動したものと思われた。おそらくいつものメニューをこなし終え、シャワーを浴びに行ったのだろう。汗あせを流したらキッチンで水分を補給し、そしてコーヒーを一いつ杯ぱい淹いれるはずだ。

　一樹がなぞった行動パターンそのままに、ほどなく東側のドアからレオンが姿を現した。

「……」

　レオンはこちらを一いち瞥べつしたものの一樹を無視してドアを潜くぐり、リビングと一続きになったダイニングへ向かうと、仕切り代わりのカウンターを回り込んでキッチンへと入っていった。

　──よかった。ちょっとは落ち着いたみたいだ。

　相変わらず一樹の存在が気に入らない様子だが、眉み間けんの辺りが少し緩んでいる。

　レオンはミネラルウォーターで喉のどを潤うるおした後、コーヒー豆を取り出した。コーヒーを淹れるとき、彼は必ず豆から挽ひくのだ。木製のミルで手ずから挽いた粉をフィルターに移し替え、ドリップする。手間のかかる面めん倒どうな作業だが、レオンにとっては楽しみの一つのようだった。

　そんな趣しゆ味みや拘こだわりは一樹にはまったく理解できないが、カウンターに浅く腰こし掛かけ、一見無造作にコーヒーをドリップする姿は、今ここにカメラがないことが惜おしいくらい絵になっている。

　──こういうのを特別な人間っていうんだろうな。

　ただそこにいるだけで人目を奪うばう、どこか眩まぶしい存在感。こんなふうに光り輝かがやくようなオーラを放つ男を傷つけようとするなんて、一樹には考えられないことだ。光というのは、ただ存在するだけで十分人の希望になり得る。実際、彼に希望を見み出いだして励はげまされているファンは世界中に大勢いるに違ちがいないのだ。

　そんなファンや心配しているハワードのために、そしてもちろん本人のためにもレオンを守らなければ。激しさを増した雨音を聞きながら一樹が決意を新たにしたとき、カウンターに投げ出されていたレオンの携けい帯たいが着信を告げた。

「──シンディ？」

　電話をかけてきたのはスタジオで別れたばかりの美人女優、シンディ・マーティンのようだ。着信音に素す早ばやく反応した一樹を警戒したらしく、レオンがチラとこちらを見やった。

「食事？　それはさっきそっちが流したじゃないか。……ああ、知ってる。ハリウッド大通りに先月オープンした会員制のクラブだろ。……パーティ？　そこでか？」

　淹れたてのコーヒーに口を付けながら頷うなずいているレオンへと、一樹は数歩、足を進める。

「へえ、随ずい分ぶん派手にやってるみたいだな。……今からか？」

　どうやら今から出てこないかとシンディに誘さそわれているらしい。

　──食事程度ならともかくクラブのパーティなんて、そんな場所に出向くのは危険だ。

　再びレオンがこちらを見るのに、駄だ目めだと一樹は首を振った。すると何を思ってか、レオンが室内に目を走らせた。まるで一樹以外の存在の有う無むを確かめるような目つきだ。そうしてアレックスの不在を確信したかのように彼は一樹に視線を合わせ、にやりと口角を吊つり上げた。

「──わかった。今から行く」

　冗じよう談だんではない。言うと同時に電話を切ったレオンへと、一樹はまっしぐらに駆かけ寄った。

「駄目だって伝えたはずだ」

「好きに吠ほえてろ。俺も俺の好きにする」

　空になったカップを置いて、レオンがカウンターから立ち上がる。

　明らかに一樹は舐なめられていた。相手がアレックスなら力ちから尽ずくで出て行くのに多大な労力を伴ともなうが、一樹一人ならわけもない。レオンがそう思っているのは明白だ。

「駄目だ、行かせない」

　携帯を片手にリビングを出て行こうとするレオンの前に、一樹は素早く立ち塞ふさがった。

「どけよ。邪じや魔まだ」

「どかない。会員制のクラブとはいえ、パーティならどんな人間が紛まぎれ込んでいるかわからないじゃないか」

「だったら止めてみろよ、マスコット。できるものならな」

　鼻で笑ってレオンが一樹の肩かたを押し退のける。一樹はその手に逆らわず、押されるままにレオンの脇わきへと回り込み、彼のジーンズのポケットに引っ掛かかっていた車のキーを掏すり取った。

「おい、おまえ何を……！」

　まさかキーを奪われるとは思わなかったのだろう。レオンが驚おどろきに目を瞠みはる。

　我ながら姑こ息そくな手だとは思うが、今は他ほかに手段がなかった。一樹の立場ではクライアントと拳こぶしを交えるような真似はできないのだ。

「クラブのパーティなんて危険要素が多すぎる。そんな場所には俺が一いつ緒しよでも行かせられない。それに君は明日の早朝からアクションシーンのロケがあるんだぞ」

　寝ね不ぶ足そくで撮さつ影えいに臨のぞんで怪け我がでもしたらどうするつもりなんだ。そう、一樹が思ったままを口にすると、レオンの眼まな差ざしが鋭するどさを増した。

「ボディーガードってのは壁かべや盾たてだと言ったのは誰だれだ？　それにおまえは見張りだろ。そんな奴やつが何身内みたいな馴なれ馴れしい口を利きいてるんだ」

　ふざけんな、と低く唸うなって摑みかかってきたレオンの腕うでを、一樹はすっと身を沈しずめて潜り抜ぬけた。腕わん力りよくでは敵かなわないが、速さなら負けない。一樹は自分を捕つかまえて鍵かぎを取り返そうとするレオンから一定の距きよ離りを保って逃のがれ、するり、するりと身を躱かわした。

「チョロチョロと……ッ！　何なんだよおまえ、鍵返せ！」

「待ってる彼女には申し訳ないが、行かないと連れん絡らくしてくれ。それまでは返さない」

「何だと？」

「そんなことより、変へん更こうしたこの部屋のセキュリティの暗証番号をハワード氏に伝えてくれ。どうしても本人から聞かないと納なつ得とくできないと言うんだ。シンディ・マーティンと夜遊びに出で掛かける暇ひまがあるなら、そのくらいできるだろう？」

「へえ……？」

　ふとレオンが表情を変え、動きを止めた。何か良くないことを思いついたのか、からかうような眼差しになり、口元に意地の悪い笑えみを浮かべている。

「やけにシンディにこだわるじゃないか。俺が彼女に近づくのが気に入らないのか？　それとも、俺と仲のいい彼女の方が気に入らない──？」

　え、と一樹は目を瞠った。突とつ然ぜん何を言いだしたのだろうか、この男は。

「そんなに俺を彼女のところへやりたくないなら、おまえが彼女の代わりになるか？」

「…？　どういう意味だ」

「取引だ。女の代わりにおまえがベッドで俺の相手をするなら、大人しく部屋にいてやるよ」

　彼女の──女の、代わり？

　その意味を摑み損そこねて一樹が啞あ然ぜんとしていると、距離を詰つめてきたレオンがすっと指の背で頰ほおを撫なでてきた。ぴくりと肩が反応し、背中に隠かくしたキーがか細い音を立てる。

　──ベッドで女性の代わりをするって……それは、セックスの相手をしろってことか……？

　ようやく意味を理解して一樹は愕がく然ぜんとした。この男はなんて非常識なことを言うのだろう。

　驚きが去ると、酷ひどい侮ぶ辱じよくに怒いかりが込み上げた。キッとレオンを睨にらみつけると、彼は捕とらえた獲え物ものを嬲なぶるような顔をして一樹の反応を見下ろしている。

　こんな取引を一樹が受け入れられるはずはない。そう思っているのがレオンの表情に表れている。それを読み取り、一樹は冷静さを取り戻もどした。

　──俺が断ると見み越こしてこんな取引を持ちかけたなら、これはレオンにとっても非常識な取引で、つまり本気じゃないってことだ。

　これは彼の計略だ。一樹を侮辱して怒おこらせ、隙すきができたところで車のキーを奪い返す。更さらには、激げき怒どした一樹がボディーガードを降りると言えば一挙両得だと思っているのだろう。

　──ふざけるなよ。こんなことで一度引き受けた仕事を投げ出してたまるか。

　そんなことをしたら一人の人間として、そしてボディーガードとして自分をここまで育ててくれた社長のクラインに顔向けができなくなる。

　一樹は少し考えを巡めぐらせ、やがて毅き然ぜんと顎あごを上げた。

「わかった。それで外出を取り止やめてくれるなら、女の代わりでも何でも好きにすればいい」

　できるものならやってみろ。そう言わんばかりに一樹がレオンを睨みつけると、思った通り、レオンの顔が強こわ張ばった。

「何言ってるんだ、おまえ。冗談だろ？　それともまさか、……本気なのか？」

「本気だ」

　大おお真面目まじめに頷いて見せる。そうして一樹は、男相手にそんなことできるかとレオンが拒きよ絶ぜつするのを待った。その言葉を引き出したら、レオンが自分で言い出した取引を反ほ故ごにしたことを盾に取り、彼の外出を阻そ止しするつもりだった──が。

　──え……？

　驚きよう愕がくに強張りついていたはずのレオンの顔が、獲物を嬲る猛もう獣じゆうのそれに変へん貌ぼうする。そして、その口から放たれた言葉は牙きばとなり、容よう赦しやなく一樹の計算を嚙かみ砕くだいた。

「わかった。取引成立だ」

　に、と唇くちびるだけで笑ったレオンに二の腕を摑つかまれて、え、と焦あせった声が出る。思いがけないレオンの返事に、今度は一樹の顔が引き攣つった。

「ちょ、待てよ！　本気で言ってるのか!?」

「当然だ」

　もともと俺は男も女もいけるしな、と余よ裕ゆうを漂ただよわせてレオンが嘯うそぶく。

「待ったはナシだ。前言撤てつ回かいも認めない。けど、そうだな。泣いて謝ってキーを返すなら許してやってもいいぜ？」

　ぐ、と一樹は言葉に詰まった。泣いて謝るなんて冗談じゃない。必要性を感じないし、何よりプライドが許さない。そしてキーを返したらレオンはこの雨の中、パーティへと出かけてしまう。それは阻止しなければならなかった。だが、このままでは本当にベッドへ連れ込まれてしまいそうだ。

　──そんな、噓うそだろ……!?

　どうしよう、と一樹は焦った。馬ば鹿か馬鹿しい事態だが、お互たがいもう後には引けない状じよう況きようだ。特にレオンは自分から言い出したことだけに、引っ込みがつかなくなっている。だから一樹に断らせようと追い討うちをかけているのだろうが、それは一樹のプライドを刺し激げきして依い怙こ地じにさせるばかりだ。完全に、売り言葉に買い言葉である。

「謝る気がないなら、決着はこっちでつけるぞ」

「や、だからちょっと待て！」

　リビングから廊ろう下かへと強ごう引いんに連れ出され寝しん室しつへ引きずり込まれそうになった一樹は、焦って思わず腕を軽く捻ひねり、レオンの拘こう束そくを外して逃れると両手でドアにしがみついた。

「な、おまえ──!?」

　レオンが軽く目を瞠った。自分の手と一樹とを交こう互ごに見比べている。力を緩ゆるめてもいなければ、強引に振ふり払はらわれたわけでもないのに逃にげられたことに驚いたのだろう。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、今度は簡単には外せないくらいがっちりと一樹の身体からだに腕を回した。

「往おう生じよう際ぎわの悪い奴だな。待ったはナシだって言っただろ。許して欲しいなら──」

「泣いて謝るなんて絶対しない！　けど、ちょっと、本当にちょっと待ってくれ。今はガードが俺しかいないんだ。そんなことをしている間に何かあったら対応が──」

「何かって、別に何もないだろ」

　必死の言い逃れはあっさりと断たち切られ、ドアにしがみつく指が一本ずつ引き剝はがされていく。レオンの関心がキーを取り戻すことよりも、この不毛な意地の張り合いに競せり勝つことに移っているのは明らかだ。

「エントランスには警備員がいるし、暗証番号なしにこの部屋のドアは開かない。それでももし例の悪戯いたずらメッセージを送りつけてきた女が侵しん入にゆうしてきたとしても、俺一人で対処できる」

「いや、でも…っ」

「その女が最さい中ちゆうに侵入してきたら、それこそ一石二鳥だしな」

　え、と一樹はレオンを見上げた。一石二鳥とはどういうことだろう？

「とりあえず俺はおまえで溜たまった性欲を発散できる。その最中に脅きよう迫はく状の女が侵入してきて男を抱だいている俺を見たら、俺が女に興味がないと思って奴は俺を諦あきらめる。そうなったらもうボディーガードは不要になり、俺は晴れて自由の身だ。なんだ、一石三鳥か」

「なっ……そんなに上手うまく事が運ぶわけないだろ！」

　思わず一樹は怒ど鳴なったが、レオンはまるで聞く耳を持たずに一樹の手をドアから引き剝がすと、有う無むを言わせず寝室へと連れ込んだ。彼は今や完全に開き直っている。この状況を利用して、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすと同時に一樹の意地とプライドを打ち砕こうとしているのかもしれない。

「ちょっと待て、待てってば！　……あっ!?」

　足あし払ばらいをかけられて、一樹はベッドの上に倒たおれ込んだ。すかさずレオンが乗り上げて、四し肢しを押さえ込んでくる。

「始めるぞ」

「……っ」

　ごくりと喉のどが鳴った。力ではレオンに敵わないことはわかっていたが、それでもろくに身動きができないほどの強い力で組み敷しかれると、同じ男として悔くやしさが込み上げてくる。そして、そんな思いの奥底からじわりと滲にじみ出るものがあった。

「何だ、顔が強張ってるぞ。怖おじ気けづいたのか？　だったら──」

「そんなんじゃない！」

　雨に青くカーテンが光る。温かみの欠片かけらもないレオンの眼まな差ざしを一樹はまっすぐに見返した。

　泣いて謝る──その選せん択たく肢しは意地とプライドにかけて絶対に選べない。

　ならば、このままレオンに好きにされるか。それともレオンを突つき飛ばし、ハリウッド・スターのガードを投げ出して会社の実績に泥どろを塗ぬり、社長に恥はじをかかせるか。

　一樹はそっと目を伏ふせた。

　──社長に迷めい惑わくは掛かけられない。

　それにクライアントが危険な目に遭あう可能性は少しでも減らしたい。たとえこんな男でも、一度ガードを引き受けた以上は髪かみの一筋でも傷つけたくなかった。

　──俺が相手をすることで外出を取り止めてくれるなら……。

　自分が少しの間我が慢まんすれば、その分だけレオンに迫せまる危険を遠ざけることができる。

「本当にいいのか？　今なら許してやるぞ」

「別に許してもらう必要なんかない。──君の好きにすればいい」

　反射的に目を上げて挑ちよう戦せん的に言い放つと、レオンの瞳ひとみがすっと酷こく薄はくに細められた。

「そうか。それなら遠えん慮りよなく泣かしてやるよ」

　激しい雨音が耳の奥に響ひびいた。服を剝ぎ取られ、自身も服を脱ぬいだレオンが覆おおい被かぶさってくる。不本意にもびくりと肩かたが震ふるえ、握にぎり締しめていた右手が緩み、床ゆかに落ちたキーが、ちゃり…、と冷たい音を立てた。










　嚙み殺そうと必死になっても勝手に漏もれてしまう声が、雨音に紛まぎれて寝室に響く。

「や、ぁ…っ」

「逃げるなよ。ほら、気持ちいいんだろ？」

　かたかたと震えながら無意識に逃げを打つ身体を背後からしっかりと抱き込まれ、尖とがった乳ち首くびを摘つまみ上げられて一樹はびくりと背筋を引き攣らせた。

「あ、嫌いやだ、や、め……っ」

「へえ？　嫌ならなんでこんなに腰こし振ふってるんだろうな」

　耳元で笑った唇に首筋を吸い上げられる。その刺激に肩を震わせ、振り解ほどくはずのレオンの腕うでに一樹は逆にしがみついてしまった。

　好きにすればいい。

　そう言ったのは自分だ。確かにそうなのだけれど、これは思っていた状況と違ちがう。

　──おかしい、だろ……こんなこと……っ。

　初めて身体に訪おとずれた未知の感覚に怯おびえ、一樹は唇を戦慄わななかせて必死に息を継ついだ。

　こんなはずじゃなかった。

　ただ少しの間、目を閉じて息を殺し、時間が過ぎるのを待っていればよかったはずだ。

　同性同士のセックスに関する知識はあったからそれなりに覚かく悟ごはしたし、耐たえられると思っていた。無ぶ遠えん慮りよに触ふれられてもレオンに身体を繫つながれても、大人しくされるがままになっていればいい。それはもちろん不快だろうし痛くて苦しいだろうけれど、レオンを危険に晒さらすことに比べれば何でもないと、そう思っていた。

　それなのに、と一樹は震える指先で必死にシーツを握り締める。

　耐えなければならないものが、覚悟していたものと全然違う。

「…ぅ、くぅ…んっ」

　うつ伏せに押さえ込まれ、耳元からうなじへと移っていったレオンの唇くちびるが今度は背筋を伝い下りる。強い反応を示したところを執しつ拗ように吸い上げられて、それだけでも頭がおかしくなりそうなのに、同時に真っ赤に色づいた乳首をやわやわと揉もみ込まれてしまっては声を殺すなんて到とう底てい無理だ。

「ひ、ぁんっ、やぁっ」

　一樹は高い悲鳴をあげながら細い腰こしを跳はね上げた。

　──なんで、こんな……。

　自分の身体の変化が怖こわい。怖くて震えが止まらない。それなのに無理やり与あたえられる甘い刺激に未知の官能を呼び起こされ、身体が勝手に快楽に痺しびれてレオンの意のままにされてしまう。

　まさか自分の身体が男に触れられてこんなふうになるなんて、夢にも思わなかった。こんなことなら苦痛に耐える方がはるかにマシだ。

「こんなに震えて……そんなにいいか？　敏びん感かんだな。ああ、淫いん乱らんっていうのか、こういうのは」

　つぅ…っ、と舌先で背骨をなぞりあげられる感かん触しよくに感じて怯え、身が竦すくむ。そんな一樹の反応を完全に勘かん違ちがいしたレオンが意地悪くからかってくる。その言葉に羞しゆう恥ち心しんを煽あおられ、けれど止やめてくれと頼たのむわけにもいかず、一樹はぎゅうっと身を縮めた。

　──どうして身体からだが、こんな、こんなふうになるんだ。

　レオンの言うように自分は淫乱なのだろうか。最初は痛いだけだったのに、赤く尖った乳首がいつの間にか腰こしにじんじん響くほど切なく疼うずくようになってしまった。それを摘つままれ、先せん端たんを小刻みに指先でくすぐられると、高く掲かかげさせられた腰が我慢できずに捩よじれてしまう。

「…っ、や、やっ、……あぁんっ」

「凄すごい乱れようだな。ん？」

　反対側の乳首をぐり、と押し潰つぶされて悲鳴が高く掠かすれた。怯えて凍こおりついた心は今にも砕くだけそうなのに、身体は熱く昂たかぶらされて、このままでは自分がばらばらになりそうだ。

「セックスなんか知りませんって顔して、実は相当慣れてるんだろ。本気で詐さ欺ぎだな、おまえ」

「…っ、な、に言っ……」

「それとも、ボディーガードってのはクライアントの性欲処理にまで付き合うのが常識なのか？　俺が知らなかっただけで」

　大した仕事だと嘲ちよう笑しようされて、そんなわけあるかと一樹は言い返したかった。けれど絶え間なく押し寄せる鋭するどい刺し激げきに呼吸が乱れてとても無理だ。

　レオンが本気でそう思っているのか、ただ言葉で嬲なぶりたいだけなのかは知らないが、こんなことに慣れているわけがない。

　過去に大事な人を失った一樹は人との付き合いに今一歩踏ふみ込めず、そのせいで恋こい人びとと呼べるような特別な存在を作ったことがなかった。男どころか女性と付き合ったことも、抱だき合ったこともなく、遊びで一晩、誰だれかと過ごした経験もない。もちろんボディーガードにこんなことを求めるクライアントもいなかった。ベッドの上で他人に服を脱がされたのも初めてなら、同じように素す肌はだを晒した人間に組み敷かれて身体に触れられるなんて正しよう真しん正しよう銘めい、初めてだ。

「女の代わりをしろとは言ったが、女以上の肌はだ触ざわりだな。荒あらっぽい仕事をしている癖くせにこんなに綺き麗れいな肌をして……しかも乳首を弄いじられて濡ぬれるなんて、いやらしいカラダだ」

「なっ、そんな、わけ…な……」

「なんだ、自分じゃわかってないのか？　ここには触さわってもいないのに、ほら……」

　レオンの手が性器に絡からみ、親指の腹が先端に触れる。びくん、と腰が震えた瞬しゆん間かん、指とそこがぬるりと擦すれて、

「…っ」

「……こんなに濡れてる」

　一樹は自分の恥はずかしい変化を身体と言葉で自覚させられた。

　──嫌だ……！

　初めて他人にそんなところを触れられたショックと、こんなにも反応していたことを思い知らされた衝しよう撃げきに一樹は身を強こわ張ばらせた。……恥ずかしい。いくら性的な経験が皆かい無むで、快楽をやり過ごす術も抗あらがう方法も知らないからといって、男に身体を好きにされて「いやらしい」と言われるくらい反応してしまうなんて、自分で自分が信じられない。

　しかもそんな淫みだらさを、自分を支配しようとしている男に知られてしまった。耐え難がたい羞しゆう恥ちに一樹の神経は今にも焼き切れてしまいそうだ。

　しかしあまりの恥ち辱じよくに震える一樹に、レオンは容よう赦しやしなかった。

「ちょっと触られたくらいでどれほど感じたのか、ここを見せてもらおうか……？」

　ねっとりと性器を扱しごかれて、ちゅく、と指先で先端をくすぐられる。

「や、やぁっ……さわ、る、な……っ」

「好きにしていいって言ったのはおまえだろ」

　乳首を甘く捻ひねられて、びくんと腰が跳はねた拍ひよう子しにとろりと先端が透とう明めいな雫しずくを結んだ。

「や、あんっ、嫌だ、…ぁっ……」

「嫌がるわりにはどんどん濡れてくるじゃないか。どんなにいやらしい身体をしているのか、見せてもらうぞ」

　嫌だ、と叫さけんで一樹はシーツにしがみついた。嫌なのに感じて濡らしてしまったところを他人に見られるなんて耐えられない。

　だが、もともとの力の差に加え、快楽と羞恥に震ふるえる身体にまともに力が入るわけがなかった。必死の抵てい抗こうも虚むなしく、一樹は簡単に仰あお向むけに転がされ、両の膝ひざ裏を摑つかまれる。

「嫌だ、やめろっ、見るな……！」

「大人しくしていろ。こんな馬ば鹿かげた取引に応じたおまえが悪いんだ」

　暴れる脚あしをいとも容易たやすく掬すくわれて、折り曲げられて開かれる。

　誰にも見られたことのない秘ひめられた箇か所しよをひやりと外気に撫なでられて、ぎゅっと目を閉じていてもそこを露あらわにされたことがわかった。あまりのことに涙なみだが滲にじむ。

「……驚おどろいたな。綺麗な色だ。あまり使ってないのか？」

「……っ」

　なんてことを言うのだろう。唇を嚙かみ締しめ、交差させた両りよう腕うでで一樹は顔を隠かくした。でないと必死の虚きよ勢せいが崩くずれ落ち、泣き顔を晒してしまいそうだ。

「それともこれは、こうして可愛かわいがられるのが専門か？」

　無遠慮な視線に晒されて震えていた性器がレオンの手に包まれる。そのままゆるゆると刺激されて、膝はがくがくと壊こわれそうに震えているのに快楽に腰が痺れてしまう。

　嫌だ、と身を捩って逃のがれようとしても簡単に押さえ込まれ、やめろとレオンの手を引き剝はがそうとしてもその強きよう靭じんな腕はびくともしない。

「やだ、やだ……っ、たの、むから……も、やめ……っ」

　とうとう零こぼれた懇こん願がんを、しかしレオンは聞いてくれなかった。根元を押さえられたまま熱く性器を扱かれて、一樹は為なす術すべもなく巧たくみな愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされてしまう。性器に加えられる刺激はストレートに身体に響ひびくのに、いけそうでいけないギリギリのラインに長いこと留め置かれた一樹は、初めて味わう深すぎる快楽に身も心も蝕むしばまれていく。

「も、もうやだ……いや……も、やだ…ぁ……っ」

「もうここだけじゃ足りないか？」

　欲しいんだろう、と蜜みつを纏まとった指で後こう孔こうに触ふれられても、何をされようとしているのかなんて一樹にはわからない。ただ緩ゆるく首を振ふり、ろくに身動きもできずにいると、いきなりそこから体内に何かが入り込んできた。

「──っ!?」

　びくん、と跳ねた身が竦む。焦しよう点てんを失った目を見開いて、一樹は身体を硬かたくした。

「…ひ、ぁっ」

　喉のどの奥から不自然に掠れた声が漏もれる。それを快楽の声と勘違いしたのか、身体の中に入り込んだものが、ぐっと強ごう引いんに奥へ沈しずみ込んできた。

　その異常な感覚に、熱く霞かすんでいた一樹の意識が鮮せん明めいになる。

「……っ、や……あっ……っ」

　耳元で心臓の音がガンガンと鳴り響く。身体の芯しんまで喰くらいついてくるようだった凶きよう暴ぼうな快楽が血の気と共に引いていった。

　何をされているのか、わからない。いや、わからない訳ではなかったが、知識はあっても経験はなく、レオンの指に犯おかされているのだと俄にわかに理解できなかった。

「おい、力ちから抜ぬけ。できるだろ？」

　できない、というように一樹は力なく、ほんの僅わずかに首を振る。

　節ばったレオンの指は、一樹のそれとは骨の太さからして作りが違ちがった。指一本でも、それだけとは思えないほどの圧あつ迫ぱく感かんがあり、ぐい、と奥へ吞のまされるたびに軋きしむような痛みが走る。そしてとうとう一樹の身体は凍りついたように硬くなり、呼吸さえままならない状態になった。

「おい、どうした？」

　異変に気づいたレオンが、驚いたように顔を覗のぞき込んでくる。

「……っ、…い、た……ぃ」

「痛い？　たった指一本だぞ、このくらい──」

　言葉の途と中ちゆうではっとレオンが息を吞み、まさか、というように一樹を見た。

「おい、まさかとは思うが……おまえ、あれだけ堂々と誘さそっておいて、経験がない、とか言わないよな？」

　ない。なんにも、ない。一樹はキスすらしたことがないのだ。もはや虚勢を張ることもできず唇くちびるの動きだけでそれを伝えると、噓うそだろ、と暗緑色の瞳ひとみが驚きを映して瞠みはられた。

「……っまえ、そういうことは先に言えよ！　初めての癖になんでこんな取引に応じるんだ、馬鹿じゃないのか!?」

　何の経験もないくせに、簡単に身体からだを差し出すなんてどうかしているとしか思えない。そう続けたレオンの声は怒おこっているように聞こえたけれど、痛みに震える肌を宥なだめるように触れてくる手は思いのほか優やさしくて、一樹は少しだけ呼吸が楽になった。

「力、抜ぬけるか？」

　レオンがそうっと慎しん重ちように指を引こうとする。だが、その途と端たん、

「…いっ……っ」

　鋭するどい痛みが走った。怯おびえと痛みに竦すくみ上がった身体は、中ちゆう途と半はん端ぱに受け入れたレオンの指を食い締め、凍こおりついている。奥に進むのはもちろんのこと、引くこともできない状態だ。

　どうすればいいのかわからず、一樹は助けを求めてレオンを見上げた。

「…ど、しよ……っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ゆっくり深呼吸をしろ」

　落ち着きを取り戻もどしたのか、レオンが穏おだやかな声を出した。言われた通りにしようとしたが、一樹の呼吸はしゃくりあげるように引き攣つってしまい、中々もとに戻らない。どうして、と無理やり息を吸おうとしたら、「焦あせるな」と胸むな元もとを気き遣づかわしげに撫でられた。その感かん触しよくがあまりにも優しく、温かくて、思わず一樹は震える指で縋すがるようにレオンの手を握にぎる。

「こんなに怯えて……もしかして初めからか？　最初から怖こわくて震えていたのか？　逃にげたのも嫌いやがったのも手管じゃなくて本気だったなら、なんで言わなかったんだ。言えば、ここまではしなかったのに」

　くそ、と悪態をつきながらも、レオンは冷えた一樹の指を温めるように手のひらに包んだ。これがたった今、手て酷ひどく一樹の身体を開こうとした男の手なのかと思うと不思議な気がしたが、その温ぬくもりに意地を溶とかされて一樹は切れ切れに訴うつたえる。

「……って、取引、…しな……と、……でてく、って……」

「何？」

「パー、ティ……俺、ひとり、じゃ……、守れ、な……」

　鋭く息を吞む音と、本気で驚いたような気配が遠く伝わってきた。

「俺を守るため……？　おまえ、ハワードに言われて俺を見張ってたんじゃないのか？」

「…見、張る、なんて……」

　そんなことは考えたこともない。今はただレオンを守ることしか頭にないのだと、息を詰つまらせながら一樹は伝えた。訊きかれたことに答えるのが精せい一いつ杯ぱいで、レオンがなぜそんなふうに思ったのかと疑問に思う余よ裕ゆうもない。

「じゃ、おまえは本当にただのボディーガードだったってことか？　それなら、俺は……」

　しばしの沈ちん黙もくの後に「……すまない」と吐と息いきのように呟つぶやいて、そっと身体を倒たおしたレオンが額に唇で触れてきた。同時に彼の手のひらが宥めるように強こわ張ばって震える肌はだを滑すべり、すっかり萎なえてしまった一樹の性器を柔やわらかく包み込む。

「や、こわ、い……っ」

「心配するな、酷ひどいことはしないから。目瞑つぶってじっとしてろ」

　言われるままに瞼まぶたを下ろすと、弾はじかれた涙が一ひと粒つぶこめかみを転がり落ちた。そこにも唇が触れてきて、目め尻じりや頰ほおや鼻先にまで柔らかいキスが降ってくる。

「泣くな。もう大丈夫だから」

　怖かったら摑まってろ、と腕うでを彼の背中へと導かれた。そうしてレオンの胸に頰を寄せていると、彼の温もりと鼓こ動どうが伝わって少しずつ身体の強張りが解けていく。

「おまえ本気で、俺を守るためにこんな取引に応じたのか？」

　どこか信じられないというような声が、髪かみの生え際ぎわを揺ゆらした。何を今いま更さらと思いながら一樹は小さく頷うなずく。ボディーガードがクライアントの身の安全を最優先するのは当然のことだ。それにレオンに万一のことがあれば、ハワードも彼のファンも悲しむに違いない。そして会社の評判を落としてしまったらクラインも悲しむだろう。それは嫌だと、一樹は切れ切れに訴えた。

「ちゃんと、君を守れた、ら……誰だれも、悲しんだりしなくて、済む……」

「おまえ……」

　どうして他人のためにそこまで、と掠かすれた声が頰に触れた気がしたが、もう一樹にはよくわからない。レオンの唇が再び一樹の額や頰にキスの雨を降らし、手指が先ほどまでとは比べ物にならないほど優しく細やかに動きだしたからだ。ほんの少し前に無理やり与あたえられた暴力的な快感とは違ちがう、優しくて甘い蜜のような快美感に一樹は全身を包まれた。

「…っ、あっ、ん…っ」

「そのまま、楽にしてろよ」

　手のひら全体であやすように性器を撫なでさすられて、先せん端たんの割れ目を柔らかくなぞられる。

　凍りついていた身体に血の気が戻り、余計な力が抜けていく。後孔も、強張りが解けてしまえば食はんでいた指にほんの少し中を悪戯いたずらされても、もう痛くも苦しくもなかった。それどころか身体の中を指先で小さくくすぐられると、官能的な疼うずきを感じて爪つま先さきがぎゅうっと丸まってしまう。前と後ろから押し寄せる快楽に、一樹の腰こしはいつしか勝手に揺れはじめていた。

「や、あっ、あぁっ」

「もう痛くないか？」

　気遣わしげに確かく認にんされて、一樹はこくこくと頷く。

「なら、もう少し強くしても大丈夫か？」

「う、ん……っ、も、だいじょ、ぶ……」

　何を確認されているのかわからないまま、理解できたことだけに答えを返す。そんな自分の迂う闊かつさにも気づかず、一樹はレオンの指に体内の一点を強く押されてびくりと背筋を震ふるわせた。

「…あ、ぁっ!?」

「ここか？　ここが感じるんだろう」

「や、やっ、なに？　今の嫌だ、いや…っ、あぁっ」

　レオンがそこを集中的に刺し激げきしてくる。じんじんと甘く疼くような未知の快楽を身体の中に送り込まれて、一樹はびくびくと震えながら必死にレオンにしがみついた。

「ひ、あっ、や、やだ…っ、たす…け……て……っ」

「助けてって……ボディーガードのくせに何だよ、おまえ。こんなに縋りついて、可愛かわいいな」

　笑えみを含ふくんだ柔らかな声が耳元で何か囁ささやいたと思ったら、愛あい撫ぶの手がいきなり激しさを増した。身体の中の感じるところをいいようにくすぐられ、雫しずくを零こぼす性器を扱しごき上げられて、淫みだらに跳はねる腰から背筋を痺しびれるような何かが駆かけ上がる。

「ほら、いけよ」

　レオンの背中に縋りつき、為なす術すべもなく見知らぬ快楽に攫さらわれていく。

「…やっ、いや、こんな、だめ…だめ…っ、あっ、あぁ──……ッ！」

　身体の中と外から責め上げられて、きゅうきゅうと長い指を締しめ付けながら、一樹はレオンに導かれるまま高められた熱を放った。




　　　　２




「──よし、オーケー！」

　十一時十七分。満足そうな監かん督とくの声を受け、ロケは無事に終しゆう了りようした。

　陽ひが昇のぼる前に始まった撮さつ影えいは、レオンがシンディによく似た背格好の女性スタントをバイクの後ろに乗せて三台の車に追われながらオフィス街を疾しつ走そうしたり、正面から迫せまる車にマシンガンを撃うち込んだり、飛行中のヘリからビルの屋上へ飛び降りたりと、随ずい分ぶんハードなものだった。

　監督の厳しい要求に文句も言わず応こたえ続けるレオンの姿に、ギャラリーは黄色い悲鳴や声せい援えんを送り、悪い噂うわさを鵜う吞のみにしていたキャストや撮影クルーらは心を動かされたらしい。最終シーンのオーケーが出ると、モニター越ごしにレオンへ向けて賛辞と拍はく手しゆを惜おしまなかった。

　一樹はといえば、ロケの間中アレックスと無線で連れん絡らくを取り合いながら、レオンに危害を加えようとする者がギャラリーや周辺の建物に潜ひそんでいないか、辺りを警けい戒かいしていた。

　──今のところは異状なし、か。

　だが油断は禁物だ。無数に窓のある高層ビルが林立するダウンタウンでのロケなど、警護する側にとっては悪夢のようなシチュエーションだ。相手がその気になれば、いつでもどこからでもレオンを襲しゆう撃げきすることができる。

「きゃああっ、レオン──ッ！」

　アレックスにガードされながらレオンがビルから出てくると、ギャラリーが一気に沸わき立った。歓かん声せいに応えてレオンが手でも振ふったのか、耳を劈つんざく悲鳴が更さらに高くなる。

「レオン、こっち向いてぇっ」

「あ！　今、目が合った！　あたしレオンと目が合った!!」

「何言ってんの、あんたなんか見るわけないでしょ!?　レオンが見たのはあたしよ、あたし！」

「レオン、その金きん髪ぱつちょうだーいっ、髪切らせてーっ！」

　少しでもレオンに近づこうとして今にも将しよう棋ぎ倒だおしを起こしそうなギャラリーの中に、鋭するどい光が煌きらめいた。見み咎とがめた一樹はヘッドセットの無線機でロス市警と連絡を取る。

「こちらビル正面入り口前。ナイフを振り回す褐かつ色しよくで巻き毛の女性あり。至急対処願います」

　報しらせを受けたロス市警が数人がかりで巻き毛の女性を連れ出していく。

　──俺達がガードにつく前は、レオンは一人でどうやってこの囲みを突とつ破ぱしてたんだろう。

　よく今まで無事だったものだ。こんなヒステリックな集団に万が一捕つかまったら、髪どころか何もかも毟むしり取られて骨も残らないに違ちがいない。

　ちらと肩かた越ごしにレオンを振り返ると、彼は監督や撮影クルー、キャストらに拍手で迎むかえられていた。そこに怪あやしい人物が紛まぎれていないかと冷静に確認する一方で、レオンの姿を目にした途と端たんにスーツの下でざわりと肌が震えた。そんな自分が忌いま忌ましくて一樹は拳こぶしを握り締める。

　──なんてことしたんだ、俺は。

　昨夜ゆうべの記き憶おくの断だん片ぺんが脳のう裏りを掠め、頰が勝手に熱くなる。レオンに触ふれられて、自分の身体からだや感覚があんなにも狂くるうなんて思わなかった。好きにしろなんて言えたのは性的な経験が皆かい無むで何も知らなかったからだ。あんなふうになると知っていたら、絶対に応じたりはしなかった。

　自分がどれほどの醜しゆう態たいを晒さらしたか、それを思うと情けなさと恥はずかしさに身体中から火を噴ふきそうだ。それなのに、昨夜も今も嫌けん悪お感がまるでないのはどうしてなのだろう。

　くそ、と小さく悪態を吐ついて一樹は身を翻ひるがえした。レオンはこの後、控ひかえ室を兼かねたトレーラーでスタジオへ戻もどる予定だ。トレーラーには関係者以外は近づけないようになっているが、レオンのファンが何か細工をしていないとも限らない。一樹はロス市警に挨あい拶さつをして、トレーラーの安全確認へ向かった。だが、ともすると思考は昨夜の出来事へと引き戻されてしまう。

　──どうしてあんなこと……。レオンは俺のこと、物もの凄すごく嫌きらっているのに。

　最初は酷く乱暴に触れてきたくせに、ふいに優やさしくなったレオンの手や唇くちびるを身体が勝手に思い出す。最初のうちは快楽の淵ふちに無理やり突つき落とされるようで怖こわかったのに、途と中ちゆうからレオンの愛撫は真綿に包んで甘やかすようなものに変わり、一樹の身体をとろけさせた。

『泣くな。もう大だい丈じよう夫ぶだから』

　痛みも激しい雨音も、自分の上げる声さえも遠くなっていた一樹の意識を、ふわりと包んだレオンの声。泣かせると宣言された通りに情けなくも涙なみだを見せた挙げ句、嫌悪どころかレオンの温ぬくもりに本気で安あん堵どし、顔中に降り注いだキスの雨に心が解けそうになったなんて、昨夜の自分はどうかしていた。

　──そうだ。俺もレオンも昨夜はどうかしていたんだ。

　急に優しくなったのは、一樹が未経験だと知ってさすがに気が引けたからだろう。終わった後で一樹の腰を撫でながら「次は、こっちも蕩とろけるくらい気持ちよくしてやる」なんて言ったのは、鬱うつ陶とうしいボディーガードの弱点を意地悪くつつき、からかっただけに違いない。

　──もともと女の代わりだったし、たとえ冗じよう談だんでも次なんかない。誰があんなこと、あんな、あんな……っ。

　その「あんなこと」の詳しよう細さいな記憶の数々が脳裏に溢あふれそうになり、

　──い、今のなし！　永遠になし！

　真っ赤になって一樹はそれらを必死に封ふうじ込めた。

「はぁ……。何やってるんだ、俺は。仕事中だぞ」

　気を抜ぬくとすぐ昨夜のことばかり考えてしまう脳みそが恨うらめしい。一樹は溜ため息のように深く息を吐き、爆ばく発はつしかけた心臓を抑おさえようとぎゅっとシャツの胸を握にぎり締めた。

　──余計なことを思い出すな、気を取られるな。レオンはクライアントだ。クライアントをガードすることだけを考えろ。

　必死に意識を切り替かえて崩くずれかけた気持ちを立て直すと、一樹は集中してトレーラーの安全を確かめた。異状なしと無線でアレックスに伝え、レオンの方へと改めて目を向けると、キャストらの賛辞にそつなく笑顔で応えていたレオンがふと何かに気づいて表情を変えた。

　何を見ているのか。彼の視線を追ってみると、監督と警備の警官達が何か話している。危険はないと判断してレオンの様子を見守っていると、彼はいつになく神しん妙みような顔つきで彼らのもとへ歩み寄っていった。

「ご配はい慮りよ頂き、ありがとうございました」

　一樹は思わず自分の目と耳を疑った。驚おどろいたことに、レオンが彼らに頭を下げているのだ。

　──あんなにいつも怒おこってばかりの強ごう引いんで尊大な男でも、人にお礼とか言えるんだ。

　意外な光景だが、事情を思い返せばレオンの行動にも納なつ得とくがいく。

　この日、ロス市警は交通整理の他ほかに、警備のための人員を割さいて撮影現場を厳しく警護していた。ギャラリーの九割を占しめる熱ねつ狂きよう的なレオンのファンが、興奮のあまり刃は物ものを振り回して周囲に被ひ害がいを及およぼす可能性を考えてのことだ。

　昨日、ロス市警と打ち合わせをしたアレックスによると、そうした配慮を求めたのはレオン本人だったらしい。

「自分のファンのイカレ具合はさすがに把は握あくしてたんだな。けど、周りに迷めい惑わく掛かけないように根回しをするだけの頭があいつにあったとはね」

　まんざら馬ば鹿かでもねぇんだな、と褒ほめているのか貶けなしているのかわからない感想を述べながら肩かたを並べてきたアレックスに、一樹は「そうか」と答えるに留とどめた。レオンについて何か言えば、紙かみ一ひと重えで抑おさえ込んでいるものが表に溢れてしまいそうだ。

「とりあえず無事撮影が終わってよかった。まだ油断できないけどな」

　ロケ現場にそれらしい不ふ審しん者は現れなかった。だが、もう大丈夫だと油断した瞬しゆん間かんが最も付け入られやすい隙すきを生むことを、一樹もアレックスも経験から知っている。

「そろそろスタジオへ戻る時間だ。トレーラーの運転は俺がするから、アレックスはレオンの身辺警護を頼たの──」

「撤てつ収しゆうだ。スタジオへ戻るぞ、イツキ」

　戻ってきたレオンが一樹を遮さえぎり、こい、とばかりに顎あごをしゃくった。

「……え？」

　思わぬレオンの振る舞まいに、一樹は目を丸くした。名前を呼ばれるのも初めてなら、移動のときに声を掛かけられるのも初めてだ。しかも声と言葉に棘とげがない。むしろ穏おだやかなくらいだ。

「どうしたんだよ、あいつ？」

　アレックスが身を屈かがめ、気味悪そうに尋たずねてきた。

「今朝から急に丸くなりやがって。気持ち悪いな。昨夜、何かあったのか？」

「な、何かって、何が？　別に何もないぞ」

　思わず動どう揺ようし、不自然な早口になってしまった。変に思われただろうかとそっとアレックスを窺うかがえば、案の定、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには不審そうな色が浮うかんでいる。

「……へえ？　何も？」

「何だよ？　何があるっていうんだ。そんなことよりアレックス、レオンの警護を頼んだぞ」

　今度は冷静に答えられたが、これ以上アレックスと目を合わせていたら昨夜の出来事を見み透すかされてしまいそうで、一樹はさっと身を翻し運転席へ回ろうとした。しかし、

「逃にげるな、イツキ。おまえはこっちだ」

　いきなり二の腕うでを摑つかまれ、引き戻された。背中がレオンの胸に当たったかと思うと、背後から肩を抱だき込まれる。何をするんだ、と背後を振り仰あおげば、暗緑色の瞳が予想以上に近くにあって心臓がどきりと大きく跳はねた。

「……っ」

　昨夜の記憶がフラッシュバックし、背筋を熱い何かが駆かけ抜ける。思わず一樹は硬こう直ちよくし、そんな一樹に何事かとアレックスが鋭い目を更に尖とがらせ、その眼まな差ざしを受け止めたレオンが一樹を抱き寄せたまま口を開いた。

「おまえが運転しろ。俺はイツキに話がある」

　びく、と肩を震ふるわせた一樹に構わず、レオンはアレックスに向けて言葉を継ついだ。

「おまえなんかにガードされるのは心の底から不本意だ。だが、この際目を瞑つぶってやる。イツキは危なっかしいからな」

「なっ……!?」

　ぴく、と眉まゆが引き攣つった。危なっかしいとはどういう意味だ。

「馬鹿にするな、俺にだってトレーラーの運転くらいできる！」

　カッとなったら硬直が解けて、一樹はレオンの腕を振ふり解ほどこうとした。しかし、その前にレオンに顎を掬すくわれ、背後を振り向かされる。

「そんな話をしてるんじゃない。おまえ昨夜、俺を守ると言ったな？」

　そんな話もしていなかったはずだ。一樹はそう思ったが、鼻がぶつかりそうな距きよ離りで目を覗のぞき込まれてレオンの鼓こ動どうや匂においを感じたら、思考が止まり、反論が喉のどの奥へ沈しずんでしまった。

「そう言ったな？」

「それは……言った、けど……」

　言げん質ちは取ったとばかりにレオンが頷うなずき、アレックスへと目を戻した。

「そういうわけだ。今後、身辺警護にはイツキを置く。ついでにおまえも置いてやる」

　何がそういうわけなのか、一樹にはさっぱりわからない。わかったのは、自分達がどうやらレオンにボディーガードとして受け入れられたらしい、ということくらいだ。そんなレオンの豹ひよう変へん振ぶりにアレックスも怪け訝げんそうな顔をしている。

「おい。マジで何があった？」

「…っ、だから何もないって言ってるだろ」

　即そく座ざに首を振った一樹に、アレックスが眉まゆ根ねを寄せる。レオンの態度が気になると同時に一樹のことも心配してくれているのだろう。それはわかるし有り難がたいのだが、昨夜あったことを正直に話せるわけもない。そして今はこんなことを話している場合でもなかった。

「そんなことより撤収だ、アレックス。ぐずぐずしていると取り残されるぞ」

「……了りよう解かい。けどな、イツキ。何かあったらちゃんと言えよ？　一人で抱かかえ込むんじゃねえぞ」

　仕方がなさそうに肩を竦すくめ、アレックスはキーを受け取りトレーラーの運転席に乗り込んだ。

「君も早く乗ってくれ」

　レオンの腕を振り解き、トレーラーのドアを開けて促うながすと、

「おまえもだ。中で大人しく俺に張りついてろ。守ってくれるんだろう？」

　レオンはドアを潜くぐりしな、扉とびらを押さえる一樹の腰こしに腕を回して攫さらうように中に引き込んだ。




　　　　＊




「何が、俺に張りついてろ、だ。昨日まで邪じや魔まだ解かい雇こだって騒さわいでいたくせに」

　バックロットと呼ばれる屋外撮さつ影えい用の敷しき地ちを、一樹は憤ふん然ぜんと歩いていく。

　そこにはニューヨークやシカゴなどの街並みと共に、今回の映画のためのオープンセットが建設されており、一樹はそのうちの一つ、午後の撮影に使用する植物園のセットのある一角へと向かっていた。そこにレオンのトレーラーがあるからだ。

　──どこまで人を馬鹿にする気なんだ。俺は真しん剣けんにレオンをガードしてるのに。

　撮影スタジオへ戻もどる車中でのことを、一樹は苛いら々いらと思い出した。

　ハードな撮影をこなしたレオンがトレーラー内でシャワーを浴び、着き替がえを済ませ、ソファでくつろいでいる間、一樹は外に注意を向けていた。

　トレーラーを追って妙みような動きをする車はないか、こちらを窺う不審者はいないか──高級ホテルの一室のような豪ごう華かな車内を静かに動き、窓の外を警けい戒かいする。そんな一樹をしばらく目で追っていたレオンは何を思ったのか、「ちょっとこい」といきなり一樹を捕つかまえてソファの窓側奥に押し込むと、強引に座らせた。

「いきなり何するんだ。どいてくれ」

　前には備え付けのテーブルがあり、左ひだり隣どなりはカーテンの引かれた窓である。右みぎ隣どなりに腰を下ろしたレオンがどいてくれないとソファセットから出られない。仕事の邪魔だと睨にらみつけると、レオンの口角が上がった。

「今日は随ずい分ぶん無ぶ愛あい想そうじゃないか。仕事中だとそうなるのか？　昨夜ゆうべはあんなに可愛かわいかったのに」

　そんなふざけた台詞せりふを耳元で囁ささやかれたのは、二十五年の人生の中で初めてだ。馬ば鹿か馬鹿しいと切り捨てるべきだったと今ならわかるが、そのときは一気に昨夜の記き憶おくがリアルに全身に蘇よみがえり、熱くなった身体からだを指先までドキドキさせられて、どうすればいいのかわからなかった。できたことといえば、レオンの胸を思い切り押し退のけることくらいだ。

「逃げるなよ。今は何もしないし、次も怖こわくしないから。す……っごく優やさしくしてやる」

「なっ……、今はってなんだよ!?　あるわけないだろ、次なんか！」

「そうか？」

　押し退けたその手を摑まれて、レオンの口元へと引き寄せられる。

「相あい性しようはいいと思うぜ？　ほら、たったこれだけで……」

「…ぁっ」

　ちゅ、と口唇に口付けられ、身体に細く電流が走って頭のどこかが白く痺しびれる。そんな自分に驚おどろいて一樹が慌あわてて身を離すと、「な？」と華はなやかな美び貌ぼうが悪戯いたずらっぽく笑った。

「今、何も考えられなくなっただろ」

　カッと身体中が熱を持ち、一樹は茹ゆでられたように赤くなった。乱れた鼓動が頭の中でガンガン痛いほど鳴り響ひびく。おかげで、せっかく取った距離をいつの間にか詰つめられてレオンに腰を抱かれていたことも、一樹の様子をしばし眺ながめて「本当にまっさらだな、これは」とレオンが呟つぶやいたことも、まるで知覚できなかった。

「まあ、冗じよう談だんはさておき。おまえ、さっき硬直しただろ」

　ふいに表情を改めて静かに問いかけてきたレオンに、一樹ははたりと睫毛まつげを上下させた。

「ショックだったか？」

「ショック、って……？」

　我に返ってまじまじとレオンを見つめると、彼は先ほど監かん督とくや警備員らに向けていたような神しん妙みような顔をしていた。

「さっきトレーラーの脇わきで。運転席に向かったおまえを俺が引き止めたとき、身体が強こわ張ばっただろ。やっぱり昨夜のことがショックだったんだろうな」

「あ……」

「悪かったな、昨夜は」

　もしかしたらこの一言を言うために、レオンは一樹をトレーラーに乗せたのかもしれない。昨夜は二人がシャワーを浴び終えてすぐにアレックスが打ち合わせから帰ってきて、それ以降は二人きりで話す機会がなかったのだ。それに気づいたら彼の謝罪が素す直なおに胸に染しみ込んで、一樹は小さく首を振った。

「いや、いいんだ。あれは取引だったし、俺がいいって言ったんだから。それに俺は、君が危険な目に遭あわなければそれでいいんだし」

「それでいい……？　自分があんなことをされてもか？」

「ああ。俺はボディーガードだから」

　自分の言葉の何が引っかかったのか、怪訝な表情を浮うかべたレオンに一樹は力強く頷いて見せる。それでも一樹の言うことはどこか理解しがたいようで、レオンは難しい顔をしたまま少しの間黙り込み、やがて自分なりに納なつ得とくのいく答えを見つけたのか確かめるように尋たずねてきた。

「身体を張ってまで俺を外出させなかったのは、俺を守るためだと言ったな」

「ああ。言った」

「それを理由にそこまでするということは、おまえはあの脅きよう迫はく状が悪戯じゃないと思ってるのか？」

「思ってる」

　即そく答とうした。恋れん愛あいや性的な触ふれ合いにはまったく免めん疫えきがないけれど、こういう馴な染じんだ世界の話なら即座に頭が回り始める。

「脅迫状はもう届いてない。それでもか？」

「段々途と切ぎれがちになって自然とこなくなったなら飽あきたと考えられるけど、それまで毎日送られてきたのが急にぱたりと途と絶だえたんだ。それもクランクインの当日に」

　もちろん最初から悪戯目的だったのかもしれないし、本気だったが実行する手立てがなくて、なし崩くずしに襲しゆう撃げきを諦あきらめたのかもしれない。

　だが、制作発表からクランクインの前日まで毎日律りち儀ぎに脅迫状は送られてきた。それが脅迫であると同時に犯行予告だったとしたら、クランクインと同時に途絶えたのも納得がいく。映画の撮影はスタートし、脅迫が意味を失った今、犯行予告が実行の段階へ移行した可能性は十分にあるはずだ。

「だから俺はあの脅迫状を悪戯だとか嫌いやがらせとか、そんなふうに片付ける気はないんだ。あのメッセージには何か妙な違い和わ感かんがあるし……。とにかく、君のボディーガードとして雇やとわれた以上、俺は君を守ることを何より一番に考えるし、そのためなら何でもする。だから君もあの脅迫状を悪戯だと決め付けないで、撮影の間は自重してくれ」

　一樹は自分の考えを真しん摯しに伝えた。自分が真剣にレオンを守ろうとしていることが、彼に伝わっただろうか？　そう思ってじっとレオンを見つめていると、驚いた様子で瞠みはられた瞳ひとみがふと柔やわらかに細められ、その美貌が近づいてきたかと思うと、ちゅ、と額にキスをされた。

「なっ、何するんだ！」

　とっさに額を手で押さえると、その手の甲こうにもキスされた。ぎょっとして手を引き、ソファをいざって窓に背中を押し付けていると、笑いながらレオンが肩かたに額を預けてきた。

「おまえってほんと……そんな顔して、守るとか何でもするとか言うなよ。真剣なのがわかるだけに困るというか、危なっかしいというか」

「ちょっ、おい、やめろよ！」

　頰ほおのあたりで柔らかい金きん髪ぱつが揺ゆれている。それがくすぐったくて落ち着かず、レオンの肩を押し戻すと、意外にもあっさり彼は一樹の肩かた口ぐちから顔を上げてくれた。

「本当に何でもしそうで怖いな、イツキは。世の中には、おまえみたいな真面目まじめな人間を利用しようとする悪い奴やつらがうようよいるんだぜ？　そんなんじゃ簡単に付け込まれるぞ」

「付け込まれる？」

「そうだ。例えば昨夜みたいに」

　耳元で囁かれ、ぞくりと背筋が震ふるえた。せっかく落ち着きを取り戻した心臓がまたもや跳はねて乱れ始める。そこでようやく腰こしを抱だかれていることに思い至り、一樹はレオンの腕うでから逃のがれようと身を捩よじった。

「放せよ！　人が真剣に話しているのに、どうして君はそういう変なことばっかり──」

「俺だって真剣に話してるんだ。だからそんなに警戒するなよ。心配しなくても責任は取るさ。未み遂すいとはいえ、あそこまででもイツキは初めてだったもんな？」

「なっ…!?　黙だまれ、この変態！」

　そんな不毛なやり取りが撮影スタジオに着くまで延々と続き、いいように遊ばれた一樹はすっかり神経がささくれ立っていた。

　だからレオンの到とう着ちやくを待ち構えていたシンディが「よくも昨日はすっぽかしてくれたわね」と、彼をランチへ引っ張っていってくれたときは正直、心底ほっとした。

　スタイリストから連れん絡らくが入ったのは、その直後のことだ。午後の撮さつ影えいで使用するレオンの衣装をこれからアシスタントが届けにくるというので、ランチの間の警護をアレックスに頼たのみ、一樹は衣装を受け取るためにトレーラーへと引き返しているのだが。

「なんでクライアントにセクハラされなきゃならないんだよ。それに俺も、どうしていちいち動どう揺ようするんだ」

　はぁ……、と肩で大きな溜ため息をついた。少しでも頭を冷やそうとレオンの傍そばを離はなれたのに、まったく気持ちが静まらない。自分の精神力はこんなに脆ぜい弱じやくだっただろうか？　仕事中に集中力が乱れるなんて初めてだ。それもクライアントに乱されるなんて。

　──こんなんじゃボディーガード失格だ。

　確かに昨夜のことは人生で二番目か三番目くらいに衝しよう撃げき的な出来事だった。けれど、それをいつまでも引き摺ずって、事あるごとに冷静さを失っていては任務を果たせるわけがない。

　ボディーガードにとって一番大切なことは、腕わん力りよくでも武術でもない。何があっても心を乱さず冷静さを保つことだ。冷静でなければ正しい状じよう況きよう判断を下せず、もし判断を誤ればクライアントの命に関かかわるような危機的状況を招きかねない。

　──昨夜のことはさっさと忘れよう。

　そんなに気にすることはない。自分は女性ではないし、クライアントを危険に晒さらすことに比べたらあんなことは大したことではないのだ。

「全部忘れて、レオンの悪ふざけなんか無視すればいいんだ」

　そう決めて一樹は強く目を閉じた。忘れる忘れる、無視する無視する……と、それぞれ十回ずつ唱えて瞼まぶたを上げると、七階建てのビルほどの高さのガラス張りの建物が陽ひ射ざしを受けてきらめいているのが見えた。午後の撮影で使う植物園のオープンセットである。

「……これだけを見てたらセットとは思えないよな」

　思わず一樹は足を止め、ぐるりと周囲を見回した。

　白い鉄てつ柵さくに取り囲まれた建物の前にはカメラにモニター、レールなど様々な撮影機材が所ところ狭せましと配置され、少し離れたところにはパラソルやディレクターズチェア、飲み物や菓か子しの置かれたテーブルが用意されている。そこから更さらに離れた場所に、キャスト一人につき一台用意されている控ひかえ室代わりのトレーラーが何台も停とまっていた。

「まだアシスタントはきてない、か」

　その代わり、優やさしげな風ふう貌ぼうをした若い男がこちらへやってくるのが見えた。

　エリオットという、大道具のスタッフだ。レオンが逃とう亡ぼうした夜、チャイナタウンの危険なエリアへ入っていったと教えてくれた青年である。

「エリオット！」

　声を掛かけると、エリオットは肩に担かついだ脚きや立たつを降ろしてにこりと笑いかけてきた。

「やあ、イツキ。ロケは無事終わった？」

「ああ。ちょっと耳が変になりそうだったけど。…あ、そうだ。この前、チャイナタウンではありがとう。おかげで助かった」

　先日の礼を言うと、ああ、あれね、とエリオットがからかうような目を向けてきた。

「どういたしまして。あの夜は大変だったんだって？　ボディーガードがしつこく追いかけてきて、逃にげるこっちもムキになってスピード上げてたら映画のカーチェイスみたいになっちゃった、ってシンディがあちこちで話してたよ」

「あ、ああ……そうなんだ。あちこちで……」

　何とも答えようがなく、一樹は苦笑いを浮かべた。自分達の失態を吹ふい聴ちようされるのはさすがにいい気分ではないが、事実なので仕方がない。一樹は気を取り直し、エリオットの脇わきの脚立を見やった。今は折りたたまれているけれど、伸のばしたら物もの凄すごい長さになりそうだ。

「これ、どうするんだ？　セットに何か異状でも？」

「心配ないよ。ガラス天てん井じようを支える建材の塗と料りようが、ほんの少し剝はげただけ。三センチ四方くらいかな。そこが鏡みたいに妙みような角度から光を反射するんで、カメラテストで引っかかったんだ」

「じゃ、今からそこを塗ぬり直しに？」

「そういうこと。本当はランチの時間なんだけどね」

　頭を搔かいたエリオットを、一樹は驚おどろきの目で見上げた。たった三センチ四方の塗料の剝はく落らくが撮影に大きな影えい響きようを与あたえ、それを修復するためにエリオットは昼食を後回しにして、この馬ば鹿かでかい脚立を担いできたのか。何だか溜め息が出そうな話だ。

「まあ、あのセットはシンディがよく使うからね。女優さんにとって光の加減は特に大事な要素だし、やっぱり綺き麗れいに撮とってあげて欲しいし。このくらい大したことじゃないよ」

　それに、とエリオットは傍かたわらの脚立をこつんと叩たたいた。

「これを見ただけでセットの異状を疑うイツキの熱心さには敵かなわないよ。こんなによく気がついて安全面に配はい慮りよしてくれるボディーガードを邪じや魔まにするなんて、あの男は何考えてるんだか。しかもこの間はシンディまで巻き込んで……レオンにはボディーガードよりも常識を叩き込んでくれる家庭教師が必要だと思うね。顔だけで渡わたっていけるほど甘い世界じゃないんだから」

　その辛しん辣らつな台詞せりふに一いつ瞬しゆん驚おどろき、ああ、そうだった、と一樹は胸中で頷うなずいた。ロケでキャストやクルーに拍はく手しゆで迎むかえられたレオンの姿や、監かん督とくや警官に頭を下げている姿が印象深くて忘れていたが、レオンの悪い噂うわさは業界中に蔓まん延えんしているのだ。噂はあくまで噂に過ぎず、レオンの本当の姿ではないと一樹は思っているが、そうは思わない人間の方が圧あつ倒とう的に多いのだった。

「ありがとう、エリオット。レオンが何を考えてるのかは、俺にもわからないよ。でも彼は顔だけの俳優なんかじゃないと思う」

　庇かばうわけではないけれど、謂いわれのない非難を聞き流すこともできなくて一樹は控えめに反論した。エリオットは少し驚いたようだったが、不ふ機き嫌げんになるでもなく「苦く労ろう性しようだね」と一言告げると再び脚立を担ぎ上げた。

「さて、どうする？　僕はそろそろ行くけど、見てく？」

「いや、俺は衣装を届けにくるアシスタントを待ってるから」

「そう。それじゃ、また」

　手を上げる代わりにエリオットは軽く首を傾かたむけて、セットの中へ入っていった。何となくそちらに目を向けていると、僅わずかな傷を塗り直しているとは思えないほど丁てい寧ねいに作業をしているエリオットの姿が、ガラス張りなのでよく見えた。

　──そっか。このオープンセットはシンディがよく使うって言ってたもんな。

　その一いつ生しよう懸けん命めいな様子に一樹は目元を和やわらげた。エリオットはシンディのファンなのだろう。彼女の名前を口にするとき、エリオットの眼まな差ざしはいつも、とても優しくなるのだ。

「あ、レオンのお人形じゃん。こんなところで何してるんだ？」

　エリオットの様子を微笑ほほえましく思っていると、偶ぐう然ぜん通りかかった脇わき役やくのキャスト達がからかい混じりに声を掛けてきた。レオンを嫌きらっている男達だ。彼らは一樹やアレックスのことも不快に思っているらしく、顔を合わせれば嫌いや味みを言ってくる。ボディーガードと知った上での人形呼ばわりは腹立たしいが、相手にするのも馬ば鹿か馬鹿しいので一樹は無視することにした。

「おまえのご主人様、シンディといい雰ふん囲い気きだったぜ。傍にいないと取られちまうぞ」

「ルックスとコネがあれば主役も美人女優も思いのままかよ。いいご身分だよなーホント」

　言葉と視線で嬲なぶりながら取り囲んでくる男達を、一樹は鋭するどく睨にらんだ。だが、彼らは自分達に比べて細身で小こ柄がらな一樹を侮あなどり、面おも白しろがって輪を狭せばめてくる。

「おまえ知ってた？　あいつらアクターズ・スクール時代、付き合ってたんだぜ」

　だから何だというのか。挑ちよう発はつ的に顔を覗のぞき込んでくる男から一樹はすっと目を逸そらした。

「え、マジで？　じゃあ縒より戻もどすんじゃねえ？　てか、もう戻ってそうじゃねえ？　あの二人」

「なら、捨てられそうなお人形さんは俺らが拾って遊んでやるか」

「お断りだ。そもそも俺は人形じゃない」

　一樹は彼らの戯たわ言ごとを短い言葉で切り捨てた。胸にざらりと嫌な感覚が広がったが、それはきっと彼らが不ふ愉ゆ快かいだからだ。一樹は肩かたを抱だいてくる馴なれ馴れしい腕うでから軽い身じろぎで逃のがれた。

「こんな華きや奢しやなナリして強がるなよ。ボディーガードなんて、どうせ名目だけなんだろ？」

　男が懲こりずに手を伸ばしてくる。顎あごを取られ、仰あお向むかされて間近から浴びせられた言葉に、その裏側の意図を読み取った一樹は僅かに眉まゆを顰ひそめた。

　──こいつら、人のことを何だと思ってるんだ。

　顎に触ふれる男の指に酷ひどい嫌けん悪お感が込み上げて、力任せに叩き落とす。

「このッ、何逃げてんだよ！」

　二度も簡単に逃げられてムキになったのか、今度は男が手首を摑つかみ上げてきた。

　気持ちが悪い。胸がむかむかする。こんな話には付き合いきれない、アシスタントはまだなのか──そう思って周囲に視線を巡めぐらせると、二つの人ひと影かげがこちらに近づいてくるのが見えた。

「おまえら、人のボディーガードに何をしてるんだ！」

　レオンは姿を現すなり、一樹の手首を摑んだ男の腕を捻ひねり上げて、突つき飛ばした。

「レオン、どうし──」

「いいから、おまえはこっちにこい」

　こんなに早く食事を終えるなんてどうしたのか、何かあったのか。そう問いかけようとしたが早々に遮さえぎられ、周囲を鋭い眼めで牽けん制せいするレオンのもとへと一樹は力任せに引き寄せられた。

「……あーあ、暴君のお出ましか」

「誰だれだよ、レオンはシンディと一いつ緒しよだから今なら人形で遊べるとか適当なこと言った奴やつ」

　一いつ瞬しゆんびくりとした男達が取り繕つくろうように悪態をつくのに、レオンの気配が険しさを増す。

「誰が人形だ、ふざけるな！　今度こいつに手を出したら腕の一、二本は確実に粉ふん砕さいしてやる」

　本当にやりかねない雰囲気に、男達は顔を引き攣つらせて押し黙だまると、こそこそと逃げ出していった。ほんの数秒それを冷ややかに見やったレオンは、一樹を身体からだごと自分の方へと振ふり向かせる。その眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。

「おまえ、あんな奴らに何をぼーっとされるがままになってるんだ。あんなべたべた触さわられて、少しは抵てい抗こうしろよ。無防備にも程ほどがあるだろ」

　一方的に詰なじられ、ぴくりと眉が反応しそうになるのを一樹は何とか押さえつけた。

「別に俺はぼーっとなんかしてない。衣装が届くのを待ってただけだ」

「あいつらに絡からまれてたじゃないか」

「大したことじゃないだろ、あのくらい。下手へたに逆らって騒さわぎにするわけにもいかないし」

　レオンはシンディといい雰囲気だったらしいのに、なぜ自分はあんな奴らに絡まれた挙げ句、それを責められなければならないのか。胸の中がもやもやする。それが嫌で一樹はレオンから顔を背そむけると、アレックスに尋たずねた。

「それより何かあったのか？　こんなに早く食事を終えて、わざわざここまでくるなんて」

　いや、とアレックスが軽く首を振った。

「ボディーガードは付き人じゃねえから便利に使う気はない。ってことらしいぜ、一応」

「何だよそれ。どういうことだ？」

　一応、を強調したアレックスの意図がわからず、一樹は再度問い質ただした。だがアレックスは肩を竦すくめてレオンをちらりと見やるだけだ。仕方なくレオンに目を戻せば、彼は彼で嚙かみ付きそうな目をしてアレックスを睨んでいる。何なんだ、と一樹が思わず眉根を寄せると、やがてレオンが不機嫌な顔のまま肩で息をついた。

「衣装の受け取りなんかボディーガードの職分じゃないだろ。おまえはうろちょろしないで自分の仕事をしていればいいんだ。俺も自分の衣装くらい自分で受け取る」

　どうやら自分は自立心の強いレオンの職業意識を刺し激げきしてしまったらしい。だが一樹にも理由があってのことで、ただ付き人の真似まね事をしたわけではなかった。

「便利に使われているつもりはないよ。口に入れるものと肌はだにつけるものは特に注意するべきだし、何か細工がされていないかその場で確かく認にんするために衣装を受け取りにきただけだ」

　君がメイクする前に化け粧しよう品をすべて俺の手につけて安全を確かめているのと同じだ。そう説明すると、レオンが妙みように嫌な顔をして何か言おうと口を開きかけた。だが、

「遅おくれてすみません！」

　レオンが言葉を発する前に衣装を抱かかえたアシスタントの女性がこちらへ走ってきた。

「変へん更こう部分に今朝やっとオーケーが出て、きちんと仕上げて袋ふくろに仕し舞まって目印つけておいたんですけど、何か他ほかのに紛まぎれ込んでどっかいっちゃってて」

　探してたら遅おそくなっちゃいました、と悪びれもせずに言いながら、ライオンのシールの張られた紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。レオンに目で確認すると、渋しぶ々しぶといった様子ながらオーケーが出たので一樹はそれを受け取った。念のため、その場で紙袋の中身を確認し──

「これはずっと衣装部の方に？」

　声が張り詰つめるのが自分でもわかった。異変を察知してアレックスが紙袋から衣装を取り出す。それを広げた途と端たん、アシスタントの顔色が変わった。

　今朝仕上がったというレオンの衣装が、ずたずたに切り裂さかれていたのだ。

「え、ええっ!?　噓うそ、なんで……!?」

　思わぬ事態に見る間に彼女は青あお褪ざめた。

「そんな、誰がこんなこと……っ、これ今日使うって、みんな、みんな知ってるのに……！」

「落ち着け」

　騒ぎを聞きつけて周囲に人が集まってくる中、まさにその言葉をかけようとしていた一樹はレオンに機先を制された。びくっとアシスタントが身を竦ませる。怒ど鳴なられると思ったのだろう。制作スタッフ間におけるレオンのイメージは、「容姿とコネで得た地位を笠かさにきて威い張ばり散らす傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男」なのだ。

　勝手に誤解され、日ひ頃ごろから一方的に白い目で見られているにもかかわらず、レオンは彼女の失態を責めることなく落ち着いた声こわ音ねで語りかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。予備の衣装があっただろ。それを持ってきてくれ」

「よ、び……？」

「そっちはまだ仕上がってないのか？　今からやって十四時までに間に合うか？」

　アシスタントは唇くちびるを戦慄わななかせ、返事どころかレオンの言葉の意味さえ理解できていない様子だ。一樹は彼女の背中をそっと叩たたいて落ち着かせ、レオンの言葉を改めて伝えた。

「予備の衣装の仕上げは済んでる？　それを十四時までに用意してくれれば撮さつ影えいに間に合うんだ」

「……そ、そっか、予備、予備ね。まだ仕上がってないけど、あと少しなの。今は十二時半だから、十四時までにはできるわ。大丈夫」

「なら頼たのむ。待ってるから頑がん張ばってくれ」

　目を合わせて告げたレオンに彼女は一瞬きょとんとし、それからぱあっと顔を赤らめた。

　その後、物もの凄すごい勢いで引き返していった彼女が十三時半に改めて届けてくれた衣装を身につけ、レオンは撮影場に立った。事件を聞きつけたキャストらが動どう揺ようと不安に浮うき足立つ中、

「問題ありません。いつでもいけます」

　様子を窺うかがう監かん督とくに力強く頷うなずき、動揺など微み塵じんも見せずにレオンは完かん璧ぺきな演技を見せた。
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　レオンの衣装が切り裂かれてから二週間が経たった。

　キャストやスタッフの間に走った動揺も今ではすっかり落ち着いて、撮影はスケジュール通りに進んでいた。今日はこれから、ステージNo.23でアクションシーンの撮影がある。すべては滞とどこおりなく順調で、何の問題もなかった。──しかし、

　──嫌いやな感じがする。

　一樹はサウンド・ステージ脇わきに停とまっている、レオンのトレーラーのドアの前に立っていた。

　五月に入って日中はサングラスが手放せないほど陽ひ射ざしが強くなり、足元には黒々とした濃こい影かげが落ちた。光が強ければ影も濃くなるのは当然のことだが、その影にさえ奇き妙みように危機感を煽あおられる。衣装を替かえているレオンを待つ間、一樹の神経は引き絞しぼられた弦つるのようにキリキリと張り詰める一方だった。

「待たせたな。行くぞ」

　トレーラーからレオンが姿を現した。白いシャツ以外はパンツにブーツ、コートなどすべて黒い革かわ製せいの衣装だ。見た目は暑苦しいが、輝かがやくようなブロンドがモノトーンの衣装によく映はえる。標的にするには打って付けだ、などという物ぶつ騒そうな考えが一樹の頭の隅すみを過よぎった。

　一樹はレオンにぴたりと張りつき、周囲に目を配りながら撮影場へ向かう彼の後に続く。

「あいつはどうした？」

「アレックスは小道具の確認中だ」

　これから撮影するのは銃じゆう撃げき戦せんのシーンである。使用する銃は撮影用のものだが、何らかの細工や不備がないかを調べているはずだ。

「それから今日の撮影クルーや関係者のチェックもだ。予定外の人物や不ふ審しんな人間が紛れ込んでいないか、注意してる」

　クルーなどのスタッフや関係者リストは一樹の頭にも入っているので、レオンの傍そばを誰かが通るたびにその顔をチェックし、選別していた。

「おまえら、ちょっと大おお袈げ裟さじゃないか？」

「そんなことはない。本当ならセットや撮影機材のチェックもしたいくらいだ」

　だが一樹とアレックスは警察やＳＰではなく、民間のボディーガードである。制作サイドの全面協力がない限り、そこまでするのは不可能だ。そして制作サイドには以前、協力を申し入れたが断られていた。もしレオンのボディーガードにそれを許せば、すべてのキャストのボディーガードにも同じことを許可しなければならず、そうなれば安全確認のために撮影がストップしてしまう恐おそれがあるからだ。

　そのため一樹とアレックスは慎しん重ちようにならざるを得なかった。二週間前の一件から一樹だけでなくアレックスの意識も切り替わり、警けい戒かい態勢を強化している。しかし肝かん心じんのレオンはどうしてそこまで、と半ば呆あきれているようだ。

「衣装を切り裂かれたくらいで、そんなにピリピリするなよ。嫌がらせとしては靴くつに画が鋲びようレベルだぞ。昔ながらの定番だろ。そんなに警戒するほどのことか？」

「低レベルでも、脅きよう迫はく状のメッセージ通りに撮影の邪じや魔まをされかけたことは確かだ。それに、まだ誰だれの仕し業わざかもわかっていないんだから気は抜ぬけない」

　関係者の間では、あの一件はおそらく外部の人間の仕業だということで話が落ち着いていた。

　ハノーバー・ピクチャーズ・スタジオでは毎週火曜日に、観光客や映画ファンなど一いつ般ぱんの人々を対象としたスタジオ・ツアーを行っている。スタジオ内では有名なスターや監督が映画やテレビの撮影をしているため、外部の人間が出入りするときは身元や所持品、入場や退場の時刻などを厳重にチェックされ、ツアー参加者は実際に撮影が行われている場所には立ち入り禁止とされている。だが時々、目当てのスターに会うためにこっそりスタジオ内に入り込む不届きな輩やからが出しゆつ没ぼつすることがあり、そのためレオンの衣装の件は、ツアー参加者としてスタジオに紛れ込んだ外部の人間の悪戯いたずらだと考えられていた。

　もちろん、レオンを妬ねたんだ売れない俳優の嫌がらせでは、と考えない者はいなかったが、関係者の中に犯人がいるだなんて誰も思いたくはない。それに予備の衣装のおかげで大事にならず、被ひ害がい者しやのレオンが動揺もせずに見事な演技を見せることで浮き足立った周囲を引っ張り、撮影が滞りなく進んだので、関係者の間では犯人探しよりもむしろレオンを見直したという噂うわさ話ばなしで持ちきりになっていた。そのためこの一件は、スタジオ内のセキュリティを見直すきっかけにはなったものの、それ以上問題にされなかったのだ。

　けれど一樹はそこまで楽観的にはなれなかった。アレックスも同じである。

　たとえ単なる悪戯や、フォローのきく範はん囲い内での嫌がらせだったとしても、予告された通りのことが実際に起きた。それは無視できない重要なことだ。だが当事者のレオンは、こんなことはこの業界ではよくあることだとまるで気にする様子がなかった。

「どうせ悪戯なんだ。しかも犯人が外部の人間だったなら、セキュリティも厳しくなったし、もうこれ以上は何もできないだろ」

　脅迫状や衣装を切り裂かれたくらいでいちいち凹へこんでいてはハリウッド・スターは務まらないのかもしれないが、だからといって神経が太いのも考えものだと一樹はレオンを窘たしなめる。

「それはまだわからない。犯人が外部の人間だとは決まってないし、悪戯だとも限らないんだ」

「じゃあ、俺の衣装を切り裂いた奴やつは内部の人間──つまり、この映画の関係者で、そいつが脅迫状の送り主だとでも言うつもりか？」

　考えすぎだ、とレオンが一いつ笑しように付した。だが、一樹は真しん剣けんだ。

「考えすぎるくらいでちょうどいいんだ。その可能性だって否定できないんだから」

「衣装の件はともかく、脅迫状は悪戯に決まってるだろ。で、どうして脅迫者が内部の人間かもしれないなんてことを思いついたんだ？」

「脅迫状に、『スタジオに忍しのび込んで撮影の邪魔をしてやる』って書いてあったから」

　一樹は小声で話しながら、周囲のスタッフの目の動きに注意した。相手を見ずに襲おそいかかる人間はいないからだ。

「映画の撮影の邪魔をする。それを伝えるだけなら、わざわざ『スタジオに忍び込んで』なんて書く必要はない。撮影スタジオはただでさえ人の出入りに厳しいのに、そんなことを書いたらもっと警戒されることくらいファンならわかっているはずだ」

　それをあえて書いたのは、脅迫状の送り主はスタジオには簡単に入れない、つまり外部の人間であるとこちらに思わせたいからだ。

「でも今は、君はそんなこと気にしなくていい。何も心配しないで演技に集中してくれ。君のことは俺達が必ず守るから」

「……そう言われると、逆に心配になるな」

　心配？　と心外な一言に一樹は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「俺達が信用できない、って言ってるのか？」

　急にレオンが立ち止まったかと思うと、ぱち、と一樹の眉間に軽い痛みが走った。デコピンをされたのだ。まさかそんなことをされるとは思わず、驚おどろいてきょとんとしていると、

「怪け我がなんかさせたくないんだよ」

　思いがけない言葉を投げられ、瞼まぶたがぴくりと震ふるえた。何を言われたのか、とっさに意味を摑つかめずに一樹がレオンを見上げると、さっきまで笑っていたはずのレオンはいつの間にか真顔になっている。その真剣な眼まな差ざしを受け止めきれず、一樹はぎこちなく視線を外した。

「……リハーサル、遅おくれるぞ」

　ぼそりと告げると、こめかみの辺りにレオンが苦笑する気配が伝わってくる。

「遅ち刻こくはまずいな。急ぐぞ」

　一樹はかすかに騒さわぐ胸を落ち着かせ、再び歩き出したレオンをガードしながら付き従った。
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　──……首の後ろがちりちりする。

　ステージNo.23ではリハーサルを終え、既すでに本番が始まっていた。

　一流ホテルのロビーのような豪ごう奢しやで広々としたセットの中で、レオンと数人の悪役達が銃撃戦を繰くり広げている。どういう仕し掛かけなのか、次々と窓やガラス製の調度品が割れて水みず飛沫しぶきのように破は片へんを散らし、太い柱が見る見るうちに砕くだけてあっという間に瓦が礫れきの山を作っていく。

　レオンの演じる主人公は、遺伝子操作で戦せん闘とう能力と身体能力を特化されているという設定だ。激しい銃撃戦のさなかにも中国武術のような派手な動きや、ワイヤーアクションさながらの難易度の高いアクロバットを要求される。演技をしながら要求に応こたえるレオンの動きは素す晴ばらしく、こんなときでなければ一気に引き込まれ、呼吸も忘れて見入っていたに違ちがいない。それほど華か麗れいなアクションだ。

「……どうも背筋がざわつくな」

　細かくシーンを区切りながら進む撮さつ影えいの合間にアレックスが呟つぶやき、一樹も小さく顎あごを引く。集中力が高まり神経がピンと張り詰つめているときは、些さ細さいなものでも悪意や敵意、危険の気配がちくちくと刺ささってくるように思えるのだ。

　一樹の不安をよそに、途と中ちゆうで何度か休きゆう憩けいを挟はさみながら撮影は順調に進み、残すところワンシーンのみとなった。

　──何もないに越こしたことはないけど……。

　おかしいな、と一樹は周囲を見回した。なぜだろう、こんなに神経がぴりぴりするのに小道具に不備はなく、予定外の人物も見当たらない。それなら自分は何に対して反応しているのか。

　レオン演じる主人公と、犯罪組織の幹部とが対決するシーンの撮影が始まった。

　硬こう質しつな無表情を保ったレオンが最高級のナイフのように鋭するどい動きで身を翻ひるがえすと、彼の後ろにあったテーブルがマシンガンの銃じゆう弾だんを浴び、蜂はちの巣すとなって砕け散る。レオンがコートの裾すそを翻すたびに、水すい槽そうやドア、窓が粉々になった。

　破は壊かい音が高い天てん井じように反はん響きようする。そんな中、急に空気の振しん動どうを感じて、はっと一樹はそちらを見やり──マナーモードに設定されたアレックスの携けい帯たいに着信が入っただけだと気づいた。アレックスと目を見み交かわし、二人して小さく息をつく。

「ハワードだ。悪い、すぐ戻もどる」

　毎晩報告を入れているのだが、レオンが心配なのだろう、ハワードは時折こうして様子見の電話を入れてくる。それを無視するわけにもいかず、外へ出て行くアレックスに大だい丈じよう夫ぶだと頷うなずいて、一樹がレオンに目を戻した、そのとき──

　みしり、と、どこかで音がした。

「……ッ！」

　ざあっと神経が逆立ち、瞬しゆん間かん、一樹は呼吸を止める。

　──何。どこだ。

　耳だけでなく全神経をアンテナにしてその音源を探す。激しいアクションの物音に紛まぎれて、ギギ、パシン…ッ、と微かすかな金属音がする。どこから、と周囲を見回した一樹は、その音が高いところから降ってくるのに気がついた。

　──上……？　まさかシャンデリアか!?

　はっとして見上げれば、高い天井から吊つり下げられたシャンデリアが小刻みに揺ゆれている。直径三メートルはあろうかという巨きよ大だいなものだ。それを吊り下げている鎖くさりが傷いたんでいるのか、本体の重量に耐たえかねて今まさに弾はじけ飛ぼうとしている。その下にいるのは──

「レオン……！」

　叫さけんだ瞬間、がくん、とシャンデリアが傾かたむき、その衝しよう撃げきに耐え切れず鎖が千切れた。

　一瞬の制止の後、虹にじ色いろのきらめきを放ちながらシャンデリアが落下する。撮影クルーにそれを告げる暇ひまはない。弾かれたように一樹は駆かけ出し、ちょうどシャンデリアの真下にいたレオンに身体ごとぶつかり、突つき飛ばした。

「なっ、イツキ!?」

　冷たい雨音の幻げん聴ちようが耳を満たす。その向こうから驚きよう愕がくしたレオンの声が届いた。

　──もう誰だれも失いたくない……！

　一樹は必死に腕うでを広げ、自分よりも一回り以上体格のいいレオンに覆おおい被かぶさった。床ゆかに叩たたき付けられる衝撃からもシャンデリアからも守り切るため、レオンの頭をしっかりと胸に抱かかえ込む。倒たおれ込んだ身体が勢いよく床を滑すべり、円形の影かげの下から逃のがれ出た直後、加速度をつけて落下したシャンデリアが建物全体を揺るがすような轟ごう音おんを響ひびかせた。

「……っ！」

　激しい振動が全身に伝わる。飛び散ったクリスタルの破片が一樹の上に降り注ぐ。だが、痛みなど感じなかった。腕の中のレオンさえ無事なら、後のことはどうでもいい。

　振動が収まり破片の雨も止やんで、危険はないと判断すると一樹は急いで身を起こした。

「レオン、怪我は!?」

「……」

　レオンは無言だったが、目に見えて大きな怪我や傷がないことに一樹は安あん堵どの息をついた。危なげなく半身を起こし、片かた膝ひざを立てたところを見ると骨折もしていないようだ。

「無事なようだな。よかった……」

「……よかった？　何がいいんだ。どこも、何もよくないだろ」

　レオンが呻うめくように呟いた。俯うつむいているので表情はわからないが、その声は低く、何かを堪こらえるように掠かすれている。まさか、どこかに怪我をしたのかと一樹は焦あせって身を寄せた。

「大丈夫か、どこが痛い？　頭を打ったのか？　それとも背中か？　肋ろつ骨こつの可能性も──」

「ふざけるな、それは俺の台詞せりふだ！」

　怒ど鳴なってレオンが顔を上げる。乱れたブロンドの下から覗のぞく暗緑色の瞳ひとみは、どういうわけか激しい怒いかりに燃えていた。

「レオン…？」

「いきなり飛び出してきたと思ったら全身で盾たてになりやがって……！　おまえ今、自分を守る気全然なかっただろ！」

　何考えてるんだ、と激げつ昂こうしたレオンに怒鳴りつけられ、一樹は瞬間ぽかんとした。

「何って、何かを考えてる暇はなかったけど……でも、それのどこが悪いんだ？　クライアントの盾になるのがボディーガードの仕事だろ」

「馬ば鹿かかおまえは！　クライアントは当然守る、自分の身の安全も守る。それでこそプロだろうが！　……ったく、どいつもこいつも勝手なことばかりしやがって……ッ。ほら手ェ出せ！」

　クリスタルの欠片かけらが辺り一面に散らばり、埃ほこりがもうもうと舞まい上がる中、苛いら々いらと髪かみを搔かきやって先に立ち上がったレオンが手を差し伸のべてくる。あまりの剣けん幕まくに呆あつ気けに取られ、一樹が呆ぼう然ぜんとその手を見ていると、舌打ちをしたレオンに両の二の腕を摑つかまれて強ごう引いんに助け起こされた。

「怪け我がはないか？　どこか痛いところは？」

「いや、ない。ありがとう。でも、それは君が心配するようなことじゃない」

　なんだと、とレオンの額に青筋が浮うかぶ。何に対してそんなに怒っているのか理解できず、一樹が困こん惑わくの面おも持もちでレオンを見返していると、

「とりあえず、それだけ喋しやべれりゃ十分元気なんじゃねえの」

　嚙かみ合わない二人の空気にアレックスの皮肉な、しかし安堵の滲にじむ声が割って入った。それを合図に凍こおりついていた監かん督とくやプロデューサーをはじめ、ありとあらゆる関係者達がはっと我に返ったようだ。

「だ、大丈夫ですか!?　怪我は!?」

「誰か病院へ連れん絡らくしろ！　車回してこい！」

「なんでシャンデリアが落ちてくるんだ。責任者は誰だ!?」

　思わぬ事故に静まり返っていた現場が一気に騒そう然ぜんとなった。
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「……はい、怪我はありません。……原因は現在調査中です。わかり次し第だいご報告を──」

　ペントハウスのリビングで、一樹は事故発生時の状じよう況きようやレオンの無事をハワードやエージェントなど各方面へ報告していた。アレックスは先ほど連絡を受けて、シャンデリアの落下原因の調査に立ち会うために再び撮影スタジオへ出かけたところだ。

　一樹が客間のシャワーで手早く埃だらけの身体からだを洗い流し、着き替がえてリビングへ戻ったときには既すでにアレックスはペントハウスを出る態勢を整えていた。

「俺が行こうか？」

　最初にシャンデリアの異変に気づいたのは一樹だった。だからそうするべきだと思ったのだが、アレックスに断られた。

「あんな事故のあった後だ、おまえは少し休んでろ。つっても、奴やつのガードで休む暇もないだろうが、いつ終わるかわからねえ調査に立ち会うよりはマシだ。何かあったら連絡しろよ」

　悪い癖くせ出すんじゃねえぞ、とよくわからない念押しをしてアレックスはペントハウスを出て行った。そして一樹は不測の事態に備えつつ、各方面へ報告の電話を入れているのである。

『そうか。ランバート氏が怪我もなく無事だったのは本当によかった。それで一樹、君は大丈夫なのか？』

「え？　……あ、はい。俺は怪我は何も。大丈夫です」

『無事ならいいが、十分気をつけるんだぞ。クライアントを守るのはボディーガードの務めだ。だが、どんなふうに守るのか。それをよく考えて行動しなさい。いいね？』

「はい。十分に気をつけます。では、また連絡します」

　そう締しめ括くくり、一樹は電話を切った。最後の報告先はイージス・セキュリティ・サービスで、相手は社長のクラインである。彼は育ての親でもあるだけに、レオンだけでなく自分のことまで気き遣づかってくれているようで、嬉うれしいような申し訳ないような複雑な気分だ。

「社長に迷めい惑わくをかけないように頑がん張ばらなきゃな」

　携けい帯たい電でん話わをポケットに放り込み、一樹はきゅっと口元を引き締める。

　あの後、大おお騒さわぎで病院へ担かつぎ込まれたレオンの「そいつも連れてこい」の一言で、一樹はレオンと同じ診しん察さつと検査を受けさせられる羽目になった。「異状なし」と一樹が医師のお墨すみ付つきをもらうまでレオンの眉み間けんの縦たて皺じわが消えることはなく、一樹とアレックスはその後も一言も口を利きかない彼をガードしてペントハウスへ戻ってきたのだった。

　当然のことながら今日の撮さつ影えいは中止となった。

　シャンデリアの落下が事故か故意かは、まだわからない。だが一樹もレオンも怪我一つなく、他ほかのキャストやスタッフにも負傷者が出なかったことは幸いだった。

「事故にしてはタイミングが良過ぎる。けどレオンを狙ねらったとしたら、誰が……？」

　リビング全体を見み渡わたせて、玄げん関かんへ通じるドアと窓の外を同時に警けい戒かいできる定位置に立ち、一樹はステージNo.23のセットの制作に関かかわった者達のリストに目を通した。エリオットなど顔見知りの名前が幾いくつかあったが、いずれも仕事熱心な人物だと評価の高い者ばかりだ。

　──この映画の制作スタッフは、みんな細かいところまで目の届く人ばかりだしな。

　なにしろ巨きよ大だいな植物園のセットの中で、たった三センチ四方の塗と装そうの剝はく落らくを見み逃のがさないような人々だ。だが、それほど目め敏ざとい人々が、なぜシャンデリアの鎖くさりが切れかけていたことに気づかなかったのだろう？

　単なるミスか、それともわざと見逃したのか。この件は脅きよう迫はく状と関係があるのか、ないのか。

　考える材料が少なすぎ、答えの出ないまま夕ゆう闇やみが迫せまってくる。

「そういえばレオンが怒ってる理由もよくわからないままだっけ……」

　確かにレオンに言われた通り、自分を守ろうという意識は特になかったかもしれない。だが、あのときは夢中でレオンのことしか考えられなかったから、それは仕方のないことだ。

　──でも気遣ってくれたことは確かだ。取引でも、身代わりでもなしに。

　他の誰でもなく、一樹自身をレオンは心配してくれた。そんなクライアントは初めてだ、と一樹は彼の面おも影かげを思い浮かべ、ふと胸の中にふわりと仄ほのかな熱が灯ともっていることに気づいた。これは何だろう、と一樹は首を傾かしげる。そんなものを抱え込んだ覚えはないのだが。

　一樹にも大切なものは幾つかあった。十歳で両親を失った一樹を引き取り、育ててくれたクラインがそうだ。ボディーガードという仕事もそうだ。そして会社そのものもアレックスを始めとする同どう僚りよう達も大事で、絶対に失えない存在だ。けれど胸に灯ったこの熱は、大切なものを思うときに胸に広がる温かな思いとは少し違ちがうもののような気がする。

「そんなことより、明日レオンと仕事するキャストとスタッフを頭に入れておかないと」

　埒らちもない物思いに耽ふけっている場合ではなかった。仕事に無関係な思考を止め、集中して資料を捲めくる。と、東側の廊ろう下かから足音が聞こえてドアが開き、レオンの瞳と目が合った。

「……？」

　リビングに姿を現したレオンは後ろ手にドアを閉めると、一樹をじっと見み据すえた。そのまま十秒、二十秒と時間が過ぎる。一樹の手に無意識に力が入り、クシャ、と資料が音を立てた。

「……何。何かあったのか？」

　四十秒を数えた頃ころ、無言の圧力に耐たえかねて一樹が問いかけた。が、やはりレオンは何も言わない。その代わりに足を動かして、美しい木目と流線型のシルエットが優美なテーブルやサイドボード、ソファセットにオーディオ機器などの調度品が揃そろった広いリビングを抜ぬけ、その奥のダイニングを越こえるとカウンターを回り込んでキッチンへと入っていった。

　──何だったんだ、今のは。

　わけのわからない緊きん張ちよう感かんから解放されて、一樹は震ふるえるような息をついた。それから軽く頭かぶりを振ふると、ペントハウスの外と中、手元の資料の三つに意識を振り分わける。

　夕闇に包まれ始めた窓の外は穏おだやかで、ぽつぽつと明かりが灯り始めた。ペントハウスに侵しん入にゆう者の気配はなく、キッチンで何やら器用に包丁やフライパンを操あやつっているレオンの様子にも変化はない。ジュウジュウと何かが焼ける音が遠いキッチンから静かなリビングに届いてきたが、危険なものではなかったので、一樹は辺りを警戒しつつ情報を頭に叩たたき込んでいった。

　──よし。全部覚えた。

　資料から目を上げ窓の外を見ると、辺りはすっかり暗くなり見事な夜景が広がっていた。窓を彩る星ほし屑くずのような光の中に、キッチンから出てきたレオンの姿が映り込む。

「駄だ目めだレオン、こっちにはくるな」

　彼がこちらに近づいてくる気だと察した一樹はレオンに駆かけ寄り、その身体を押し戻もどした。窓の外や玄関の方向を一度に警戒できる位置は、そのどちらからも狙われやすい場所なのだ。

「なら、おまえがこっちにこい」

　そんな一樹の危機感など意に介かいさず、レオンが腕うでを摑んでくる。有う無むを言わせず引っぱられ、一樹は思わず抗あらがった。

「何するんだ、俺は仕事中だぞ。それとも何かあったのか？　だったら先に説明を──」

「晩飯だ」

　思わぬ単語に遮さえぎられ「……は？」と一樹は間の抜けた声を上げた。

「え？　何、晩飯…って？」

「晩飯は晩飯だろ。他にどんな意味があるんだよ？」

　問答無用で引きずられていった先はダイニングで、十人は楽に座れそうなテーブルの上に本当に二人分の食事が用意されていた。温かいスープに新しん鮮せんな野菜のサラダ、パンの盛られた籠かご。ソースで美しく飾かざられたメインの皿にはスライスして揚あげ焼きにしたポテトがクローバーの形に盛り付けられて、その上に牛ヒレ肉のソテーが載のっている。

　──これ、レオンが作ったのか？　この短時間で？

　信じられない。一樹は驚きよう愕がくに目を瞠みはる。休日に買い出しに出かけていたとはいえ、食事は大たい抵ていスタジオのケータリングで済ませていたから、レオンに料理ができるなんて思いもしなかった。予想外の事態に固まっていると、レオンに肩かたを押され一樹は強ごう引いんに椅い子すに座らされる。

「食えよ」

「でも俺は仕事中で」

「俺の警護ならメシ食いながらでもできるだろ」

「いや、でも」

　ボディーガードがクライアントと同じテーブルで食事をするなんてあり得ない。それに今いま頃ごろアレックスは事故原因の調査に立ち会っているのだ。

「……別にいいぜ。いらないなら捨てるから」

　困こん惑わくする一樹を横目に見て、レオンがメインの皿を摑つかみ取った。二枚分だ。一樹の分だけでなくレオンの分まで捨てる気だと察して、一樹は慌あわてて引き止めた。

「ちょ、待てよ！」

「何だよ。いらないんだろ？」

「だからって君の分まで捨てることないだろ。せっかく作ったのに勿もつ体たいないじゃないか」

「おまえに食わせるために作ったんだ。いらないって言うなら取っておいても仕方ないだろ」

　どっちみちゴミ箱行きだ。冷ややかにレオンはそう言った。これは本気だ。そして一樹のために作ってくれたというのなら、この料理にはおそらくレオンの何らかの気持ちが込められているのだろう。それを無む駄だにしていいものか、と一樹はレオンの腕を摑んだまましばし悩なやみ、

「それじゃ、その、せっかくだから……有り難がたく、いただく」

　折れる形で頷うなずくと、即そく座ざにテーブルに皿が戻った。

「どうせアルコールは駄目なんだろ？」

　そう言ってレオンが一樹のグラスにミネラルウォーターを注ついだ。それに頷き、正面に座ったレオンに促うながされてカトラリーを手にする。一口大に切り分けたヒレ肉をおずおずと口に運び、柔やわらかい肉を嚙かみ締めると、スパイシーな味と香かおりが口いっぱいに広がった。

「えっ、美味おいしい……!?」

「なんで驚おどろくんだよ、失礼な奴やつだな」

「いや、だって予想外だったからびっくりして」

　ヒレ肉のソテーだけでなく表面がカリカリして中はほっこりとしたポテトも、金色に透すき通ったコンソメスープも、生野菜にオニオンチップを散らしてドレッシングをかけたサラダも、全部美味しい。世界的な人気を誇ほこるハリウッド・スターが料理もプロ並みだなんて、いったい誰が思うだろうか。一樹は驚いて、苦く笑しようを浮うかべるレオンの顔と料理の皿とを見比べた。

「料理、上手うまいんだな」

「一人暮らしだからな。その前から家事は俺の担当だった。うちは母子家庭だったから」

　あ、と一樹は唇くちびるを嚙んだ。それは身上調書に書かれていたことで、レオンにとっては触ふれられたくない話だったかもしれない。一樹はレオンをちらりと窺うかがい、気まずい思いで目を伏ふせた。

「──今日は助かった」

　しばしの沈ちん黙もくの後、脈みやく絡らくもなく告げられた言葉に一樹は伏せていた瞼まぶたを上げた。

「何が…？」

「シャンデリア。あれが落ちるなんて思わなかったし、実際少しも気づかなかった。イツキ以外は誰も気づかなかったんだろうな。おまえが飛び込んでこなかったら、俺は間ま違ちがいなくシャンデリアの下した敷じきになっていた。だから」

　目を丸くしている一樹から僅わずかに目を逸そらし、少し照れくさそうにレオンは続けた。

「サンキュ。あと、悪かったな。今まで散々邪じや魔まだのなんだの否定して」

「い、いや、そんなの別に気にしてないし……君が無事ならいいんだ、それで」

　つられて照れくさい気分になった一樹は、それを誤ご魔ま化かすように料理の攻こう略りやくに取り掛かかった。

　食事はレオンに作ってもらったので、後片付けは一樹が引き受けた。使った皿を食器洗せん浄じよう器に入れ、調理器具を片付けてテーブルを拭ふく程度のことだったが。

「コーヒー淹いれるけど、飲むか？」

「あ、ありがとう」

　自然に掛けられた言葉に、定位置に戻った一樹も自然に答える。そうしてしまってから一樹は、胸に灯ともった熱がじわりと範はん囲いを広げていることに気づいた。

　──何だろう、これ。

　ごく普ふ通つうの、取るに足りないやり取りに温められた胸が震える。そんな自分に驚きながら、一樹はコーヒーミルで豆を挽ひくレオンの姿を見やった。

「おまえ、いつも見てるよな。俺がコーヒー淹れるの」

「だって好きなんだ」

　ぴく、と挽いた粉をフィルターに移すレオンの指が強こわ張ばった。……ような気がしたが、流れるような手の動きが滞とどこおることはなかったから、きっと一樹の見み間ま違ちがいだろう。回し入れるように湯を注ぐ手つきもいつも通り無造作で、それでいてとても品がいい。

　──ああ、そうか。俺、コーヒーを淹れているレオンを見てるの、好きなんだ。

　言った後で実感した。だからこんなに胸がきゅっと締しめ付けられるような、変な気持ちになるのかもしれない。自分の感情の動きに納なつ得とくすると、一樹は以前から思っていたことをレオンに尋たずねてみた。

「コーヒー淹れるたびに豆を挽くなんて面めん倒どうじゃないのか？」

「好きだからな」

　今度は一樹の睫毛まつげがぴくりとした。なぜそんな反応をしたのか、我ながら謎なぞだ。

「好きなものに手間をかけるのも楽しみのうちだ」

「ふぅん、凄すごいな。俺はコーヒーなんて、店で頼たのむか自じ動どう販はん売ばい機きで買うものだと思ってた」

「それは自分じゃ淹れたことないってことか？　どういう生活してんだよ。そういえばおまえ、どこに住んでるんだ？」

　パサデナ、と一樹は答えた。普通のアパートの部屋に一人暮らしだ。ダウンタウンにあるイージス・セキュリティー・サービス本社まで、車で三十分ほどの距きよ離りである。

「レオンはどうしてロスフェリスに？　余計なお世話だと思うけど、もっとセキュリティのしっかりしたところへ引っ越こした方がいいんじゃないか？」

「マリブとかベルエアとか、ちょっと前ならビバリーヒルズ辺りか？」

　レオンはどこか皮肉な感じで頰ほおを歪ゆがめたが、ハリウッド・セレブと呼ばれる人々は大抵そういった高級住宅地に邸てい宅たくを構えている。ファンやパパラッチに追い回されるハリウッド・スターの自宅ともなれば、厳しいセキュリティで守られたコミュニティの奥の奥にあるというし、シンディもそういったコミュニティの中で暮らしているはずだ。

　しかしレオンはロスフェリスに住んでいる。この辺りの丘きゆう陵りよう地ちは高級住宅地だが、このマンションが建たっているのはモデルや俳優、アーティストを目指す人々の住む界かい隈わいだ。この辺りでは一番の高層建築で外から狙ねらわれる危険性は低いし、警備員が常じよう駐ちゆうしているセキュリティ完備の高級マンションではあるけれど、レオンの知名度や人気からすると心こころ許もとない環かん境きようだ。

「そんなセキュリティがガチガチの檻おりの中で生活するのは真っ平だ。ただでさえ俺は──俺とおふくろはずっと監かん視しされてきたし、ここに住むのはおふくろのささやかな夢だったからな」

　監視。見張り。それらはよくレオンが口にする言葉だ。彼は最初、一樹のことも見張り役だと思っていた。

　──考えていたより、レオンの生おい立ちはずっと複雑なのかもしれない。

　レオンが母子家庭で育ち、高校卒業と同時に母親を亡なくしていることは知っていた。だが身上調書には記き載さいされていない、何か酷ひどい理り不ふ尽じんな囲いの中で生きるしかなかった怒いかりのようなものを、一樹は時々レオンの中に感じることがある。たとえば、今のように。

「俺のおふくろは昔、ニュースキャスターになるのが夢だったんだ。その夢を潰つぶされて、それでも諦あきらめきれずに夢を引き摺ずりながらこの街に住んでた。テレビ局が近いからな」

　このマンションの建築が決定したのは、レオンが高校を卒業する直前だったという。その完成予定図を見たレオンの母が、もし人気のキャスターになっていたらこんなマンションの最上階に住めたかもしれないのに──そう、ぽつりと言ったのだと、レオンは呟つぶやくように語った。

「生きているうちに住まわせてやれなかったけど、そういう意味で俺にとってこの部屋は特別なんだ。気持ちに区切りがつけば引っ越すこともあるだろうが、今は他ほかに移る気はない」

　そうか、と静かに頷きながら一樹は後悔した。自分などが立ち入っていい話ではなかった。

　いい香りと湯気の立ち上るコーヒーカップをレオンが一樹に手て渡わたし、自分の分をテーブルに置く。輝き度どの絞しぼられた間接照明に淡あわく輝かがやくレオンの髪かみが、とても繊細なもののように見えた。

　──あの髪を勝手に切られるのは嫌いやだな。

　髪だけではない、顔も身体からだも何もかも、レオンが傷つけられるのは嫌だ。クライアントに対して一樹はいつもそう思うけれど、なぜだかレオンに対してはその思いが一ひと際きわ強い。

「……あんなことがあっても、役を降りる気はないんだろう？」

　だからだろうか、ついそんな言葉が口を衝ついて出た。レオンはコーヒーを飲みながら、急に飛んだ一樹の話に戸と惑まどうことなく頷いた。

「当然だ。今から降りるなんて言ってみろ。違い約やく金きんやら賠ばい償しよう金やら莫ばく大だいな額を請せい求きゆうされて全財産も信用もゼロ、それどころかマイナスだ。まあ役者としての信用の方は失うほどもあるのかどうか、わからないけどな」

　珍めずらしく自じ嘲ちようぎみに言うレオンを見つめ、一樹もカップに口をつけた。味の善し悪あしはよくわからないけれど、挽き立てのコーヒーは驚くほど香かおり豊かだ。

　それでも、と眼まな差ざしを強くしてレオンが先を続ける。

「だからこそ降りるわけにはいかない。俺は今回の役にこれからの自分を懸かけているからな」

　陰かげ口ぐちを叩たたかれてもどこ吹ふく風とばかりに平然としているように見えたが、彼も人間だ。ずっと悔くやしい思いをしてきたのだろう。役者としての自分の実力を試ためしたい。ルックスとコネで現在の地位を得て天てん狗ぐになっているなんて、いつまでも言わせてはおかない。そんな評価を覆くつがえし、俳優としての自分を世間に認めさせてやる──彼の表情にはそんな思いが強く表れている。

　──確かにそのためには今回の役は打って付けだ。

　レオンの演じる役は、法律で禁止された遺伝子操作で戦せん闘とう能力を特化され、ある犯罪組織の暗殺者として育てられた青年だ。青年は、ある日ヒロインと出会って初めて人間らしい感情を知り、無意識のうちに恋こい心ごころが芽生え始める。しかし遺伝子研究家のヒロインが、ひょんなことから組織の秘密を知ってしまい、青年に彼女の暗殺命令が下って──というストーリーだ。

　その物語の中でレオンが演じる青年は、幼い頃ころに薬物で喉のどを焼かれて声が出ないという設定になっている。つまりモノローグ以外ではレオンの台詞せりふは一つもない、ということだ。

　機械のような暗殺者に人間らしい感情が芽生えてゆく過程や、初めての恋に戸惑う様子、愛する人への暗殺を命じられる苦く悩のうや葛かつ藤とうなどのすべてを、表情や仕草、佇たたずまいなどで表現しなければならない。難役だ。だが、その分挑ちよう戦せんのしがいのある役で、成功すれば間ま違ちがいなくレオンの評価は覆るだろう。

「君ならできるよ」

　一樹はソファを回り込み、中央のテーブルへ近づいた。テーブルの角を挟はさんで、カーペットに直じかに座ったレオンの傍そばに膝ひざをつき、その強い眼差しを眩まぶしい思いで見つめる。

「レオンならあの役を誰だれよりも上手うまく演じられる。君にはその力があるんだから」

「よく言うな。気休めか？　おだてたってもう何も出ないぞ」

　レオンが薄うすく笑った。一樹の言葉を信じていない顔つきだ。

　けれど一樹はこの一ヶ月、どれほど叩かれ嫌いや味みを言われても捻ねじ曲がることなく自分を貫つらぬき、一心に演技に打ち込むレオンの姿を傍でずっと見てきた。レオンの悪い噂うわさを信じていたキャストの面々が少しずつその認にん識しきを改めてゆく様子もだ。ダウンタウンでのロケで見せた気き遣づかいや、衣装を切り裂さかれたときに誰も責めずに自分の役割を果たしたことが、どれだけ他のキャストやスタッフ達に強い影えい響きようを及およぼしたか、知らないのはきっとレオンだけだ。その実力と人ひと柄がらで、彼は確実に人々の心を摑つかんでいるのに、彼だけがそのことに気づかない。

　そして一樹は、もっと前からレオンの影響力がどれほどのものかを知っていた。

「気休めなんかじゃない。レオンは人を勇気づけることのできる俳優だって、知っている人はもうとっくに知っているんだ」

「勇気づける──？」

　何を馬ば鹿かなことを言っているんだ、そう言いたげにレオンが肩かたを竦すくめた。

「おまえの相棒が言ってただろ。俺はルックスとコネで仕事を取っている実力のないアイドル俳優だって。それが世間一いつ般ぱんの認識だ」

「俺はそうは思わないよ。君は今回の撮さつ影えいに入る前、役作りのために軍の訓練所に半年も入っていただろう？　どんなに疲つかれていても、毎日一時間のトレーニングを絶対に欠かさない。そんな努力を重ねている君がルックスとコネだけの俳優なわけないじゃないか。実際に演技を見ていると別人のように見えるし、君の映画に励はげまされた人間がいることも事実だ」

　一樹は、ある映画のタイトルを挙げた。レオンのデビュー作だ。戦場を舞ぶ台たいにした作品で、脇わき役やくのレオンの存在感が主役を食ってしまった感のある映画だった。

「あの中での君の台詞にこんなのがあった」

『大だい丈じよう夫ぶ、怖こわいものなんか何もないぜ。俺達は無敵だ。全員で生き残る。必ず、だ』

　それは敵てき陣じんに取り残された若い兵士たちが生き残りをかけた死し闘とうに臨のぞむ直前のシーンで、ぎりぎりまで追い詰つめられた仲間を力づけるために、不敵に笑ってレオンが言った台詞だ。

「以前担当したクライアントが、そのシーンだけ何度も繰くり返し見ていたんだ。この台詞を聞くと落ち着く、自分は大丈夫だと信じられるって」

　絶対にそうなると信じさせてくれる力強い声。眼差し。彼の言葉と存在感は太陽のような輝きに満ちて、画面に立ち込める恐きよう怖ふや絶望をなぎ払はらった。あのクライアントはその輝きに励まされ、救われていたのだろう。たったワンシーンの短い台詞が、折れそうになる心をしっかりと支えるのを一樹は確かに感じた。映画には興味のない一樹の胸にさえ、そのシーンは未いまだに強い印象を残している。

「君は少なくとも、一人の追い詰められた人間を支えられるほどの才能と実力のある俳優だ。ゴシップ誌を信じる奴やつらは皆みんな誤解してるんだ。ルックスやコネだけでハリウッド・スターになれるわけはないし、あんなふうに人の心を強くすることもできないはずだ」

　そう言って唇くちびるを結んだ一樹を、レオンはしばらく無言で見つめていた。何か見当外れなことを言っただろうかと一樹が不安になるくらい、ただじっと見つめて。

「……なんでだ」

　やがて、呟くように言った。

「どうしておまえみたいな奴がボディーガードなんかやってるんだ」

　それは、と一樹は言い淀よどんだ。それをクライン以外の人間に話したことはないし、この先も誰かに打ち明けるつもりはない。

　黙だまり込んだ一樹にレオンが畳たたみ掛かけてくる。

「金のためか？　もしそうだとしても、おまえなら他に安全な仕事が幾いくらでもあるだろ。どうしてこんな仕事をしてるんだ。前には何の経験もないくせに身体を簡単に投げ出して、今日は落ちてくるシャンデリアの下に迷わず飛び込んできた。次は何をする気だ？　そんなことがおまえの日常なのか？」

　急にどうしたのだろう。やはりあんなことがあったから、不安定になっているのだろうか。心配になって一樹がレオンの顔を覗のぞき込むと、彼の双そう眸ぼうが静かに熱を帯びていくのがわかった。テーブルに無造作に置かれていたレオンの手がそっと動き、一樹の手に重ねられる。そうしてゆっくりとテーブルを回り込んで近づいてくるレオンに、一樹はなぜか気け圧おされて、捕とらわれた手を引こうとした。だが、強い力で手を握にぎられてその動きを阻はばまれる。

「レオン、俺はただのボディーガードだ。余計なことは気にしなくていい。今回の役に懸かけているんだろう？　だったら、そのことだけに集中するんだ」

「そんなことできるか」

　もう一方の手にぐいと二の腕うでを摑まれて、一樹はレオンの胸に引き寄せられた。

「なっ、レオン、何を……っ」

「こんなに細い身体で、目の前で無む茶ちやをされるこっちの身にもなってみろ。今日だって、俺は本当に息が止まるかと──……」

　苦しいほどに抱だきすくめられ、一樹は酷ひどく戸惑った。拘こう束そくする腕は強く、自分などよりはるかに強きよう靭じんで逞たくましいのに、込められているのは縋すがるような力だ。

　こんな腕は、とても振ふり解ほどけない。

　何とかレオンを落ち着かせようと、一樹は彼の背中に恐おそる恐る手を回した。宥なだめるように背を撫なでていると、肩かた口ぐちに埋うめられていたレオンの頭がふと上がる。

「本当に怪け我がはないのか？」

「ないよ。ちゃんと病院で検査してもらっただろ」

　君も一いつ緒しよに結果を聞いたじゃないか。そう言っても、レオンは納なつ得とくしなかった。

「確かめたい」

「何を…？」

「本当に無事だったかどうか、確かめさせろ」

　は？　と一樹が目を丸くしていると、レオンの指がシャツのボタンにかかり手て際ぎわよくそれを外していった。

「ちょ、待てっ。何をするんだ！」

　とっさに一樹ははだけられたシャツの前を搔かき合わせたが、その両手を摑まれ後ろ手にされ、レオンの片手で一纏まとめに拘束されてしまった。

「レオン、よせ…！」

「嫌いやだ」

　即そく答とうされて、一樹の頭にあの夜の記き憶おくが蘇よみがえる。

　あのときと今とでは状じよう況きようが違ちがう。だから、あんなことにはならないはずだ。そう自分に言い聞かせ、一樹は必死に平静を保とうとした。けれど身体からだはレオンに触ふれられた記憶を鮮せん明めいに思い出し、緊きん張ちようのあまり強こわ張ばってしまう。

「何、するつもりだ……？」

　動どう揺ようを隠かくせず声が掠かすれた。そんな一樹をレオンは真顔で見下ろしている。

「確かめたい。もし俺のせいで、おまえの身体に傷でもついていたら……」

「ついてない。だから放せ」

「見てみなきゃわからないだろ。自分の目で確かめないと気が済まない」

　安心させろ、とレオンが再び一樹の肩に額を押し当ててくる。彼は真しん剣けんだ。それは伝わってくるけれど、その理り屈くつが一樹には理解できなかった。ボディーガードがクライアントを守って負傷するなんて、どこにでも転がっている話だ。何を気にすることがあるだろう？　だがレオンは本気で一樹のことを気に掛けているようだ。

「……おかしいんだ。今までは別に他人がどうなろうと、気にしたことはなかったのに」

「何を、言って……」

「おまえが……俺を守るなんて真顔で言ったり、本当に躊ちゆう躇ちよなく飛び出してくるから──」

　レオンは言葉を途と切ぎれさせ、強く一樹を見つめてくる。

「レオン…？」

「確かめさせろ」

　どこか思い詰めたような眼まな差ざしに月明かりが映り込む。そこに浮うかび上がった必死で切実な何かに胸を衝つかれ、一樹は息が止まりそうになった。

　──なんで、そんな目で……。

　まるで恋こい人びとを一いち途ずに求めるような目をしたレオンに見つめられ、身動きができなくなる。瞬まばたきもできずにその眼差しを受け止めていると、どうしようもなく心が震ふるえた。いつの間にか宿った熱が温度を上げて胸を焦こがす。焦がされた場所が甘く痛んで、身体から力が抜ぬけていく。

「……わかった」

　そう答える自分の声が、どこか遠い。

「傷がないか、確かく認にんすれば気が済むのなら……」

　気づけば一樹はレオンの我が儘ままを受け入れてしまっていた。










　レオンの寝しん室しつで肩からシャツを落とされて、ベッドに身体を倒たおされる。

　あの夜のように力任せに押さえ込まれることはなく、ただそっと、まるで散りやすい花を水に浮かべるかのように、一樹はあくまでも丁てい寧ねいに優やさしくその身を横たえさせられた。

「下も、見たい」

「それは──」

　駄だ目めだ。そう言おうとして、けれどあの眼差しに遮さえぎられる。衣服をすべて脱ぬがされた一樹は、羞しゆう恥ちにきつく目を閉じてレオンの気が済むのを待った。

　と、ふいに温かい手のひらが頰ほおに触れた。それはするりと首筋を滑すべって、胸むな元もとを辿たどり下腹部へと降りていく。

「おい、何を……っ」

　さすがに身じろいでその手の動きを両手で押さえた。

「確認するだけじゃなかったのか」

「こう暗いと、見ただけじゃわからない」

　一樹の身体を跨またぐようにして左手と両りよう膝ひざをついた男は、ついと目を上げて低く言った。

「触さわるだけだ」

「……っ」

　どうして逆らえないのか、自分でもわからない。けれど、一樹の両手は力を無くし、レオンの手は再び壊こわれ物に触れるかのように一樹の肌はだを辿り始めた。

「や……っ」

「痛いか？」

　びく、と身を震わせると気き遣づかわしげに尋たずねられる。違うと首を振れば、反応したところを更さらに指先でなぞられた。

　肩口から二の腕の内側、肘ひじから指先へ。足首をそっと摑んで持ち上げられて、くるぶしや膝ひざの裏側へと、丁寧に辿られる。胸も背中も腰こしもどこもかしこも、あますところなく触れられて、一樹の心臓は今にも壊れそうなほど早はや鐘がねを打っていた。

「背中に痣あざが出来てる。……痛かっただろう」

　すまない。そう呟つぶやいた唇くちびるが背中にそっと触れてくる。クリスタルの破は片へんが当たったときにできた痣の一つ一つに口付けられて、一樹は上がりそうになる声を必死に嚙かみ殺した。

「そんな、の……すぐ、消える」

「そういう問題じゃない」

　真剣にそう言った後、だが酷い怪我でなくてよかったと、安心したように息をつき、レオンは一樹の身体をそっと仰あお向むけにすると心臓の上に唇を落とした。そこを吸われ、一樹は小さく背を波打たせてあえかな悲鳴を上げる。

　──どうして俺、こんなふうに……。

　レオンに触れられた身体が、今にも融とけて形を失いそうなほど甘く痺しびれてしまっていた。

　もうこれで終わって欲しい。そう思うのは本当なのに、もしもここで放ほうり出されたら、嫌だと縋ってしまいそうだ。

　こんなに大切に扱あつかわれたことは記憶にある限り一度もなく、こんなにも近くに温ぬくもりを感じた他人はレオンの他ほかには誰だれもいない。誰にも許さずにきたこの距きよ離りをレオンに許してしまうのはなぜなのか。

「レオ、ン……ッ」

　自分の気持ちがわからない。そんなふうに自分をおかしくさせた男に助けを求めて名を呼ぶと、一樹に体重をかけることなくレオンが覆おおい被かぶさってきた。

「イツキ」

　目を合わせて名前を呼ばれ、胸の鼓こ動どうが更に速くなる。こんなにうろたえ、動揺しているのにレオンから目が離はなせない。その華はなやかな美び貌ぼうがゆっくりと近づき、レオンの唇が自分のそれに寄せられる。どうすることもできずにそれを見つめていた一樹は、ついに胸の高鳴りに耐たえきれず、互たがいの唇が触れる寸前でレオンから顔を背そむけた。それでもレオンは構わず頰に、耳に、首筋にそっと唇を押し当ててくる。

「…ぁっ」

　弱いところに幾いくつも落ちてくる甘いキスに、艶なまめかしい仕草で一樹は身を竦すくませた。

「綺き麗れいだ、イツキ」

「…や、レオ……っ」

「おまえのことが知りたい。心も、この綺麗な身体も、全部」

　既すでに反応している性器をレオンの手に包まれる。その刺し激げきにぎゅっと強く目を閉とざすと、震える瞼まぶたにキスをされて一樹は瞳ひとみを開かされた。

「あ、あっ……い、や……っ」

　下か肢しを手のひら全体で擦こすられて、感じて喘あえぐ顔を見つめられる。恥はずかしいのに目を閉じることも顔を背けることもできないのは、あの一途な眼差しが射い貫ぬく強さでこちらを見つめているからだ。

「おまえのことは全部知りたい。俺が一番──誰よりも」

「……っ、なん、で……？」

　どうしてそんなことを言うのだろう？　レオンにはシンディがいるのに。昔付き合っていて、今また縒よりを戻もどすんじゃないかと周囲の人間に言われるくらい二人は仲がよかった。レオンのガードについてすぐの頃ころ、彼が一樹達から逃にげたときにはシンディに協力を求めたほどだ。

　それなのに、と一樹はレオンを見上げた。けれど、その瞳を覗のぞき込んでも一樹にはレオンの真意を読み取れなかった。当然だ。自分の気持ちもわからないのに、レオンのそれがわかるはずがない。

「手に入れたいんだ。……全部、俺のものにしたい」

「……そん、な…の、わから…な、……ぁっ」

　蜜みつを零こぼし始めた性器の先せん端たんを指先でぬるりとなぞられて、それ以上は言葉を紡つむげなくなる。

「ここが好きなのは、もう知ってる。それから、ここも……」

　既に赤く色づいていた胸を吸われて、背筋が弓なりに反り返る。

「あん…っ、や、やぁっ」

　そっと吸われながら胸の先端を舌先で押し潰つぶすようにされ、あの夜教え込まれた切ない刺激が体内に走って腰が跳はねる。その拍ひよう子しにまたとろりと先端から雫しずくが零れてレオンの指を濡ぬらしたのがわかった。胸を弄いじられてこんなふうになるなんて、自分で自分が信じられず、恥ずかしさのあまり身を縮めて逃げようとしたら、そんな姿まで「可愛かわいいな」などと褒ほめられて、もうどうすればいいのかわからない。

「…っ、あぁ…っ、や…め……っ」

　とろとろと濡れた下肢を扱しごき上げる手が次し第だいに強く、激しさを増した。痛いほど過か敏びんになった首筋を味わうように何度も舌で辿られて、ぞくぞくとした痺れが間断なく背筋を走る。まるで内側から刺激されているのかと思うほどじんじんと切なく疼うずく乳ち首くびを指先で転がされ、一樹は身に押し寄せる快楽を受け止めかねて、レオンの肩かたに必死でしがみついた。

「…ゃっ、だめ…っ、もう、変に…な……ぁっ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。前も、平気だっただろう？」

　何を言われているのかわからず、一樹はただ頭かぶりを振ふる。するとレオンはそんな一樹を抱だき起こし、自分の膝に向かい合わせに座らせた。

「や、やだ、なに…を……」

「この方が抱きつきやすいだろ。怖こわくないから摑つかまってろ」

　レオンに誘ゆう導どうされるまま、一樹は彼の首に両手を回してしがみつく。レオンの身体からだを跨ぐように大きく脚あしを開かれた状態で座っているという自覚もなく、必死に身を擦すり寄せる。

　一度唇へのキスを拒こばんだせいか、レオンはそこには触ふれようとせず、頰や瞼、目め尻じりやこめかみに軽いキスを幾いくつも落とし、体位が変わって不安になった一樹を穏おだやかに宥なだめてくれた。

　けれど一樹を身体の内側から崩くずそうとする淫みだらな熱は燻くすぶったままだ。不安が薄うすれると入れ替かわるようにして、腰こし骨ぼねが溶とけてしまいそうな熱がじんじんと疼きだす。

「レ、オ……もう、俺、もう……っ」

「もう少し。あと、ここも最後には感じてただろう？」

　確かめさせてくれ、と一樹の蜜に濡れた指がぬるりと後こう孔こうに触れてきた。

「…っ、やだ……！」

　あの痛みと恐きよう怖ふを思い出し、一樹の身体が硬かたくなる。思わずレオンに強くしがみつくと、宥めるように背中を何度も撫なでられた。

「大丈夫だ。ここに俺の指を吞のみ込んだままで、あのときもちゃんといけただろ」

「ひ、や…っ、や、だ…ぁっ」

　ぬるぬるとそこを撫でていた指が、つぶ、と入り込んでくる。その感かん触しよくにぎゅっと一樹は身を縮めたけれど、あのときのような痛みはなかった。

「あ、あっ、やぁっ……」

　ずる、と少しずつ侵しん入にゆうされるたび、ぞくりとするような痺れが腰から背筋へと這はい上がる。その感覚から逃のがれたくても、レオンに腰をしっかりと抱かれていてはとても無理だ。沈しずみ込んでくる指を払はらいのけようにも、しがみついているレオンから怖くて手を離せない。その間にずるずると指を吞まされ、身体の奥から滲しみ出す切なくて甘い快感にふるりと身体が戦慄わなないた。

「ほら、ここだ。……覚えてるか？」

「ひぁっ……っ！」

　中の一箇所を柔やわらかく押され、びくびくっ、と腰が跳ねた。ずくりと疼いた得体の知れない感覚が背筋を灼やいて脳を白く痺れさせる。

「やだ、なに？　今の、な……」

「気に入ったか？」

「や、あ、あぁっ…ッ」

　同じところを今度は長くくすぐられ、甘苦しい快感に一樹は腰を震ふるわせる。蜜のように重くて甘い悦えつ楽らくが触れられたところから滲み出し、じくじくとした淫らな疼きに身体の奥から苛さいなまれて、芯しんまで蕩とろけてしまいそうだ。

「覚えてたな。いい子だ、イツキ」

　満足そうな囁ささやきが一樹の生え際ぎわの髪かみを揺ゆらす。しかし一樹はそれどころではなく、腰こしの中で蠢うごめく指の悪戯いたずらをなんとか止めさせようと必死にそこを締しめ付けた。

「…やっ、やだ…っ、そんな、に…した、ら……ぁっ、あぁん…っ」

　けれど締めればその分指の存在感が増し、擦すれる刺激が大きく身体に響ひびいてしまう。そんなことも知らない一樹は、奥まで吞まされた指を締め付けたままレオンの唇くちびるに胸を嬲なぶられ、あまりの切なさに腰を揺らしては更さらに深い快楽に自ら落ちていく羽目になった。

「ひ、ぁ、やぁ……ッ」

「こんなに腰を震わせて……壊こわれそうだな。そんなにイイか？」

「や、やだ…っ、よ、せ……っ、も、こわ、い……っ」

「大丈夫だ。ほら、気持ちいいだろう？」

「や、だめ、だめ…だ、…っ、あんっ、あぁっ」

　戦慄きひくつく後孔に、指が更に増やされた。二本、三本と吞まされた指に奥を緩ゆるやかに突つき上げられると、我が慢まんできずに昂たかぶった性器からとろとろと白い蜜を零してしまう。そんな恥ずかしい姿をレオンにすべて見られながら、けれど一樹はどうすることもできない。

　胸を吸われ、性器を嬲られ、後孔を指に犯おかされて、レオンの思うままに乱された身体はレオンの望むままに頂点を極きわめさせられた。

「ひ、ぁっ、あぁ──……ッ」

　放った瞬しゆん間かんに身体の中を悪戯にくすぐられて、更なる高みに追い上げられる。

　けれど一樹を何よりも熱く焼き尽つくしたのは、痛いほど強く一いち途ずな暗緑色の眼まな差ざしだった。
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　翌日の撮さつ影えいスタジオで、頰ほおを膨ふくらませたシンディがテーブルを挟はさんだ向かい側で遅おそい朝食を摂とっているレオンをじとりと睨にらんでいた。

「ねえ、レオン？　あなた、あの撮影が終わるまで水分しか補給できないあたしの前で、よく平気で食事ができるわね。大体昨日、大事故に遭あったくせに。どういう神経してるわけ？」

　レオンは目も上げずにオムレツを口に運んでいる。

「俺に当たるなよ。禁止されてるわけじゃないんだ、苛いら々いらするなら何か食えばいいだろ」

「食べないわよ。撮影のときにお腹なかが出てたら大変でしょ」

「じゃあ我慢するしかないだろ」

「あっ、あたしそのオーガニックのハンバーガー大好きなのに。ああっ、そのマフィンも！」

「……」

　レオンは無言でハンバーガーを四口で、マフィンを二口で平らげると、コーヒーを一気に飲み干してトレイを返へん却きやくしに行った。

「ちょっと、その食べ方ってどうなの？　もっとよく嚙かんで食べなさいよ」

　その背中をシンディが小走りに追いかけていくのを、一樹は複雑な思いで見ていた。

　──やっぱり仲がいいんだな。

　そして二人とも、いつもと変わらず平然としている。それは彼らが俳優だからだろうか。それとも昔は恋こい人びと同士だったから──？

　今日は十三時から、レオンとシンディのラブシーンの撮影が行われる。それを思うと、どういうわけか一樹は酷ひどく緊きん張ちようした。嫌いやな速さで心音が鳴り、その一つ一つがまるで氷の棘とげとなり胸に刺ささってくるかのようだ。

　──なんでこんな気持ちになるんだろう。撮影のことは俺には何の関係もないのに。

　今朝、レオンのベッドで目覚めたときに彼の姿がなかったことには心臓が止まりそうになったけれど、今の感覚はあのときとは明らかに違ちがう。専用の屋上庭園で昨日撮影中止になったシーンの立ち回りの確かく認にんをしているレオンを見つけ、

「見るなよ、馬ば鹿か。カッコ悪いだろ」

　そう言った気き恥はずかしげな顔を見たとき、止まりかけた一樹の心臓が一いつ瞬しゆんきゅうっと締め付けられ、その後全速力で駆かけ出したけれど、そのときもこんなふうに痛くはなかった。

「前にシンディの協力で逃にげたことがあっただろ？　あのときも実はアクションの練習とアドバイスを貰もらいに行くところだったんだ。チャイナタウンのあの辺りは夜は危険な区域だが、俺が以前からお世話になっている中国武術の道場はそこにあるから」

　自分の腕うでに自信があるからボディーガードは必要ないと言ってしまった手前、武術の教えを乞こうために道場へ向かうところを見られたくなかったのだと、その顔で打ち明けられたときは、胸に宿ったあの熱がどんどん温度を上げるので一樹は困ってしまったけれど、それは今のような冷たい雨に打たれて震えるような気持ちではなかった。

　──やっぱり原因はあれかな。

　昨夜ゆうべ、取引でもシンディの代わりでもなく、一樹はレオンに触れられた。前に、次は優やさしくしてやると言った通り、本当に優しく壊れ物のように扱あつかわれたが、それでも十分めちゃくちゃにされた。身体だけではない。心もだ。そして、そうされることを受け入れたのは自分だった。

　──どうしてあんなこと……レオンにはシンディがいるのに。

　自分の気持ちもわからないのに、レオンにだけ説明を求めるのは身勝手だろうか。

　一樹はシンディとじゃれあっているレオンの横顔をちらと見た。あの二人が昔付き合っていたというのは、多分本当だ。彼らの間にはそんな親密で気安い空気が漂ただよっているし、縒よりを戻もどすかもしれないと言われれば確かにそんな雰ふん囲い気きに見える。少なくともシンディがレオンのことを好きなのは確かだろう。いつもああしてレオンの後をついて回っているのだから。

「食わねえのか？」

　コン、とアレックスに皿の縁ふちを叩たたかれて一樹ははっと我に返った。先に食事を済ませたアレックスにレオンのガードを任せきりにして、自分はいったい何を考えていたのか。一樹は焦あせって腰を浮うかせ、手付かずのまますっかり冷めてしまったベーコンエッグの皿を手にした。

「すまない。すぐ片付ける」

「全然食ってねえのに？」

「……今朝は食欲がないんだ」

「俺達の仕事に食欲の有う無むなんか関係あったか？　食えるときには食っとけよ。そうでなきゃ、いざというとき使い物にならねえぞ」

　肩かたを押されて座らされ、早く食えというように顎あごの先を軽く振ふられる。そこまでされては仕方がなく、一樹はしぶしぶ冷えて固くなったベーコンの欠片かけらを口に運んだ。

　映画の撮影は時間が不規則だ。そのためスタジオには朝から晩までケータリングのトラックがあり、関係者はいつでも作りたての料理を食べることができる。

　レオンは今日は午前中のうちに、ここで弁護士のハワードとシャンデリア落下事故について話し合うことになっていたので、朝食は部屋で摂らずにきた。深夜に及およんだ事故原因の調査に立ち会って昨夜はペントハウスに戻らなかったアレックスとも、今朝ここで合流した。辺りには調査に当たったらしい人々が何人か疲つかれた顔をして朝食を摂っており、その中には大道具スタッフのエリオットもいた。もっとも、彼の場合は疲れた顔というよりもうっとりとした顔でシンディを見つめ、彼女とじゃれているレオンのことを時折睨んでいるのだが。

「あのシャンデリア、どうして落ちたのかわかったか？」

　味のしないベーコンを無理やり飲み込み、一樹はアレックスに水を向けた。ああ、と頷うなずきアレックスが声を落とす。

「原因は二つだ。一つは、天てん井じようへの取り付け工事が不十分だったこと。二つ目は、シャンデリアを吊つり下げていた鎖くさりの腐ふ食しよくだ」

「鎖の腐食？」

　一樹はつと眉まゆ根ねを寄せる。そのとき誰だれかがテレビのボリュームを上げたらしく、急に大音量でニュースが流れだした。ウォルター・タウンゼント上院議員が次期大統領の最有力候補と目されているという、現状にはまったく関係のない話題だ。それに紛まぎれて声を潜ひそめ、一樹は疑問を投げかけた。

「ここの制作スタッフは、あの巨きよ大だいな植物園のセットの中でたった三センチ四方の塗と料りようの剝はく落らくに気づくほど細かいんだぞ。それが鎖の腐食に気づかないなんて変じゃないか？」

　取り付け工事が不十分だったというのも気になるが、それはまだあり得る話だ。しかし鎖の腐食を見み逃のがすというのは随ずい分ぶんと大おお雑ざつ把ぱなミスである。

「だが、もしそれをわざと見逃していたとしてもレオンを狙ねらった犯行とは考えにくい。取り付け工事にしても鎖の腐食にしても、シャンデリアがいつ落ちるかは誰にもわからねえ。今回はたまたまレオンの上に落ちてきたが、それも狙ったわけじゃない。シャンデリアの重みに耐たえかねて鎖が千切れた瞬間に、偶ぐう然ぜんあいつがその真下にいたってだけの話だ」

　それは確かにそうだった。だが、腑ふに落ちない。一口分しか減っていないベーコンエッグを睨んで考えを巡めぐらせていると、ふいにテーブルの下でアレックスに爪つま先さきを蹴けられた。

「ハワード氏だ」

　一樹はすぐさまナイフとフォークを置いて立ち上がった。くすんだ金きん髪ぱつを綺き麗れいに撫で付けたハワードがレオンと共にこちらへ近づいてくる。

「朝食の途と中ちゆうを邪じや魔ましてすまないが、早さつ速そく話を聞かせてもらおう。とりあえず座ってくれ」

　にこりともせずにハワードは言い、一樹の座っていた四人掛がけの丸テーブルの正面の席についた。アレックスは一樹の右みぎ隣どなりに、レオンはハワードからできる限り離はなれようとするかのように一樹の左ひだり隣どなりにぴたりと椅い子すを引き寄せ、横を向いて腰こし掛かける。そんなレオンの態度をハワードは気に留めず、アレックスから昨日の事故の調査に関する報告を聞き終えると、平然とレオンに向き直った。話の内容は損害賠ばい償しようの請せい求きゆう額について、だ。

　──心配していると言ってたわりには、随分落ち着いているんだな。

　ハワードの態度は事務的かつ冷静で、レオンを気き遣づかうどころか労いたわりの言葉一つない。

　身上調書には、ハワードはレオンの父の遠い親しん戚せきで、レオンが生まれる前に亡なくなった父親に代わってレオンの後見役となり、赤ん坊ぼうの頃ころからその成長を見守ってきたとあった。母子の暮らしに資金援えん助じよもしていたので、レオンとハワードの間には本当の親子のような絆きずながあると一樹は思っていたのだが、それは勝手な思い込みだったようだ。

　──自腹を切ってボディーガードを雇やとうほどレオンを心配しているはずなのに、ハワード氏は今日まで一度もレオンに会いにこなかったし。

　一日の報告の電話を入れてもレオンを気遣う言葉はなく、レオンがどうしているか様子を聞いたこともない。ハワードから連れん絡らくがあるときは、レオンの身を心配するというよりも何か煩わずらわしい問題が起きていないかと、そちらの方ばかり気にしていた。そして今、レオンがシャンデリアの下した敷じきになりかけたことを知っていて、ハワードはこの態度なのだ。

「──では、そのように対処しよう。法的なことはすべて私に任せておきなさい。ところで、ペントハウスのセキュリティの暗証番号の件だがね。変へん更こう後のナンバーが未いまだに提出されていないようだが？」

　それは一樹達がレオンのボディーガードについて一番初めにしたことだった。レオンは驚おどろくほど無む頓とん着ちやくで、生年月日を逆さまにしたナンバーを暗証番号として登録していたのだ。もちろんすぐに変更させたが、次に選んだナンバーが円周率なのだから呆あきれてしまう。そしてどういう理由からか、そのナンバーをハワードはどうしても本人から提出させたがっていた。

「いちいち干かん渉しようするなよ。人がどんなナンバー設定しようと勝手だろ」

　レオンが苛いら立だちも露あらわにハワードを睨にらむ。だが、ハワードはまったく動じなかった。

「いいかね。私は君の後見人で父親代わりだ。その私が、君に何かあったとき駆かけつけられなかったとしたら、どうだろう？　こんなに悲しいことはないと、そうは思わないかね？」

　白々しい。そんな目をしてレオンはハワードを見ていたが、レオンでなくてもハワードの言葉は上辺だけで中身がないように聞こえた。まるで愛あい想そがいいだけの機械音声のようだ。

　くどくどと続くハワードの話に初めこそレオンは怒いかりに燃えるような目をしていたが、次し第だいに嫌けん悪おを露にし、やがて億おつ劫くうそうに足を組み替かえると完全に興味をなくしてそっぽを向いた。

　そしておもむろにペンを取りコースターに八桁けたの数字を書き殴なぐると、それを裏返してハワードの手元へ滑すべらせる。

「これでいいだろ。さっさと帰れ」

「では、そうしよう」

　それまでの長々とした説教が噓うそのように簡潔に答え、ハワードはコースターをブリーフケースに丁てい寧ねいにしまった。そして立ち上がりしな、辺りを見回しながらよく響ひびく声を上げる。

「私はこれから事故現場を見に行くのだが、案内役の大道具スタッフはどこかね？　ここにいると聞いてきたのだが」

「……それ、僕のことですかね、やっぱり」

　ふいに隣となりのテーブルから声が掛かかった。エリオットだ。彼はどこか諦あきらめの滲にじんだ苦く笑しようを浮かべて立ち上がる。

「君がエリオット・パーマーかね。では早速案内を頼たのむよ」

　ハワードがさっさと歩き出したのに、一樹は思わずエリオットを見上げた。彼も昨夜は帰宅できず、疲れているはずだ。だがエリオットは軽く肩を竦すくめ、大だい丈じよう夫ぶだと笑ってみせた。

「こういうことは慣れてるんだ。僕は大道具スタッフの中じゃ下っ端ぱだからね」

　その言葉は本当らしく、エリオットは如じよ才さいなくハワードを案内していった。

「はあ……。やっといなくなってくれたわ」

　ハワードがいる間、レオンから離れていたシンディが再び近づいてきた。

「何だか息苦しいのよね。彼がいると」

「ハワードか？」

　レオンが言うのに、ううん、とシンディが首を振っている。

「エリオットよ。彼、いつもあたしのことじーっと見てるんだもの」

　それは仕方がない、と一樹は密ひそかに思った。エリオットはシンディのファンで、彼女のことが大好きなのだ。

「おまえも今日はそんな感じだよな」

　ぼそりと呟つぶやいたアレックスに、なぜだか一樹の心臓が跳はねた。

「何だよ？　そんな感じって」

「おまえ、今日は妙みようにあいつを目で追ってるだろ」

　心のどこかがぎくりとし、身体からだが勝手に硬かたくなる。

「や、だって、それは当然だろう？　俺達はレオンをガードしてるんだから」

「そういう目じゃないように見えるぜ？」

　ではどんな目に見えるんだ。そう言いたかったが早はや鐘がねを打つ心臓が喉のど元もとまでせり上がり、とても言葉を紡つむげない。いったい自分はどうしてしまったのかと一樹は内心で慌あわてた。

「その様子じゃ、昨夜また何かあっただろ」

　びくりと揺ゆれかけた肩かたをかろうじて精神力で押さえ込む。だが、

「なーんでそこで赤くなんだよ？」

「……っ」

　顔に熱が集まるのは、精神力ではどうすることもできなかった。

　──な、なんでこんなに動どう揺ようしなくちゃならないんだ。

　昨夜の出来事については自分でも説明が付けられないが、だからといってシンディを見るエリオットの目とレオンに向ける自分の目が同じものであるはずがない。

　ボディーガードがクライアントを常に視界に置くのは当然のことで、警護のために見ているのだからそんな目ではないはずだ。

「どうした、イツキ？　顔が真っ赤じゃないか。気分でも悪いのか？」

「──ッ!?」

　シンディと話していたはずのレオンに急に顔を覗のぞき込まれ、息が止まりそうになる。

「ど、どうもしない……っ、別に何もない！」

　その視線を受け止めかねて顔ごと目を背そむけると、レオンが眉まゆを顰ひそめる気配が伝わってきた。そんな気配が伝わるほどレオンが傍そばにいるのだと思うと、どうしてなのか目眩めまいがしそうだ。

「そんなわけないだろ。食事もろくにしてないじゃないか」

「でも本当に何でもないんだ。ただ食欲がないだけで」

　あら、羨うらやましい。そんなことを言うシンディにぎこちなく目で笑いかけ、一樹はトレイを手にして立ち上がる。もう無理だ。これ以上動揺したら自分は確実に使い物にならなくなる。

「勿もつ体たいないから、後で食べられるようにハンバーガーか何かにしてもらってくる」

　アレックスにレオンを頼み、一樹は冷静さを取り戻もどすために一いつ旦たんこの場から避ひ難なんした。




　　　　＊




　レオンとシンディの撮さつ影えいは、シンディに配はい慮りよして最小限のスタッフ数で行われる。

　ボディーガードは立ち入り禁止だ。一樹とアレックスも外での待機を言い渡わたされたので、その分、渋しぶるスタッフを押し切ってセットのチェックを入念にさせてもらった。

「これだけ細かく見て何もないんだ。大丈夫だろ」

　昨日のような事故は起こらないはずだ。そう断言したアレックスに一樹も頷うなずく。

　おそらく撮影中にレオンの身に危険が迫せまることはないだろう。それに、もしも何かあったら待機している自分達のもとへ連絡が入る手て筈はずになっている。

　だから大丈夫だ。何も心配はない、はずだ。

「準備お願いしまーす！」

　コン、とトレーラーの扉とびらを外から叩たたかれて、どきん、と心臓が大きく鳴った。レオンがトレーラーを降り、いつもと変わらぬ歩調でサウンド・ステージへ向かう。一樹は彼をガードしながら内心で酷ひどく困惑した。どうしてこんなに胸が騒さわぐのだろう。それに何だか息苦しい。

「じゃ、ちょっと行ってくる」

「あ…っ」

　レオンが厚い扉に手を掛ける。その背中を無意識に追いかけた一樹は、振ふり返ったレオンと目が合い、はっと我に返った。

　──何やってるんだ、俺は。

　背後に感じるアレックスの視線が痛い。一樹はレオンに伸のばしかけていた手を、できるだけ不自然に見えないように身体の脇わきに戻した。

「どうした？」

「…何でもない」

　何がしたかったのか自分でもわからないのだから、説明のしようがない。うろたえる瞳ひとみを隠かくして睫毛まつげを伏ふせると、レオンの指にくいと顎あごを掬すくわれた。

「そんな顔すると、自惚うぬぼれるぞ」

「え…？」

　撮影に行くのが嫌いやになる、とレオンが困ったように薄うすく笑い、一樹の頰ほおを柔やわらかく抓つねる。

「大丈夫だ。すぐに済むから、いい子で待ってろ」

　抓って苛いじめた頰を指の背で一撫なでし、レオンが扉の向こうに歩いていく。いい子って何だよ、と、その背中に言おうと思った。けれど、しばらく経たって零こぼれたのは全然違ちがう言葉だった。

「……痛い」

　抓られた頰を手で押さえ、閉とざされた扉を見つめる。

　この扉の向こうにレオンがいる。シンディと一いつ緒しよに。

　不安はないはずだった。セットも機材も、撮影クルーの一人一人まで細かくチェックをしたのだから、自分達が傍にいなくてもレオンの身は安全なはずだ。

　それなのに、どうしてだろう？　軋きしむように胸が痛い。

「おまえ何やってんだよ？　マジで今日はおかしいぞ」

「うん。本当だ。……俺、どうしたんだろう？」

「俺に訊きくなよ。自分のことだろ」

　呆あきれ声のアレックスに、そうだな、と頷き、頰を押さえたまま俯うつむいた。

　ただ待っているだけの時間は、酷くゆっくりと感じられた。一分一秒が、気が遠くなるほど長い。異状を報しらせる連れん絡らくはなく、撮影は滞とどこおりなく進んでいるようだ。そして報せがない以上、一樹はレオンを飲み込んだ扉の前にじっと佇たたずんでいるしかない。

「いいよなあ、レオンは。シンディとラブシーンなんて羨ましいよ」

　それぞれ機材を抱かかえ、待機している制作スタッフ達の会話が聞こえてきた。

「羨ましいってか妬ねたましいんだろ？　悔くやしかったらおまえも俳優に転向してみろよ」

「そいつが俳優になっても通行人の役がせいぜいだっつの。ラブシーンなんか永遠に無理だろ」

「けどさ、あんな事故のあった翌日に余よ裕ゆうでラブシーン演やれるんだから、レオンも大した心臓してるよな。しかも結構難しいシーンだっていうのに」

　彼らの話によれば、今この扉の向こう側で撮影されているのは、ラブシーンとはいえとてもセンシティブな内容のようだった。戦せん闘とうに巻き込まれたヒロインが幾いくつか軽い怪け我がを負い、それを自分のせいだと悔くやみ嘆なげく主人公が彼女の傷を癒いやすように一つ一つに唇くちびるで触ふれて、自分の思いを伝えていく──そんな繊せん細さいなシーンなのだという。

「初めてのラブシーンにしちゃ難易度高めだよなあ」

「レオンってさ、実はすげえ練習するタイプだって最近噂うわさになってんじゃん。アクションならいくらでもできるだろうけど、こういうシーンはどうするんだろうな。練習」

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、目の前の扉がぐにゃりと歪ゆがんだ気がした。

　──練習……？

　一樹は映画制作とは何の関係もない、ただのレオンのボディーガードだ。台本を見る機会などないから、撮影中のラブシーンがどの程度のものかはわからなかったし、その内容も知らない。だが、今のスタッフ達の話でわかったことがあった。

　──……昨日の状じよう況きようと設定が似てる。

　一樹は無意識にシャツの胸を握にぎり締しめた。胸の内側がざらざらする。これは昨日神経を刺さしてきた嫌な感じとは種類の違ちがう、初めて味わう「嫌な感じ」だ。

「ラブシーンも練習済みかもしれないぜ。レオンなら相手は選より取りみどりだし、もしかしたらシンディとしたかもな。あの二人昔付き合ってたっていうし、今も仲がよすぎるし」

　鼓こ動どうが速すぎて息が苦しい。鈍どん器きで殴なぐられたように頭がガンガンする。段々と下世話なものになっていくスタッフ達の話など、もう一樹には聞こえなかった。

　──もしかしたら昨夜ゆうべのことは、レオンにとって練習だった……？

　昨夜言っていたようにレオンはこの役に懸かけている。役作りのために軍の訓練所に半年も入り、毎日密ひそかに立ち回りの一つ一つを確かく認にんし、練習し、万ばん全ぜんを期して撮影に臨のぞんでいる。

　それほど役に入り込んでいるのだ。昨夜のレオンに「練習」という意識がなかったとしても、どこか似ている状況下で何らかのスイッチが入ったとしても不思議じゃない。

　ずきん、と心臓に痛みが走った。胸を砕くだかれたような衝しよう撃げきに、一樹はしばし呆ぼう然ぜんとなる。

　──なんで？　だって……それがレオンの仕事じゃないか。

　別に驚おどろくようなことじゃないはずだ。

「イツキ？　どうしたんだ、顔色が悪いぞ」

　アレックスが眉を曇くもらせて顔を覗き込んできた。けれど、答えられない。答えようがない。自分でもどうしてこんなに胸が痛いのか、少しも把は握あくできないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何でもない」

　心配ないと笑ってみせるとアレックスが奇き妙みような角度に眉を上げた。何か隠れていたものに気づいたような、けれど確認するのを躊躇ためらうような、そんなおかしな表情だ。

「撮影の後、十六時にはスタジオを出て、十七時までにテレビ局入りの予定だったな。収録は十八時半から一時間。で、いいんだよな」

　胸を打つごとに酷くなる心臓の痛み。それを無視して、この後のスケジュールを確認すると、アレックスの目がふいに険しさを帯びた。……何か間ま違ちがいがあったのだろうか？

「時間、違ってたか？」

「いや、合ってる。それよりイツキ、おまえ──」

「ここからだとテレビ局まで二十分くらいか。俺が車を運転するから、アレックスは移動中のガードを頼たのむ」

　一樹は半ば無意識にアレックスの追つい及きゆうを遮さえぎった。余計なことは考えたくなかった。胸の奥で何かが氷結するように硬かたく、冷たくなっていったが、それも今はどうでもいい。

　ゆるく固まって動きを止めたかのように感じた時間が急に融とけて流れだす。ほどなく撮さつ影えいが終わり、重く閉ざされていた扉が開いた。出てきたレオンの傍かたわらを、シンディが寄り添そうように歩いているのに、知らず一樹は後あと退ずさる。じゃあ、お疲つかれ、とレオンが彼女に一言残し、こちらを向いた。すると、彼はふいに訝いぶかしげな顔をし、歩調を速めて近づいてくる。

「どうした、難しい顔して」

　何かあったのか、とレオンが頰へ手を伸ばしてくるのに、一樹は更さらに後退った。

「別に、何も。それより早く着き替がえてくれ。俺は車を回してくる」

　そう言い置いて踵きびすを返すと、逃にげるようにその場を後にする。

　駐ちゆう車しや場で車を調べ、問題がないことを確認してから運転席に滑すべり込むと、ようやく詰つめていた息を細く吐はき出すことができた。

「……なんでこんなに息が苦しいんだ」

　息苦しいというより、胸むな苦ぐるしい。だが、腑ふ抜ぬけている場合ではなかった。先ほど確認したところ、これから向かうテレビ局には既すでにレオンのファンが大勢詰め掛かけているという。

　──俺はレオンのボディーガードだ。盾たてなんだ。守ることだけに集中しろ。

　レオンが傷つくなんて嫌だろう？　と、一樹は己おのれを戒いましめる。誰だれにも傷ついて欲しくない。そう思って自分はボディーガードになったはずだ。

　──そうだ。だから、絶対に守る。

　それ以外の思考を切り捨てて、エンジンをかけてアクセルを踏ふむ。スタジオの車寄せでレオンを乗せると、物言いたげな視線が後部シートから投げかけられたが、一樹は無言で車を走らせてテレビ局の敷しき地ちに乗り入れた。

「凄すごい人だ。既に興奮状態にあるようだから、十分に気をつけてくれ」

　駐車場に車を停とめて、自分が先に降りてからドアを開けてレオンを降ろす。一樹とアレックスはレオンの両りよう脇わきをしっかりとガードした。駐車場の出入り口からテレビ局のエントランスまでの通路には大勢のファンが詰めかけて、レオンを待ち構えている。通路の両脇にはロープが張られ一定の間かん隔かくで警備員が配置されているが、ハリウッド・スターを迎むかえるにしては随ずい分ぶん脆ぜい弱じやくな警備態勢だった。この程度の警備でどこまで持つか甚はなはだ不安だ。

「きゃあああっ、きた！　レオンがきたーッ」

「握あく手しゆして、お願い握手──ッ！」

　通路の両側からどっとファンが押し寄せてきた。今にも行く手を塞ふさがれそうで、一秒でも早くレオンを局内へ入れてしまわないと危険だ。通路が狭せばまり、興奮したファンの手が闇やみ雲くもにレオンに伸のばされる。その手がレオンの服や髪かみを掠かすめるほどの距きよ離りに迫せまり、一樹はそれらを必死に払はらいのけて先を急いだ。

「これじゃロープも警備員も意味ねえよ！」

　アレックスの悪態に続き、背後で怒ど声せいや呻うめき声が上がる。一樹が目だけで振ふり返ると、警備員がなぎ倒たおされ、ロープが断たち切られて、ファンが通路になだれ込んでくる。もはや単純に左右を守るだけでは足りず、一樹は両手を広げてレオンの背後もカバーした。

「レオン、急いで！」

「わかってる！　そっちこそ早くこい！」

　その腕うでをレオンにぐいと引かれ、一樹が二、三歩よろめいたとき、

「レオン！　ちょっとでいいの、髪切らせて！」

　突とつ然ぜんブロンドの少女が右手前方のロープを潜くぐり抜ぬけた。手にしたハサミがぱくりと口を開け、鋭するどい切っ先をレオンに向ける。

「止やめるんだ、君！　戻もどって！」

　一樹は素す早ばやくその手を摑み、肩かた越ごしにレオンを振り返った。早く行け、そう叫さけぼうとし、しかし声が喉のどの奥で凍こおりつく。

　後ろからレオンに向かって、ナイフを振りかざした赤毛の少女が迫っていたのだ。

「レオン！」

　アレックスは別のファンを取り押さえ、レオンの通り道を確保している。レオンは左右のファンにシャツや上着の裾すそを握られて、身動きの取れない状況だ。

　嫌いやだ、と一樹の胸のうちで子供のような泣き声が上がる。誰かをなくすのはもう嫌だ。失いたくない。傷つけさせない。あんなことは二度と、決して、絶対に──

　──絶対守るって決めたんだ……！

　ナイフのきらめきが雨音の幻げん聴ちようを呼び起こす。

　思考が途と絶だえ、一樹は本能のままに動いた。

　放してと暴れるブロンドの少女を解放し、開いたハサミの刃はの一方を素す手でで強く握り込む。手のひらが傷ついたが構わずハサミを奪うばい取り、少女を警備員へと突つき飛ばした。そして次の瞬間にはレオンを背後に庇かばい、ハサミを握る右みぎ腕うででレオンの髪を摑みかけていた別の少女の手を撥はね上げて、同時に左手でレオンの上着の裾を摑む手を外していた。

「レオン、早く中へ！」

　後ろ手に彼の背中をぐいと押しやる。髪という目標を失っても、既に振り下ろされたナイフの勢いは止まらない。それを防ぐ暇ひまはなく、眼前に迫ったナイフに切りつけられることを一樹が覚かく悟ごした、そのとき。

「──っ!?」

　突然何かに両目を覆おおわれ、凄すさまじい勢いで身体を後ろに引き寄せられた。ナイフに抉えぐられる痛みの代わりに、その何かから一いつ瞬しゆんの衝撃が伝わる。

「……ッ」

　背後で息を吞のむ気配。まさか、と一樹は蒼そう白はくになり、視界を覆うレオンの手を引き剝はがした。

「馬ば鹿か、どうしてこんなこと──！」

「馬鹿はそっちだろ！　何考えてるんだ、おまえは！」

　怒ど鳴なられたが、そんな言葉はもう一樹の耳に入らない。レオンの手首から甲こうにかけて、斜ななめに赤い線が走っている。ナイフで切り裂さかれたのだ。

「きゃああッ、レオン!?」

「いやあっ、血が！」

「ちょっとあんたレオンに何すんのよ──ッ!!」

　頭がガンガンする。騒そう然ぜんとなったファンの怒ど号ごうも悲鳴も聞こえない。

　一樹は夢中で群衆を搔かき分け、レオンを建物の中に押し込んだ。どうやってファンの囲いを突とつ破ぱしたのか、わからないし覚えていない。それほど混乱していた。
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「……おまえ、いったい何やってんだ」

　アレックスの声が、テレビ局の控ひかえ室の床ゆかを削けずるように低く響ひびいた。

「すまない」

　一樹はうなだれて、両手をぎゅっと握にぎり込む。右手が痛い。ハサミの刃で浅く切った手のひらに爪つめが食い込んでいたけれど、一樹は拳こぶしを開かなかった。

「レオンを守りきれなかったのは俺のミスだ。逆に庇われて傷つけるなんて、本当に申し訳ないと思ってる」

　ああいうときこそ、一樹は完かん璧ぺきな盾でなければならなかったのに。

　あの後すぐにレオンはテレビ局の医務室で手当てを受けた。幸い傷は浅く、十日もすれば跡あとも残らず綺き麗れいに治ると診しん断だんされて一樹はほっと胸を撫なで下ろしたが、クライアントに怪け我がをさせてしまったことは重大なミスである。

　すまなかった、ともう一度レオンに頭を下げると、レオンは深い溜ため息をついた。

「別に謝られるようなことじゃない。俺が勝手に手を出したんだから」

「そういうことじゃねえんだよ」

　アレックスの琥こ珀はく色いろの眼まな差ざしが苛いら立だちを帯びて、鋭さを増した。

「クライアントに怪我をさせるなんてのは、ボディーガードとしては完全な失態だ。だが、こいつの場合、それ以前の問題なんだよ。あんたも知ってんだろ、こいつには悪い癖くせがある」

　ああ、とレオンが納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

「あるな。やっかいな癖が」

　同時に二人に見み据すえられた一樹は、彼らの言うことがよくわからないまま頭の中で自分の欠点をあげ、今日のミスと照らし合わせた。

「土ど壇たん場ばで冷静さを保てなかったことは反省してる。視野が狭せまくなって後ろから近づく襲しゆう撃げき者に気づくのが遅おくれたことも。でも、もうこんなミスは絶対に──」

「んなこと言ってんじゃねえよ、おまえもう少しで目ェ抉られるところだったんだぞ!?」

　ダンッ、とアレックスが壁かべに拳を打ち付ける。そのあまりの剣けん幕まくに一樹は驚おどろき、二の句が継つげずに押し黙だまった。

「なんでわざわざ身代わりみてぇにナイフに刺さされに出てくるんだ。そういう捨て身の仕事をされるクライアントや俺の身にもなれよ！　おまえがそんなだからこいつが思わず庇っちまって怪我する羽目になったんだろうが！」

「でも、あのときは他ほかに方法が──」

「おまえの足は飾かざりか？　相手が女じゃ蹴けり飛ばして排はい除じよすることもできねぇのか？　相手にダメージを与あたえず遠ざけるやり方を知ってても、やりたくねぇとでも言うのかよ!?」

　蹴る……？　と一樹は瞬まばたきをする。思いつきもしなかった。あのときはただ、ナイフからレオンを守ることしか考えていなかった。頭にあったのは盾になること、それだけだ。

「クライアントを守るのは当然だ。けどおまえ、クライアントさえ無事なら自分はどうなっても構わないと思ってるだろ。そういう身勝手な考えがどれほど周りを傷つけるか、おまえは全然わかってねえ」

「アレックス、俺はそんなつもりじゃ──」

「なら、どんなつもりだ。おまえは一人で生きてる気でいるのかもしれねえけどな、生憎あいにくと周りにはそういうおまえを見ている奴やつらがいるんだよ。そんなことにも気がつかないで、人に心配だの不安だの負担をかけるような仕事しかできねえなら、ボディーガードなんか辞やめちまえ！」

　痛つう烈れつな一言を叩たたきつけ、アレックスが控え室を出て行った。一樹はその後を追うどころか身動きもできずに、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「いいパートナーだな。まあ、俺にとっては基本的にムカつく奴だが」

　張り詰つめたままの空気を伝い、レオンの声が柔やわらかく一樹の鼓こ膜まくを揺ゆらした。固まった身体をぎくしゃくと動かし、一樹はいつの間にか傍かたわらに立っていたレオンを見上げる。

「俺は……君の負担になってた……？」

「いや。心配はずっとしてたけどな。おまえがあの馬鹿げた取引に応じたときから」

「心、配……」

「おまえ、前に言ったよな。俺を守るためなら何でもするって。本当にその通りだ。俺を危険から遠ざけるためなら、無む茶ちやな要求にも簡単に応じて身を投げ出す。シャンデリアが落ちてくれば飛び込んでくるし、ナイフが迫せまれば自分をあっさり盾たてにする」

　それは当然だ。自分はボディーガードなのだから。もし自分の立場ならアレックスだって同じ事をしたはずだ。しかし、そう言う一樹にレオンは首を横に振ふる。

「違ちがうな。あいつなら無茶な要求は退けて、多少強ごう引いんにでも自分の考えを通しただろう。シャンデリアが落ちてきたら、クライアントを守りながら自分の被ひ害がいも最小限度に抑おさえる努力をしたはずだ。ナイフを持った人間が近づけば迷わず排除するだろうな。手加減をする余よ裕ゆうがあればするだろうし、なければ一いつ切さいしないんじゃないか」

　そうかもしれない。アレックスは、守るべきものとそれ以外との線引きが常に明確だ。一度守ると決めたら嫌きらいな相手でも躊ちゆう躇ちよなく守るし、危害を加えようとする人間には容よう赦しやがない。そのいっそ冷れい酷こくなまでの割り切り方は、アレックスが優ゆう秀しゆうなボディーガードである証あかしだ。クライアントの安全を守ると同時に自分自身が生き残る術を、彼はよく知っている。

　──でも俺は……。

『どんなふうに守るのか。それをよく考えて行動しなさい』

　クラインの言葉が脳のう裏りを過よぎる。一樹は再びぎこちなく首を動かし、自分の爪つま先さきを見つめた。

「俺は、そんなふうにはなれない」

　今まで一樹はクライアントを守ることだけを考えてきた。だから、どんなふうにと問われれば、身を挺ていし、自分が盾となって守るつもりだと答えてきた。それ以外の答えは考えられない。

「どうしてだ。なんで自分を守らない？　どうして粗そ末まつに扱あつかうんだ」

「俺には、守らなきゃならないような価値がないから」

　常に心の奥底に沈しずんでいた思いが風に煽あおられたように舞まい上がり、口から零こぼれて枯かれ葉はのように宙を舞う。深い森のような瞳ひとみを持つレオンが、その枯れ葉が粉々に砕くだけてしまわないよう、そっと受け止めてくれたことを一樹は肌はだで感じ取った。

「価値がない──？」

　問われて、小さく顎あごを引く。控え室の薄うすいドアがギシ…、と音を立て、出て行ったアレックスが向こう側からそこに背中を預けたのがわかった。

「なんで、そんなふうに考えるんだ」

　今度は首を横に振る。理由は言えない。もしかしたらレオンは一樹が抱かかえているものを受け止めてくれるかもしれない。多分、アレックスも。けれど、それを口にする勇気はなかった。

「だって、そうなんだ。ないものはない。盾になるくらいしか」

「それじゃわからないだろ。ちゃんと話せよ」

「わからなくていい」

　正面に回り込んで長身を屈かがめ、顔を覗のぞき込んでくるレオンから一樹は頑かたくなに顔を背そむける。

「いい加減にしろよ、イツキ。でないと俺も怒おこるぞ」

「怒ればいいだろ」

　低められたレオンの声に強気で言い返したはずだったが、声が壊こわれそうに震ふるえていた。そんな自分の情けなさを誤ご魔ま化かすように一樹は言葉を重ねていく。

「別にどう思われても構わない。でも、君のことはクランクアップまできちんと守る。もう二度とあんなミスはしないし、怪我なんかさせな──」

「冗じよう談だんじゃねえよ、ふざけんな！」

　突とつ然ぜんの怒ど声せいに、びくりと一樹の肩かたが揺れた。反射的に顔を上げると、どうしてなのか、レオンは怒りよりも切なさが色いろ濃こく滲にじんだ苦しげな表情をしている。

「ああ、おまえはそれでいいんだろうさ、自分の好きに生きてるんだからな。だが俺の気持ちはどうなる？　おまえに一方的に命を投げ出されて守られるクライアントの気持ちを考えたことがあるか？　無茶ばかりする同どう僚りようを心配してるドアの向こうの奴の気持ちは!?」

　それは、と一樹は言い淀よどむ。

「あるわけねえよな。あったら盾になるしかないなんて、そんなことは言えないはずだ」

　あいつの言った通りだ、とレオンは吐はき捨てるように言い、それなのに次の瞬しゆん間かんにはあの一いち途ずな目をして一樹を見つめてくる。

「なあ、それなら俺はどうすればいいんだ。身体からだ張って守られて、俺はおまえを信じた。危なっかしくて目が離はなせなくて、気になっていつも傍そばに置いた。俳優としての実力がないと叩かれて平気な顔を取り繕つくろっても、俺は腹の中では不安でいっぱいだった。それをおまえに受け止められて、励はげまされて力づけられて……本気でおまえを、好きになって──その先は、どうすればいい？」

　突つき放される──そう思っていたのに、懇こん願がんするように両りよう肩かたを揺さぶられ、思わぬ言葉を突きつけられて、一樹はそれらを受け止めきれず瞬きも忘れてレオンを見つめた。

「俺はおまえが好きだ、それなのにおまえは自分に価値がないと言う。その理由も俺にはわからなくていいと拒きよ絶ぜつする。じゃあ、ここまでおまえを好きになった俺の気持ちは、どこへ行けばいいんだ。おまえを愛して大事にしたい、傷一つつけずに守りたい、そう思っている俺の気持ちは──？」

　真しん摯しな言葉と眼まな差ざしに一樹は束つかの間、声をなくした。まさかレオンがそんなふうに自分を思ってくれているなんて、夢にも思わなかったのだ。だってレオンには──

「君には、シンディがいるのに──？」

「なんで今シンディが出てくるんだ。誤魔化す気か!?」

　眦まなじりを吊つり上げたレオンに、そうじゃないと一樹はたどたどしく言い募つのる。

「だって、皆みんなが……君たちは昔付き合ってて、縒よりを戻もどすんじゃないかって……」

「確かに昔付き合っていたこともあるが、あいつと縒りを戻すなんて冗談じゃないぞ。絶対にあり得ない。そんな噂うわさ話ばなしを真に受けるな。俺が好きなのはおまえだ、イツキ」

　……好き？　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやき、一樹は啞あ然ぜんとしてレオンを見上げた。

「そんな……そんなの駄だ目めだ。俺は君に、そんなふうに思ってもらえるような人間じゃない」

「そんな価値はないとでも言うつもりか」

　頷うなずいた一樹にレオンはぎり、と奥歯を嚙かみ締しめ、近くにあった椅い子すを蹴けり飛ばした。なんでだよ、と呻うめくように言って肩で大きく息をつき、天てん井じようを仰あおぐ。そうしてしばらく呼吸を整え、深く息を吐き出してから、彼は再び一樹に向き合った。

「わかった。もういい。言いたくないなら事情は聞かない。その代わり、おまえは俺を守れ」

　急に話の方向が変わり、一樹の睫毛まつげがぴくりと震えた。今度は何を言い出したのだろう？

「盾にしかなれないなら、俺の盾になれ。他ほかの誰だれかのために傷つくくらいなら、俺を守って傷つけ。だが、覚えておけよ？　俺はそう簡単におまえを傷つけさせないからな。おまえが捨て身で俺を守るなら、俺もおまえのために身体張る」

「なっ……」

　思わず一樹は絶句した。それはどういう理り屈くつなのだ。

「何を言ってるんだ！　身体張るなんて、君は俳優じゃないか。俺は君のボディーガードで──」

「そんなの知るか。俺はおまえなんか雇やとってない」

「そんな屁へ理り屈くつ、通るわけないだろ！」

「いいからおまえは俺を守れ。おまえのことは俺が守る。それでいいだろ」

「どこがだよ!?　全然、何もよくないじゃないか」

「自じ慢まんじゃないがな、これでも俺はいわくつきの物件だ。あのウォルター・タウンゼントの隠かくし子だからな」

　思わぬ告白に一いつ瞬しゆん、一樹の理解が遅おくれた。

「ウォルター・タウンゼント……って、今朝テレビのニュースで報道されてた、上院議員で次期大統領候補の……？」

「そうだ。そのウォルター・タウンゼントだ」

　俺はそいつと俺のお袋ふくろが高校生のときにできた隠し子だ。と、重大な秘密をレオンは事も無げに明かした。

「タウンゼント家は代々上院議員を輩はい出しゆつする名門だ。スキャンダルは許されない。いざ議員に立候補すれば選挙戦の中傷合戦で過去を隅すみ々ずみまで穿ほじくり返されて、叩たたかれるのは必定だからな」

　だからレオンの母は身を引くようにと説得され、野放しにして秘密が漏もれるのを恐おそれたタウンゼント家の者たちによって一族の端はしに名を連ねる病弱な男と入にゆう籍せきさせられた。それが戸籍上の父親だと、なんでもないことのように言うレオンに一樹は驚き瞠どう目もくした。

「そんな……いいのか、そんなこと話して」

「よくはない。そのためにハワードをはじめ、色んな監かん視しがついていたんだ。ガキの頃ころからな」

　目立つな、騒さわぐな、でしゃばるなと、何かにつけてレオンとその母親はタウンゼントの権力によって押さえつけられた。ハワードを代理人として資金援えん助じよと称しようした口止め料を押し付けられ、テレビの世界での活かつ躍やくを夢見ていたレオンの母はその夢を潰つぶされた。レオンはそれに反発し、不ふ屈くつの意志で夢を追いかけ、度たび重かさなる圧力を撥はね除のけて現在の地位を築いたのだ。

「タウンゼントが次期大統領候補として騒がれだしてから、隠し子の発覚を恐れてまた監視の目が厳しくなってる。セキュリティの暗証番号一つ自由にならないくらいにな。ハワードはそうやって俺に服従を強しいることで、自分の立場を忘れるな、騒ぎを起こすなと警告してるんだ」

「そんな……」

「俺は別にばれても構わない。ただ、そうなったら大おお騒さわぎになるだろうな」

　当然だ。こんなことが公おおやけになればメディアが殺さつ到とうするどころか、政治的な駆かけ引きに巻き込まれ、場合によってはテロリストの標的にされかねない。

「どうだ。守り甲斐がいがあるだろう？」

　にやりと不敵に笑うレオンに、一樹の混乱は深まってゆく。

「俺の背中はおまえに預けた。好きに守れ。ただし、これだけは覚えておけよ。もしおまえが俺を守るために傷ついたなら、その事実に俺は傷つく。精神的に深く、な」

「何言っ…て……」

　一樹は戸と惑まどい、困って眉まゆ尻じりを下げた。そんなことを言われても一樹は盾たてになる以外、レオンを守る方法を知らないのに。

「おまえが自分を粗そ末まつにするたび、俺のダメージはでかくなる。もしおまえが俺のために命を落としたら、俺はその後一秒だって生きてはいない」

　だから、とレオンが両手を差し伸のべて、色を失くした一樹の頰ほおを包み込んだ。生まれたばかりの雛ひな鳥どりを包むかのようにそっと、優やさしく。

「俺を本気で守るつもりなら、まずは自分を大事にしろ」

「けど、俺は……っ」

「できないなら別にいいさ。その分俺が守るからな。おまえを真似まねて、捨て身でだ」

　そんな、とあまりのことに一樹が言葉を失ったとき、コン、と外からドアがノックされた。

「そろそろ時間だぜ」

「ああ。今行く。ちょうどこっちも話がついたところだ」

　話なんて何もついていない。一樹は焦あせってレオンを見上げたが、彼はこちらを見もせずに一樹の肩を軽く押すと、その脇わきを通り過ぎた。

「レオン、ちょっと待ってくれ……！」

「おまえはいい。少しここで頭を冷やしてろ」

　ドアを開いて肩かた越ごしに振ふり返ったレオンが、強い眼差しを向けてきた。

「逃にげられると思うなよ。俺は今まで思う通りに生きてきたし、欲しいものはすべて手に入れてきた。もちろん、これからもそうだ」

　それはそうなのかもしれない。だが、レオンは一つだけ酷ひどい思い違ちがいをしている。

「駄目だ、レオン。俺を守るなんて、そんなこと考えないでくれ。俺には本当に、君にそんなふうに思われる価値なんかないんだ。だって俺は──」

　切せつ羽ぱ詰つまった一樹の声にレオンが僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。その肩越しにアレックスの姿も見える。

　これを言えば二人の信しん頼らいを失うことになるだろう。それが怖こわくて固く瞼まぶたを閉とざしながらも、一樹は真実を明かした。

「俺は、両親を殺したんだから──！」







　　　　５




　翌朝、一樹はレオンのガードを外れてイージス・セキュリティ・サービス本社に向かった。

　昨夜、ボディーガードの身で、あろうことかクライアントに庇かばわれ怪け我がをさせてしまったことを報告すると、朝一で出社し、詳くわしい説明をするようにと命じられたのだ。

「申し訳ありません」

　ヒル・ストリート沿いに建つ本社ビルの社長室で事の顚てん末まつを話し終えると、一樹は深く腰こしを折った。じっと目を閉じていたクラインが瞼を開き、マホガニーのデスクに肘ひじをつくと両手を緩ゆるく組み合わせる。

「──さて、どうしたものかな」

　昨夜ゆうべ、同じ報告を受けたハワードは激げき怒どした。一樹を罵ののしるだけでは気が済まず、クラインにも猛もう抗こう議ぎをしたらしい。

　──もし会社を訴うつたえられたら、俺はどう責任を取ればいいんだろう。

　アメリカは訴そ訟しよう社会だ。そしてハワードはやり手の弁護士である。自分の失態が会社とクラインにどれだけの損害を与あたえることになるのか、それを思うと血の気が引いた。

「まあ、とりあえず頭を上げなさい」

　クラインは社員の失敗を声を荒あららげて責めるような人ではない。だが、いつもと変わらず穏おだやかな声を掛かけられると余計に居たたまれなくなる。迷惑をかけていることが申し訳なく、そんな自分が情けなくて、一樹は頭を上げたものの顔を上げることはできなかった。

「そんなに硬かたくならなくてもいい。裁さい判ばん沙ざ汰たにはならないから安心しなさい。その件は既すでに話がついているんだ」

「……申し訳ありません」

「クライアントに怪我を負わせてしまったことは見み逃のがせない失態だ。君らしくないな、一樹」

　はい、と俯うつむいたまま一樹は頷うなずいた。

「しかも庇われたというのが問題だ。クライアントに気き遣づかわれるようではボディーガード失格だよ。我々の仕事はクライアントを守ることだ。気遣われたということは、クライアントが君に不安を感じたか、守られることに罪悪感を抱いだいてしまったか──理由はどうあれ、クライアントに安心感を与えることができなかった、ということだ」

　クラインの指し摘てきは、昨日アレックスに言われたことと同じ意味を持っていた。一樹には返す言葉もない。しかし、次の台詞せりふに一樹ははっと顔を上げた。

「一樹。君はレオン・ランバート氏の警護から外れてもらう」

「そんな……！　待ってください！」

　こんなことを言える立場でないことは、よくわかっている。けれど考えるより先に声が出て、気づけば一樹はクラインのデスクに身を乗り出すようにして頭を下げていた。

「お願いします。俺に警護を続けさせてください」

　クラインの驚おどろいたような、どこか訝いぶかしげな視線を感じた。自分でもどうしてこんなに必死になっているのかわからないまま、一樹は頭を下げ続けた。

「俺はクライアントに怪我を負わせるという重大なミスを犯おかしました。クライアントに精神的な負担をかけていたことに気づかなかったことも反省しています。こんなことは二度とないように注意し、改善します。だからどうか、レオン・ランバート氏の警護を続けさせてください」

「だが、今回ランバート氏の受けた傷が浅かったのは単に運がよかったからに他ほかならない。もしまたこんなことがあれば、そのときにはクライアントを命の危険に晒さらすことになりかねないぞ。自分の身を守る気のない人間を守るのはとても困難だ。もちろん君にはよくわかっていることだと思うがね」

　最後の一言に多くの含ふくみを持たせ、クラインは緩く組み合わせていた指を解ほどいた。

「一樹。君はどうしてボディーガードになった？」

　入社前にも同じ事を尋たずねられた。それを思い出しながら、一樹も当時と同じ答えを口にする。

「もう誰だれも失いたくないからです」

　自分一人の力では大したことはできないけれど、非道な襲しゆう撃げき者から大切な人やものや、縁えんあって担当したクライアントを守りたい。そしてクラインの役に立ちたい。昔からずっと変わらないその思いを伝えると、以前は納なつ得とくしてくれたはずのクラインが厳しい気配を纏まとった。

「そのためなら自分はどうなってもいい。そんなふうに思っているから、こんなことになったんじゃないのか？」

　ぐ、と一樹は返答に詰つまった。これもアレックスに指摘されたことだ。特に意識したことはなかったが、二人に同じ事を言われた以上、一樹はそのように行動しているのだろう。

「一樹。君はあの事件のことを、今でも負い目に感じているね？」

　再びクラインの気配が和やわらぐ。掛けられた言葉に唇くちびるが震ふるえた。

「そう、かもしれません」

「それがあるうちは、ボディーガードとしてはまだまだだ。しかもそれをクライアントに悟さとられるようでは、警護を続行させるわけにはいかない。別の者と交代させる」

　反論の余地もない。クラインの言うことは正しく、確かだ。

　──でも途と中ちゆうで降りるなんて嫌いやだ。

　これは一樹の我が儘ままだ。だが、できれば最後までやり遂とげたい。頭ではクラインの言うことを理解しているのに心はそれを飲み込めず、握にぎった拳こぶしを震わせながら一樹は唇を嚙かみ締しめる。

「……どうしてそんなに今回の仕事に固こ執しゆうするんだね。他にも仕事はあるだろう」

「それは……」

　レオンを守りたいからだ。だが、その理由を問われると一樹にもよくわからない。

「では、質問を変えよう。これまでのクライアントと彼とでは何が違ちがう？」

　これも難しい問いかけだった。一樹は過去のクライアントとレオンを頭の中で比ひ較かくして、けれど答えが出ずに自分の心を覗のぞき込んだ。そこには明確ではないけれど、ばらばらになった答えの破は片へんが散らばっている。一樹はそれらを拾い集め、不器用ながらも言葉にした。

「レオンはこれまでのクライアントとは違って、俺を一人の人間として扱あつかってくれて、気遣ってくれて……でも、そうじゃない。違うのはレオンじゃなくて、俺の気持ちなんです。理由は自分でもわかりません。けど最後までレオンを守りたい。他の誰かに任せるのは嫌なんです」

「一樹がそういう執しゆう着ちやくを見せるのは初めてだね。そうか、なるほど」

　さて、どうしたものか──再びそう呟つぶやくと、クラインは椅い子すに深く掛け直して考え込んだ。

　まだ再考の余地はあるだろうか。デジタル表示の時計が音もなく時間を数え、広い室内には静せい寂じやくが満ちる。一樹は固かた唾ずを飲のんでクラインの出す結論を待ったが、目を閉じたクラインは貝になったかのようになかなか目も口も開かない。

　そしてどのくらい経たった頃ころだろう。ふ、とクラインが目を開いた。だがそれは結論を出してのことではない。クラインが感じ取った異変を一樹も察知し、背後を振り返った。

　ドアの外が俄にわかに騒さわがしくなり、何か言い争うような気配がある。

「ですからこちらでお待ちくださいと、何度も申し上げて──、あっ、ちょっと困ります、勝手に入られては……！」

　秘書の女性の甲かん高だかい声がしたかと思うと乱暴にドアが開き、目ま映ばゆいブロンドの髪かみをした長身の男が室内に踏ふみ込んできた。その後に、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみの男が続く。

「ほう、これは噂うわさをすればというやつだね」

「レオン!?　どうしてここに……アレックスが連れてきたのか!?」

「まさか。クライアントがどうしても行くって聞かねえから、ガードしてきただけだ」

　本当は案内したのだろうに、アレックスは悪びれずに肩かたを竦すくめてみせる。その間にレオンはデスクへと足早に近づき、一樹の肩を軽く押しやると立ち上がったクラインの正面に立った。

「ようこそ、イージス・セキュリティ・サービスヘ。昨日はうちの者が不始末を致いたしまして、大変申し訳ございませんでした」

　お加減はいかがですか。そうレオンを気遣いながらクラインがデスクを回り、レオンをソファセットへと促うながす。だがそれを無視したレオンは、挨あい拶さつもなく口火を切った。

「イツキは俺のボディーガードだ。それを、俺に一言の断りもなく勝手に呼び戻もどすなんて、いったいどういうことなんだ」

「これは失礼。だが、彼はうちの社員でもあるのですよ。それに昨日、貴方あなたに怪け我がを負わせるというミスをしている。詳くわしく話を聞いて、担当者を替かえるなり処分を下すなり、こちらにもやらねばならないことがあります」

「担当者を替える？　イツキの代わりに別の奴やつを俺のところへ送り込むつもりか」

「場合によっては」

「断る」

　レオンは即そく答とうし、一樹の二の腕うでを摑つかんできた。驚く一樹には目もくれず、レオンはクラインを見み据すえている。

「俺のボディーガードはイツキだ。それと、そこに立ってるイツキのパートナーと」

「アレックスだ。いい加減、覚えろ」

　どこか事態を面おも白しろがっている調子でアレックスが茶々を入れている。レオンに腕を摑まれたまま、一樹は混乱しながらも何とか事態を把は握あくしようと試みた。

　──なんで？　どうしてレオンが今ここにいるんだ。今日の撮さつ影えいは十時半には始まるのに。

　時刻は既すでに九時を回っている。メイクや着き替がえ、打ち合わせなどのことを考えれば、もうスタジオ入りしていなければならない時間だ。それなのに今、レオンはここにいる。昨日、怪我を負わせてしまったのに一樹のことを自分のボディーガードだと言って、腕を摑んでいる。

　──どうして、こんな迎むかえにくるような真似をするんだ。

　口元に薄うすく笑えみを溜ためたアレックスから、一樹はレオンへと視線を移した。

「なぜ一樹を？　彼は任務に失敗し、貴方に怪我を負わせた。それでも一樹を望むなら、その理由をお聞かせ願えませんか。でないとハワード氏に申し開きができません」

　クラインの問いかけは一樹の胸中を代弁したかのようだった。レオンは睨にらむようにクラインを見据えたまま口を開く。

「今回の件はハワードが直接あなたに相談したんだろう？　だったらあなたは俺の事情を知っているはずだ。警備会社がクライアントの身辺を調査するのは当たり前だからな。何も知らない警備会社に俺のことを任せるはずがない」

　事情というのはレオンの実の父親のことだろう。はっきりとは言わないまでも、そんなことを口にして大だい丈じよう夫ぶなのかとはらはらしながら一樹はレオンとクラインのやり取りを見守った。

「なるほど。それで？」

　クラインは目顔で肯こう定ていを示し、先を促す。

「そういう事情から俺は基本的に警けい戒かい心が強い。近づいてくる人間はまず疑ってかかるし、信用できるか試ためしもする。おかげで大たい抵ていの人間には嫌きらわれるんだ。こっちが相手を安全だと見み極きわめる頃には、相手にはもう嫌われている。けど、イツキは違ちがった」

　ふいにレオンの瞳がこちらを向いて、一樹は小さく息を吞む。

「こいつは今まで出会った他の誰とも違うんだ。イツキなら信用できる。こいつは馬ば鹿かで危なっかしいが、言葉や態度に噓うそや誤ご魔ま化かしはなかった。いつも真正面から俺を受け止めてくれた」

　酷ひどい言葉で傷つけたのにボディーガードを止やめる素そ振ぶりも見せず、手酷いやり方で試しても態度を変えなかった。守ると言ったら本当に守るし、愚おろかなほどの真っ直すぐさで自分の心を解ほぐしてくれた唯ゆい一いつの人間だ。そんなふうに答えたレオンに、クラインがやや試すような目を向ける。

「だが、彼は貴方に怪我を負わせた」

「あれは俺が勝手に手を出したんだ。イツキが悪いんじゃない」

「クライアントに庇かばわれるようでは、ボディーガードとしては失格なのだがな」

「失格だろうと何だろうと、そんなことはどうでもいい」

　急にレオンに肩を抱だき寄せられ、一樹はその手の強さにどきりとした。

「イツキは自分のことに関してはこっちが怖こわくなるほど無む頓とん着ちやくだ。誰だれかを守るために必要だと判断すれば、こいつはきっと自分の骨の一、二本くらい平気な顔して折るだろうな。だが俺は、イツキにそういうことをさせたくない。自分を大事にして欲しい。他人に対してそんなふうに思うのは初めてだ」

　今まで誰がどうなろうと構わなかった。ハワードや実父の権力に抑よく圧あつされ、囲い込まれる圧あつ迫ぱく感かんから何とかして逃のがれようと、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだった。そんな自分から人間らしい気持ちを引き出したのは一樹なのだと、レオンの眼まな差ざしがクラインを射る。

「イツキになら命を預けてもいい。こいつの命を引き受ける覚かく悟ごだってある。だが、他ほかの人間じゃ駄だ目めだ。俺はイツキでなければ駄目なんだ」

　そこまで言い切ったレオンに一樹は呆ぼう然ぜんとし、アレックスが口笛を吹ふくのにも気づかずに端たん整せいな横顔を見つめた。

　──いったい何を言い出すんだ。

　自分はレオンにそこまで思ってもらえるような人間ではない。それなのに、とあまりのことに恐きよう怖ふさえ覚えた。そうして一樹が声をなくしている間にも、クラインとレオンの間で話は進んでいく。

「では、どうしてもボディーガードの交代は認めないと？」

「当然だ」

「それでも一樹を外すと言ったら？」

「あなたの名前を使って俺の事情を公表する」

「なっ、レオン!?」

　一樹はさっと顔色を変えた。もしレオンがそんな暴挙に出れば、クライアントの身辺調査を公表したことにされてイージス・セキュリティ・サービスとクラインの信用は失しつ墜ついするだろう。一方、レオンも無傷では済まず、彼の身辺は政界を巻き込んでの大だい騒そう動どうになるはずだ。

　しかし、青あお褪ざめた一樹をよそにクラインは口元にかすかな笑みを湛たたえた。

「困りましたな……。そこまで言われては仕方がない。わかりました。もうしばらく一樹には貴方のガードとしての任務を果たしてもらいましょう」

　え、と弾はじかれたように一樹が顔を上げ、レオンが口元を緩ゆるめる。クラインはそんな二人に、ただし、と釘くぎを刺さすのを忘れなかった。

「もしまた同じようなことがあれば、そのときはガードを交代させます。これは譲ゆずれません」

　宜よろしいですね？　そう念を押したクラインにレオンが頷うなずく。これで一樹は、再びレオンのボディーガードとして彼を守ることになった。

「九時半だ。そろそろ行かないと間に合わねえぞ」

　アレックスの一声で、三人は急いでビルを出た。路上に停とめていた車の運転席にはアレックスが乗り込み、一樹はレオンに腕を引かれて後部シートに座らされた。

「あの、怪我の具合は……？　撮影に影えい響きようしそうか？」

「大丈夫だ。撮影中は手て袋ぶくろをするから傷は隠かくれるし、もともと大した怪我じゃないしな」

　レオンが包帯の巻かれた右手を軽く振ふるのに、一樹はほっとして少しだけ身体からだの力を抜ぬいた。

「よかった。けど、なんで社長にあんなことを……？　俺のミスを庇ってまで、どうして──」

「別に庇ったわけじゃないぞ。事実を言っただけだ。それに前に言わなかったか？　俺は好きなもののために手間をかけるのは嫌いじゃないんだ」

　むしろ好きだし、楽しい。そう続けたレオンは本当に満足そうだ。だが、一樹にはどうにも腑ふに落ちなかった。

　──さっきの言葉は本当なのか……？　俺に命を預けてもいい、なんて。

　そして一樹の命を引き受ける覚悟もあるだなんて、どこまで本気で口にしたのだろう。単に勢いで口走っただけなのかもしれないが、もしすべて本気ならレオンにそこまで言われる理由がわからない。一樹はちらと隣となりの様子を窺うかがった。

　──何もなかったみたいな顔してるけど。俺、昨日……言ったよな。

　両親を殺した、と。

「レオン、君は本当に俺がボディーガードでいいのか？」

「俺はおまえがいいんだ」

「けど、どうして俺なんか……」

「それはさっき言っただろ。何なら昨日の告白からやり直すか？」

　そういえば、それもあったのだ。

「おまえが好きだ。だから傍そばにいて欲しい」

　あまりにもストレートな物言いに、一樹は思わず赤くなった。そんなやり取りを聞いていられなかったのだろう、アレックスが無言で運転席と後部座席との間に仕切りを立てた。

「でも、シンディは？」

　おずおずと問いかけると、あっさり答えが返ってきた。

「昨日も言ったろ。あれはただの友人で、仲間だ」

　そんなふうにはとても見えない。そう思ったのが顔に出たのか、レオンが口調を改めた。

「確かに仲はいいさ、長い付き合いだからな。ただシンディは特とく殊しゆな奴やつで、今は俺のことを好きなように見えるかもしれないが、それは俺が恋こい人びと役だからだ。昔、俺達が付き合っていたのもアクターズ・スクールの課題で恋人役を演じた間だけだったしな」

　シンディは役に入り込むタイプで、演じている間は役の上での恋人のことを本当に好きになるのだという。別の作品に出演して恋人役が変われば好きな相手も変わってしまい、その仕事が終わって役を離はなれると綺き麗れいに忘れてしまうのだと、驚おどろくような事実をレオンは告げた。

「あんな厄やつ介かいな奴とは誰も付き合えないんじゃないか？　少なくとも俺はご免めんだ」

　肩かたを竦すくめたレオンの表情に噓の色はない。俄にわかには信じ難がたい話だが、ショービジネスの世界には変わり者が多いと聞くし、そういうこともあるのかもしれない。

　それなら、レオンが一樹を好きだというのは本当なのだろうか？

「……あの、レオン。俺、両親を殺したって言ったよな？　怖くないのか？」

「そっちこそ、どうなんだ。俺はおまえが好きだと言ってるんだぞ？　男に本気で惚ほれられてるんだ、怖くないのか」

　そんなふうに茶ちや化かした後でレオンがふいに真顔になった。

「両親を殺すなんて、おまえにそんなことができるわけない」

　断言され、一樹はぎくしゃくと目を逸そらした。

「な、んで……そんなことがわかるんだ」

「わからないさ。おまえが話してくれなきゃ俺には何もわからない。けど、おまえには人は殺せない。俺はガキの頃ころからチャイナタウンの道場で、強ごう盗とうや軍人崩くずれの荒あらくれ者や犯罪者予備軍を腐くさるほど見てきたからな。おまえにそんなことができるとは思えない」

　本当は問い詰つめたくて仕方ないんだけどな、とレオンが片かた頰ほおを歪ゆがめて苦く笑う。

「気になって昨夜は眠ねむれなかった。けど、あんな今にも泣き出しそうな顔をされちゃ、さすがに突つっ込めないだろ。おまえを悲しませたくないんだ。だから話してくれるまで待つさ」

　今も一樹の中では止やまない雨音が響ひびいている。けれど、なぜだろう。レオンの声はそれを綺麗にすり抜けて、不思議とまっすぐに届いてきた。

　──話したら、レオンは俺のことをどう思うだろう。

　今度こそ嫌きらわれるかもしれない。そう思うと胃の辺りが凍こおるように冷たくなる。

　──やっぱり無理だ。

　話せない。けれど、他の誰でもなくレオンにこそ聞いて欲しい。相反する思いが同時に込み上げて、胸の中で鬩せめぎ合う。そしてしばしの逡しゆん巡じゆんの後、一樹は思い切って口を開いた。

「俺の父親はボディーガードだったんだ」

　最初の一言を発するのには勇気がいった。だが、発してしまえば続く言葉は案外さらさらと流れ出た。硬かたく張り詰めた声こわ音ねはどうしようもなかったが。

「日本は世界一ボディーガードが安全な国だって言われているけど、父さんはアメリカで経験を積んでから日本の警備会社に就職した人で、どこかの国の王族や海外の有名人が日本にくると必ず指名されるくらい優ゆう秀しゆうなボディーガードだった」

　その事件が起きたのは、一樹が十歳になった冬のことだった。

　日本でのコンサートを控ひかえたある海外の有名歌手が、公演中に殺してやるという殺人予告を受け取り、一樹の父が指名されてその歌手のガードについた。父は五日間、その歌手をかすり傷一つ負わせずに守りきり、コンサートは大成功のうちに幕を下ろした。

　その翌日、来日公演の成功を祝うパーティに招かれたのだ。父と母と、一樹まで。

　それは凍いてつくような冷たい雨の降る夜だった。

「パーティは海に面した一流ホテルの大広間で開かれたんだ。人種も言葉も違ちがう人達で会場はいっぱいで、綺麗な料理と飲み物が沢たく山さん用意されてた」

　子供だった一樹には夢のように華はなやかな世界だった。パーティの途と中ちゆうでその歌手が歌を披ひ露ろうすることになっており、生花で贅ぜい沢たくに飾かざり付けられたステージも用意されていた。

「その会場で、俺はステージの花の中に埋うもれていた四角い小さな箱を見つけたんだ」

　最初は時計が落ちているのかと思った。デジタル表示の数字が点てん滅めつしていたからだ。

　だが、それは時計ではなく表示されていたのはただの数字だった。一樹が見つけたときは１７０だった数字が、一秒ごとに点滅しながら１６９、１６８……と減っていく。

「何か変だと思って、俺はそれを父のところに持っていった。そうしたら──」

　父の顔色が変わった。見たこともないような深刻で険しい表情をして、どこで見つけたのかと尋たずねられた。ステージの花の中だと答えたら、ますますその顔が険しさを増した。

「父さんは全員避ひ難なんするように言った。時限爆ばく弾だんが仕し掛かけられている、って」

　最初は冗じよう談だんだと思ったらしく招待客の反応は鈍にぶかった。だが父がその歌手に信しん頼らいされているボディーガードだと知ると、その言葉を信じて人々は一いつ斉せいに逃にげ出した。

「俺は逃げなかった。だって父さんが爆弾を持ってその場に残ってるんだ。逃げようなんて思わなかった、それを父さんに渡わたしたのは俺だったから」

　館内に緊きん急きゆう避ひ難なんのアナウンスが響く中、何とか解除できないかと父は爆弾をあらゆる角度から検分していた。だが急に顔を上げ、その場に残っていた一樹と母を一いつ瞬しゆん強く抱だき締しめて、

『逃げるんだ』

　そう言うなり身を翻ひるがえした。その爆弾を持ったまま。

「俺は父さんを追いかけた。父さんは爆弾を持って、避難指示とは逆方向へ走っていったから」

　父が海に向かって大きく張り出した展望室へ向かったことはすぐにわかった。そこで何をするつもりなのかなんて、考えるまでもない。

　一樹は必死に父の後を追った。その一樹を母が懸けん命めいに追ってきた。そして後ろから羽は交がい締じめにされて、それを振り解ほどいて走ろうとしたら物もの凄すごい音と衝しよう撃げきに全身を弾はじき飛ばされて──

「何が何だかわからなくなって……気がついたら病院のベッドの上だった」

　その爆ばく発はつで父は亡なくなり、母も一樹を庇かばって息を引き取った。

「俺だけ助かったんだ。爆弾を見つけて、父さんに渡した俺だけが、生き残った……」

　一樹は無表情に宙を見つめた。顔には出ない感情が膝ひざの上で握にぎり締めた拳こぶしの震ふるえに表れている。だが、その震えにも、自分の拳をレオンの手に包まれたことにも気づく余よ裕ゆうなどない。

　今この瞬しゆん間かん、一樹の心は少しも薄うすれることのない過去に立ち戻もどっていた。

　──あんなもの、見つけなければよかった。

　父に渡さなければよかった。爆弾を見つけたのは一樹だった、それなら両親ではなく自分が死ねばよかったのだ。

　その思いは深く一樹の中に根付いている。冷たい雨は降りやまず、あたかも囚しゆう人じんを閉じ込める檻おりのように一樹をあの夜に閉とざし続けている。

「俺は両親を無む為いに死なせてしまった。俺が殺したも同然だ。だから俺には人並みの人生を送る資格なんかない。生きてる価値もない。……でも、そんな俺を社長が引き取ってくれて、生きる意味を与あたえてくれたんだ」

　クラインは一樹の父の親友で、かつての仕事上のパートナーでもあった。

「社長は俺を大事にしてくれた。両親のことは俺のせいじゃない、爆弾を仕掛けた人間が悪いんだって、何度もそう言ってくれた」

　眠れない夜は色んな話を聞かせてくれて、悪夢に苛さいなまれれば大だい丈じよう夫ぶだと抱き締めてくれた。爆ばく発はつ騒さわぎや爆弾テロのニュースがテレビで流れるたびに、両親のことを重ね合わせて泣き叫さけぶ一樹を根気よく宥なだめてくれた。そんなとき、クラインが独り言のように呟つぶやいたのだ。もう二度とこんなことが起きないように僅わずかでも力を尽つくさなければ、と。その言葉は一樹の中に大きな変化をもたらした。

「そんなことができるのかって最初は疑問に思った。でも、もしできるのなら俺も何かしたい。そう思って社長に訊きいてみた。そうしたら社長は、そのために警備会社を設立したんだって話してくれて、一いつ緒しよに働くかって誘さそってくれて──」

「それでボディーガードになったのか」

　重くて辛つらい一樹の話に最後まで黙だまって耳を傾かたむけていたレオンが、そこでようやく口を挟はさんだ。

　一樹は小さく顎あごを引く。

「俺には何の価値もない。それなのに生き残ってしまった。だからこの命と先の人生は、大切なものを守るために使おうと思ったんだ。社長と同どう僚りよう、会社。それから自分以外の価値ある誰だれかを守るために消費されるべきだって」

　これまで意識してそう考えていたわけではない。だが、話しているうちにわかった。自分の心の中には常にそんな思いがあったのだ。

「おい、ちょっと待てよ。それは違ちがうだろ」

　握った拳に圧力を感じ、いつの間にかレオンの手に包まれていたことに一樹は気づいた。

「全然違う。何だよ、消費って。だから今まで他人の盾たてになってきたっていうのか？　何馬ば鹿かなこと言ってるんだ、そんなのどう考えたっておかしいだろ」

　何もおかしくない。一樹の中では筋が通っている。けれどレオンは理解できないという顔で、一樹の頰ほおを両手で挟み、痛いほど真しん剣けんな目を向けてきた。

「ご両親は確かに気の毒なことだった。けどな、おまえが彼らを殺したっていうのは違うだろ。死ぬべきところを偶ぐう然ぜん生き残ったわけでもない。おまえの両親は、自分たちの意思でおまえを守ったんだ。それは命と引き換かえにしても構わないほど、おまえが大事だったからだろ!?」

　それを価値がないだと？　と呻うめくように言った声がかすかに震えている。

「価値がないから盾になる？　他人のために自分を消費するだって？　それじゃおまえの両親の思いはどうなるんだ。おまえがそんな生き方をしてたら、それこそ無む駄だ死じにじゃないか！」

　ぴくりと一樹の瞼まぶたが震える。レオンは頰から手を離はなし、逃げかけた一樹の両りよう肩かたを摑つかんだ。

「おまえの両親は、そんな馬鹿げたことをさせるためにおまえを助けたんじゃないはずだ。おまえが大事だったからだろう？　おまえを愛して、生きて幸せになって欲しかった、理由なんかそれだけに決まってるじゃないか！」

　その大事な息子むすこが生き残った負い目を抱かかえて、他人のために命を消費するのが自分の人生だと思い込んでいる。そんなことを知ったら彼らはどれだけ悔くやしくて悲しい思いをするか、そんなこともわからないのかと、レオンの眼まな差ざしがいっそう強く一樹の心を貫つらぬいてくる。

「……わかってる。俺だってわかってるんだ、そんなこと。でも……怖こわいんだ」

　凍ったように硬くなっていた一樹の双そう眸ぼうが俄にわかに揺ゆらいだ。

「もうあんな酷ひどいことが起きるのは嫌いやだ。誰かが目の前で死ぬなんて嫌だ、何もできずにそれを見ていることしかできないのも、大切な人を失うのも嫌だ、そんなのもう嫌なんだ……！」

　だから、と一樹は冷たい指でレオンのシャツの胸を摑んだ。

「俺を守るとか、そんなことは考えないでくれ。昨日みたいなことは二度としないで、大人しく守られていてくれ。あんなことは沢山だ、だから約束してくれ、頼たのむから……っ」

　君が傷つくのは嫌なんだ。必死にそう訴うつたえるのに、レオンは首を横に振ふる。

「そんな約束、できるわけないだろ？　俺だって、おまえが俺のために傷つくのなんか真っ平だ。そのくらいわかれよ、俺はおまえが好きなんだぞ」

「だから俺にはそんな価値はないって言ってるだろ」

「それを決めるのはおまえじゃない。俺だ。それに人を好きになるのに、価値のあるなしは関係ないだろ。俺はただおまえが好きなんだ。おまえがおまえだから、好きなんだ」

「やめろ、レオン。それ以上は──」

「聞けよ！　俺はイツキが好きだ。意志が強いくせに脆もろいところも、馬鹿がつくほど真面目まじめなところも、危なっかしくて手の掛かかるところも全部ひっくるめておまえが好きだ。他ほかの人間なんて考えられない、おまえでなきゃ駄だ目めなんだ……！」

　嫌だ、それ以上聞きたくない。そういうように一樹は頭かぶりを振った。そんなことを言われたら、両親と同じようにレオンを失いそうで怖い。あんな思いをするのはもう嫌だ。耐たえられない。

　けれど恐おそれる一方で、どうしようもなく胸が熱くなった。レオンの言葉を聞いていると、歪いびつな形に凍こおりついていた心が溶とかされていくような気持ちになる。自分の罪を許されて、もう大丈夫だと抱き締められているかのような心地ここち好よさを感じてしまう。

　胸の中で鬩せめぎ合う二つの気持ちを、どう処理すればいいのか。もう一樹にはわからない。

「俺の気持ちは迷めい惑わくか？　俺に好かれるのは気持ち悪いか？」

　一樹が首を振ったことで拒きよ絶ぜつされたように感じたのだろう。硬かたい声で尋たずねてくるレオンに、一樹は混乱したままゆるりと顔を上げた。

「……困る。けど」

　迷惑だとは思えなかった。自分を守ると言われるのは困るし、そんなに熱い眼差しで見つめられると心臓がドキドキして逃げたいような気持ちになる。けれど本気で逃げたいわけではなく、嫌なわけでもなかった。考えてみれば、最初に身体からだに触ふれられたときもレオンを怖いとは思ったが、嫌けん悪お感はなかったのだ。

「迷惑じゃないし、気持ち悪くもない。でも……やっぱり駄目だ」

「なんでだよ？」

「だから、さっきから言ってるだろ。俺は君にそんなふうに思われていい人間じゃないし、君が俺のことを……好きでいてくれるのはわかったけど、それを受け入れて、一人で幸せになんかなれない。それに、……失うのが怖いんだ」

　正直に自分の気持ちを告げると、レオンの眉まゆがぴくりとした。

「……それは、おまえも俺のことが好きだってことか？」

　思いがけないことを言われ、え、と一樹は目を見開いた。そんなことを言った覚えはまったくない。しかしレオンの表情には自信と確信が広がっている。

「俺の気持ちを受け入れたら、おまえは幸せになるんだろう？　それを失うのが怖いと思うなら、それはもう答えじゃないのか」

「なっ、違う！　俺はそういうつもりで言ったんじゃない。ただそう思ったから──」

「思ったままを口にしたなら、それは本音ってことだよな」

　そうなのだろうか？　好きか嫌きらいかの二択たくならレオンのことは好きだ。ただ、それが普ふ通つうの「好き」なのか恋れん愛あい感情の「好き」なのか、判断がつけられない。一樹にとっては恋愛なんて別世界の出来事も同然だったからだ。

　困こん惑わくする一樹の頰をレオンが再び包んでくる。

「そういうことなら、約束してやる」

「約束……？」

　今度は何を言い出す気なのかと、一樹は少し警けい戒かいしながらレオンと視線を合わせた。

「約束だ。大人しく守られてやることはできないが、その代わり俺はおまえを置いていったりしない。おまえの前で傷ついたりしないし、おまえの犠ぎ牲せいになったりもしない」

　そんな不確かな事こと柄がらをどう約束するというのだろう。一樹はそう思ったけれど、レオンは一樹の抱える恐きよう怖ふを理解してくれたからこそ、そんな約束をくれたのだ。それがわかるから心が揺れて、馬ば鹿か馬鹿しいと切り捨てることができなくなる。

「だから大だい丈じよう夫ぶだ。そんなに怖がるな。俺はおまえを一人にはしない。絶対に、だ」

　レオンの不敵な笑えみを見たら、かつてクライアントがあのワンシーンを繰くり返し見ていた理由が、心の底からわかってしまった。こんなふうに言われたら、信じたくなる。信じて、怖くてもレオンへと足を踏ふみ出してしまいたくなる。けれど、

「レオン、俺は君のこと……」

　そこから先の言葉が見つからない。心の奥底から湧わき出いでて、溢あふれてきた気持ちが行き先を失い、胸に詰つまって苦しくなる。

　どうして、と自分の心を覗のぞき込んだとき、まっさきに見えたのは冷たい雨の降るあの夜だ。それを乗り越こえない限り、一樹にはどんな答えも見み出いだせないのかもしれない。

　知らず唇くちびるを嚙かみ締しめた一樹は、レオンに柔やわらかく抱だき寄せられた。

「その先は、今はまだいい。だが、近いうちに必ず俺が貰もらうからな」

　そう囁ささやいた唇が、一樹の額に柔らかく触れた。




　　　　＊




　水平線と空の狭はざ間まを茜あかね色いろに染め上げた落陽が、一ひと際きわ目ま映ばゆい光を放って海の向こうへと溶けるように消えた。たなびく雲や空を彩いろどる赤金の残照は胸が締め付けられるように美しいが、レオンのトレーラーの前に立つ一樹は夕景などには目もくれず、じっと埠ふ頭とうの先を見み据すえていた。

　六月になり、撮さつ影えいは終しゆう盤ばんに入っていた。今夜のロケは、クライマックスシーンの撮影だ。

　場所は随ずい分ぶんと昔に作られ、今は使われていない港であった。海に向かって突つき出した埠頭の先では、壁かべや床ゆかが半ば崩くずれて室内どころか鉄骨まで剝むき出しになった廃はい墟きよのような十階建ての建物が大型のライトに煌こう々こうと照らし出されている。

　主人公を廃はい棄き処分にしようとする犯罪組織の暗殺者集団と、自由を勝ち取ろうとする主人公が派手な死し闘とうを繰り広げる舞ぶ台たい。それが、この廃墟のセットだ。半ば崩れているとはいえホテル並みに大きな建物なので、撮影が始まれば一樹とアレックスは別の場所からそれぞれレオンを見守ることになる。そのために二人は無線を装備し、耳にはクリアイヤホンをつけていた。

『最終点検終しゆう了りよう。異状なしだ』

　レオンがアクションを行う場所や鉄骨の足場の点検を終え、アレックスが連れん絡らくを入れてきた。

『小道具や火薬関係の不備もなさそうだぜ。妙みような物が紛まぎれ込んでいる様子もねえ』

「了解。こっちも不ふ審しん者の気配はなしだ。今のところは」

　一樹が応じると、了解、とイヤホンからアレックスの返事が流れてくる。

　二人は昼から交代でセットや機材、小道具等のチェックを何度も行っていた。使用される銃じゆう器き類の点検や鉄骨の安全確かく認にん、火花を散らすことになっている無数に垂れ下がるコードや爆ばく薬やく、それが仕し掛かけられる場所などは特に念入りに調べた。

　どのスタッフからも文句が出なかったのは、シャンデリア落下の一件が事故ではないと明らかになったからである。調査の結果、鎖くさりの腐ふ食しよくは薬品によって促そく進しんされたものと判明し、映画会社は騒さわぎにならないように事実を伏ふせているが、捜そう査さは秘ひ密みつ裏りに進められていた。

　あの一件以来、襲しゆう撃げき者はなりを潜ひそめ、撮影は何事もなく進んでいたが、今回のロケは警戒せずにはいられなかった。落下防止の鉄てつ柵さくやネットが張られているとはいえ高所での銃じゆう撃げき戦せんや様々な規模の爆発など、危険なシーンが幾いくつもあり、全員を確認するのが不可能なほどスタッフ数は多く、いつどんな事故が起きてもおかしくない現場だ。しかも時間帯は夜である。夜や陰いんに乗じて事故を装った悪質な細工をされる危険性は、スタジオとは到とう底てい比ひ較かくにならない。

『脅きよう迫はく状の送り主が何か仕掛けてくるとしたら、今夜を置いて他にはねえな』

　アレックスの言葉に頷うなずいた一樹は、ふと考え込むように顎あごに指を添そえ、少し首を傾かたむけた。

「俺、あの脅迫状を初めて見たときからずっと気になっていたんだけど、やっぱりこれはレオンのファンの犯行じゃないと思う」

『ファンにしちゃ、やることが陰いん湿しつだしな。それにシャンデリアを落とすなんてことを女がやるとは思えねえし』

「うん。それにレオンのファンが、レオンに対してラブシーンを演じるのを止やめて欲しいと訴うつたえるのは理解できるけど、映画の出演そのものを止めろというのはちょっと乱暴だ。ファンならレオンの新作映画を心待ちにしているだろう？　レオンのファンが映画を降りろと極論を叩たたき付けるなら、それはレオンよりもシンディに向けられるのが自然じゃないか？」

　だが脅迫状はレオンのもとに届いた。ならばその送り主は、レオンがシンディと、ではなく、シンディがレオンとラブシーンを演じるのが耐たえられない男だという可能性はないだろうか。

『脅迫者はレオンのファンを装った、シンディのファンだってことか？』

「そうだとしてもおかしくない。それにあの紙。女の子が好きなスターに手紙を送るなら、普通は綺き麗れいな便びん箋せんを使うだろう？　でもあの脅迫状の送り主は一いつ貫かんしてコピー用紙を使ってた」

　随分と雑な選せん択たくだ。ハリウッド・スターに憧あこがれる女の子が選ぶものとは思えない。

『ま、その辺は警察に任せとこうぜ。俺達はクライアントの安全を第一に考えるんだ』

　ただし、とアレックスが声を低めた。

『捨て身は無しで頼たのむぜ』

　本当に心配されていたことを今いま更さらながらに思い知る。わかった、と真面目まじめに応じる一樹の声に、「準備お願いしまーす！」と撮影開始を告げるアシスタントの声が重なった。

『現場までの奴やつのガード、頼むぞ』

「了解」

　強い海風に乱れる髪かみを押さえ、一樹はトレーラーのドアをノックした。

「レオン、時間だ」

　今行く、という返事と共にドアが開いた。シャンデリアが落下したあの日と同じ、シャツ以外は黒尽ずくめの衣装でレオンがトレーラーから降りてくる。

　セットに向かうレオンに、一樹はぴたりとついて歩いた。残照も消え、辺りには夜の帳とばりが降りている。そんな中、煌々と灯ともるライトの光が周囲の闇やみをいっそう濃こいものにしていた。

　──打ち寄せる波音も風も邪じや魔まだな。異変に気づき難にくくなる。

　この三ヶ月の撮影期間で、今日ほど襲撃に向いた日はないのではないかと思うほど、ガードする側にとっては厄やつ介かいな環かん境きようだ。

「今日はピリピリしてるな。シャンデリアのとき以上だ」

「別にそんなことない。君は余計なことを考えず、撮影に集中してくれ。今日はいつも以上に危険なんだろう？　あんな鉄骨の上でのアクションなんて」

　廃墟として造られたその十階建ての建物は、しかしその半分は壁や床がない。レオンが撮影で立つ場所は、主に幅はば一メートル弱の鉄骨の上だ。

「リハーサルを見てただろ。撮影中は命いのち綱づなをつけるから大丈夫だ」

「でも普ふ通つうはそういうの、ＣＧを使ったりデジタル処理をするものだろう？　どうして本当にあんな高いところで、生身でアクションをこなさなきゃならないんだ」

「なんだ、心配してくれてるのか？」

　当然だ。この状じよう況きよう下でレオンが襲撃されるのも心配だし、いくら仕事とはいえそんな危険に身を晒さらすレオンのことも心配だった。けれど素す直なおにそう言えなくて、一樹は唇を引き結ぶ。

　レオンがふいに微笑ほほえんで、一樹の髪をくしゃりと乱した。

「好きだ、イツキ。だから、おまえを悲しませるような真似まねは絶対にしない」

　どきりと心臓が跳はねた。告白されてからというもの、一樹は毎日この手の台詞せりふを聞かされているが、未いまだに慣れることがない。そして今日のように不安が大きいときは、レオンの気持ちを退けるどころか縋すがりつきたくなってしまう。

「大丈夫だ。約束しただろ？　俺はおまえの前で怪け我がなんかしない」

　けれど、いくらレオンが注意しても、何か仕掛けられていたらどうしようもない。

　ふいに耳を打つ波音が雨音にすり替かわったような気がして、一樹は眼まな差ざしに力を込めた。

「君に怪我なんかさせない。もし何か危険があったら俺達が必ず排はい除じよする。絶対に守るから」

　自分の気持ちなど後でいい。クランクアップまでレオンを守りきる。今はそれ以外のことを考えるべきではなかった。レオンはこの作品に懸かけている。ならば一樹は撮影期間が終わるまで、誰だれにも何にもレオンの邪魔をさせはしない。絶対に。

「サンキュ。でもそんなこと、今更言われなくてもとっくに信じてるけどな。おまえも約束を信じて、ちゃんと俺を見てろよ」

　行くぞ、とレオンがセットの中に入っていく。

　──信じて、それで願いが叶かなうならいくらだって信じる。

　だが現実はそこまで甘くない。願いを叶えたいのならできる限りの努力をするしかないのだ。

「アレックス。今レオンがセットに入った。これからエレベーターで上へ向かう。こっちは異状なしだ。そっちは？」

『異状なし』

　外から警けい戒かいしているアレックスの簡潔な返答を受け、一樹はレオンをガードしながら共に簡単な造りのエレベーターで上階へ向かった。レオンを始めとするキャスト達がそれぞれの立ち位置を確認し、スタンバイする。カメラが回り、クラッパーボードが鳴った。

　──守るんだ。今度こそ。

　緊きん張ちよう感かんに神経が張り詰つめ、集中力が高まる。常よりも五感がクリアになり、視野がぐんと広がった。

　細かく「カット」と声が響ひびき、短時間の撮さつ影えいが進んでいく。そうして短いシーンを取り終えると、次は長回しのアクションシーンだ。キャストと撮影クルーが五階へ移動し、ヘアメイクのスタッフが横よこ殴なぐりの風に耐えながらキャストに駆かけ寄っていった。

「ここから先は関係者以外は出て行ってください。危険ですので撤てつ収しゆうしてくださーい！」

　スタッフに追い立てられ、外へ出た一樹はモニター前に移動する。と、人の流れに逆らってセットに駆け込んでいく人ひと影かげが見えた。

「すみません、工具を置き忘れて……」

　エリオットだ。セット内に仕掛けられたカメラに映る彼の動きをモニターで追っていると、階段で五階へ上がっていく。天てん井じようや壁かべが剝はがれ落ち、半分近くの床ゆかが抜ぬけて鉄骨が剝むき出しになったフロアを、埠ふ頭とうにいる一樹から見て建物の奥になる海側の壁かべ際ぎわへ向かう。そして壁一面に備え付けられた薬品棚だなの左ひだり端はし、中が見えないほど汚よごれて曇くもったガラス戸を開けた。

　……変だ。そう思うと同時に一樹は無線でアレックスに確認した。

「アレックス。五階の薬品棚の中にエリオットが工具を忘れたらしいんだが、見たか？」

『いや。見てねえな』

「俺もだ。見落としたかな」

　いや、そんなはずはない。そこは撮影で使う場所なので、何度もチェックしたのだ。

　──工具が落ちていたら、すぐに気づいたはずだ。見落とすなんてあり得ない。

　モニターの中でエリオットがガラス戸を閉め、階段へ向かう。

　──なんだか嫌いやな胸むな騒さわぎがする。

　まさかとは思うが確認したくて、アレックスにモニターでのチェックを頼み、一樹はセットへ向かって走った。セット内のエレベーターは、撮影の邪魔にならないように既すでに動力が停止している。一樹は迷わず階段を使い、二階と三階の間で降りてきたエリオットを捕つかまえた。

「今、何をしてきたんだ？　エリオット」

　一いつ瞬しゆん、エリオットはぎくりと肩かたを揺ゆらし、表情を強こわ張ばらせた。が、すぐにいつもの笑え顔がおになって、やあ、と片手を上げてくる。

「工具を忘れて、取りに行ってきたんだ。放っておいたら危ないからね」

「それ、見せてもらってもいいか？」

「ああ、いいよ」

　ぐいと突つき出されたエリオットの手にはスパナが握にぎられている。それを一樹は一いち瞥べつし、探さぐるようにエリオットを見た。最初は動どう揺ようしたように見えたが、それは束つかの間のことだった。エリオットは堂々としており、今は呼吸も落ち着いている……ように、見えたが。

　──どうして目を合わせようとしない？

　エリオットの目は一樹の視線から逃にげるように伏ふせられて、うろうろと足元を彷徨さまよっている。

「エリオット。俺は五階の薬品棚の中を何度も調べたけど、スパナを見た覚えはない」

　彷徨っていた目の動きがぴたりと止まった。一樹は階段を一段、慎しん重ちように上がる。

「答えてくれ。君は今、何をしてきた？　工具を忘れた振ふりをして、あの薬品棚に何を──」

「うるさいっ、黙だまれ！」

　突とつ然ぜんエリオットがスパナを振り上げ、一樹めがけて振り下ろした。とっさに躱かわした一樹の耳元で、ぶんっと空気が重く唸うなる。

「俺が悪いんじゃない、全部あいつの自じ業ごう自得だ！」

　吼ほえるような叫さけびを残し、エリオットが逃げ出した。一樹の疑ぎ惑わくが確信に変わる。やはりエリオットは工具を忘れてなどいなかった。あの棚たなの中に何か細工をしにきたのだ。それが何かはわからないが、あの薬品棚の左端の陰かげは。

　──あそこは、レオンが一時身を潜ひそめる場所だ。そこに何かしたのなら……。

　ばらばらに漂ただよっていた情報の断だん片ぺんが、一つに集約されていく。

　レオンとシンディのラブシーンが気に入らない、誰か。

　レオンに無ぶ粋すいなコピー用紙で嘆たん願がんメッセージと脅きよう迫はく状を送ってきた誰かは。

　内部の人間で、シンディのファンで、衣装やシャンデリアの細工が可能だった男は──

「アレックス、エリオットを追ってくれ！　彼が犯人だ、逃がすな！」

　無線で告げると、一樹は弾はじかれたように駆け出した。エリオットが何か仕し掛かけた薬品棚。その左端の陰にレオンが身を寄せるのは、本番が始まって二分後だ。

　一樹は階段を駆け上がり、五階のフロアに飛び込んだ。待ってくれ、撮影を中止してくれと声を限りに叫ぼうとしたとき、マイクを通した声が響いた。

「アクション！」

「待て、駄だ目めだ！」

　レオンを追いかけようとして、バチッと目の前で弾けた火花に足止めをされる。天井から垂れ下がる無数のコードがあちこちで青白い火花を散らしていた。臨場感を出すために、一度本番が始まったらどの仕掛けも止められない仕組みになっており、小規模な爆ばく発はつがあちこちで起きている。これでは制止の声は届かない。煙けむりに邪じや魔まされてレオンの位置も摑つかめない。

「え、ちょっと、あんた勝手に何やって──」

「中止だ！　撮影を中止してくれ！」

　説明をしている時間はない。出くわしたスタッフが咎とがめてくるのを遮さえぎり、それだけを伝えて一樹は火花の散るセットの中を走った。俳優たちの動くルートは安全が確保されているが、それ以外の場所では火薬が派手な炎ほのおを噴ふき上げている。煙が上がり火の粉が舞まう中、一樹は中央の階段から五〇メートルは離はなれている薬品棚の左端に駆け寄り、ガラス戸を引き開けた。

「あった、これだ……！」

　ぴったりと隅すみに寄せて置かれていたのは、卵ほどの大きさをした楕だ円えん形の物体だ。その表面にセットされたデジタル時計が、１分40秒、１分39秒、とカウントダウンしている。

　これは、と一樹が息を吞のんだとき、イヤホンからアレックスの声がした。

『気をつけろ、イツキ！　こいつＥＳ時限爆ばく弾だん仕し掛かけやがった！』

　やっぱり、と一樹は唇くちびるを嚙かんだ。このタイプの爆弾は社の研修で見たことがあったのだ。

　ただごとではない緊張感を醸かもし出す一樹に、追いかけてきたスタッフや異変に気づいて集まってきたキャスト達が一樹の手の中の物に目を向ける。

「数は？　幾いくつ仕掛けられてるんだ」

『一つだ。場所は──』

「一つなら、回収済みだ。これは俺が処理するから、アレックスは避ひ難なんの誘ゆう導どうを頼たのむ」

『ふざけんなよ、おまえまた……！』

「無む茶ちやはしないよ。海で爆発させる」

　爆発。その一言で周囲に動揺が走った。

「ちょ、おい、どういうことだよ!?」

「何の話だ、爆発って！　まさか、それ爆弾なのか!?」

「そうだ。ＥＳ時限爆弾」

　一樹は頷うなずき、銀色の筐きよう体たいに保護された超ちよう小こ型がたの時限爆弾を握り直した。

「見た目は小さいが爆発力は大きい。危険だから今すぐ避難してくれ」

「で、でも時限爆弾なら解除できるんだろ？　映画やテレビじゃ大たい概がいそうだ」

「いや、無理だ。これには残り時間に関係なく、ケースを開けると内部気圧の変動を感知して起爆装置が作動するトラップが仕掛けられてる。つまり止める手立てはないってことだ」

　その説明で、本当の話なのだと彼らはやっと理解したらしい。早く避難しろ、と一樹が鋭するどい声を放つと、悲鳴を上げて逃げ出した。

「あと１分20秒……！」

　爆発する前に海へ投げるしかない。一樹は爆弾を手に、床を蹴けって走り出す。だがこのセットの海側には窓がなかった。事故防止と撮影のしやすさを考えた結果、窓があるのも、壁や床の崩くずれた部分もすべて埠頭側だ。その埠頭には今、プロデューサーや監かん督とくをはじめキャストやスタッフ、避難した人々が大勢いる。彼らに害が及およばぬように爆弾を海へ投げるには──

「屋上へ行くしかない」

「なら、こっちだ」

　独り言に答えが返り、一樹は驚おどろいて目を上げた。瓦が礫れきの散乱する階段に右足を掛かけた長身の男が、こちらに手を差し伸のべている。

「なっ、レオン!?　こんなところで何してるんだ、早く逃げろ！」

「誰だれが逃げるか。行くぞ！」

　指先で一樹を招いたレオンが先に立って階段を駆け上がっていく。その背中を一樹は慌あわてて追いかけた。

「なんで逃げないんだ……！」

　爆発に巻き込まないためにはレオンを追い越こし、少しでも距きよ離りを取らなければならない。残り時間はあと僅わずかだ。一樹は全力で階段を駆かけ上がる。しかしレオンを追い越すどころか、差が一向に縮まらない。

　──これじゃ、あのときと同じだ。

　十歳の頃ころ、一樹は爆弾を見つけた。父は被ひ害がいを最小限度に食い止めるため、それを持って海に張り出した展望室へと走った。

　そして今、一樹はあのときのように爆弾を見つけ、あのときの父のようにそれを手にして走っている。まるで十五年前の再現だ。一樹の背筋が冷たくなった。

「もういい、レオン！　逃げてくれ、頼むから……！」

「おまえが一いつ緒しよに逃げるならな」

「何馬ば鹿かなこと言ってるんだ！」

「馬鹿なことじゃない。俺は約束を果たしているだけだ」

　背中で告げたレオンの声に、どきりと心臓が跳はねた。その瞬しゆん間かん、一樹の中の雨音が消えて、約束の言葉が蘇よみがえる。




　おまえは俺を守れ。おまえのことは俺が守る。

　俺を本気で守るつもりなら、まずは自分を大事にしろ。

　もしおまえが俺のために命を落としたら、俺はその後一秒だって生きてはいない。

　俺はおまえを置いていったりしない。

　おまえを一人にはしない。絶対に、だ。




　信じてしまったら自分が弱くなりそうで、心の奥底に沈しずめて蓋ふたをしていたレオンの約束。それを告げる真しん摯しな声が今、胸に鮮あざやかに蘇り、痛いほど心に響ひびき渡わたる。

　──何で守ろうとするんだ。そんな約束、レオンが一方的にしたんじゃないか。

　だからいつ破っても構わないのだ。それでレオンを恨うらんだりはしない。それなのにレオンは逃にげる素そ振ぶりも見せず、一樹の一歩先を走っている。

　レオンは本気なのだ。あの約束を本当に果たすつもりなのだ。

　その実感が一樹の中の頑かたくなだった何かを打ち壊こわし、素す直なおな気持ちを引きずり出す。

　──失いたくない。レオンだけは何があっても守りたい。

　だが、このままでは爆発の巻き添ぞえになりかねない。両親のように失ってしまうかもしれない。自分はまた守れないのか。それとも今度は自分が置いていく側なのか──

　──そんなの嫌いやだ……！

　置いていくのも、置いていかれるのも、もう沢たく山さんだ。

　心に降り続く幻まぼろしの雨。一樹はそれを振ふり払はらい、断たち切るように必死に階段を駆け上がる。

　──もう二度と、誰も犠ぎ牲せいにはしない。

　レオンも、誰も失わない。もちろん自分も含ふくめてだ。

　──だって、もっと一緒にいたい。

　自分を好きだと言ってくれたレオンとずっと一緒にいたい。色んな話をして、色んなところへ行って、ずっと二人で生きていきたい。

　こんなことで、その未来を諦あきらめるなんて絶対に嫌だ。

「あと18秒……！」

　屋上の扉とびらが見えてきた。最後の階段を駆け上がると、レオンが体当たりするようにして扉を開けてくれる。一樹は転がるように屋上へ走り出て、埠ふ頭とう側から一番遠い西の角へ向かった。

　残り５秒で海に向かって爆弾を思い切り投げつける。直後、

「伏ふせろ！」

　肩かたを引かれ、レオンの胸に深く抱だき込まれたかと思うと一樹は床ゆかに倒たおされた。

　刹せつ那な、夜空に閃せん光こうが炸さく裂れつする。

「────ッ！」

　轟とどろく爆発音と共に、声も出せないほどの衝しよう撃げきが襲おそい掛かってきた。

　真っ白な光から目を庇かばい、互たがいの身体からだを抱き締しめあって押し寄せる熱波と爆ばく風ふうから身を守る。

　しばらくは何も聞こえなかった。自分がどこにいるのか、身体がどうなっているのかもわからない。ただひたすら腕うでの中の人を守るために、互いを必死で抱き締めていた。

　そうして、どのくらい経たったのか。

　長かったような気がするが、案外ほんの数秒のことだったのかもしれない。

　爆発の衝撃を何とかやり過ごし、ぱらぱらと爆弾の破は片へんが降り注ぐ屋上でゆっくりと身を起こすと、辺りには濃こい火薬の匂においと爆ばく煙えんが風に流れていた。

「……どうして、大人しく守られていてくれない……？」

　衣装はすっかり汚よごれ、ところどころ擦すり切れているけれど、一樹より先に半身を起こしていたレオンに怪け我がはないようだった。ほっとすると同時に全身が震ふるえ、恨み言が口を衝つく。

「なんで逃げてくれなかったんだ」

「一方的に守られてたまるか。好きなら守って当然だろ。おまえは違ちがうのかもしれないがな」

「違わない」

　考えるより先に、本音が零こぼれた。レオンが軽く目を瞠みはる。

「今、なんて言った？」

「違わないって言った。俺だって絶対に守ろうって必死だったんだ。レオンだけは失いたくないって、好きだから守るんだって」

　本当に必死だった。必死な分、怖こわかった。

「もし間に合わなかったら……失ったら、どうしようって、凄すごく、凄く怖かった」

「イツキ……？」

　不器用な告白が涙なみだのように零れ落ちる。少しの間、驚いたようにこちらを見ていたレオンが、ゆっくりと手を伸ばしてきた。そうして彼は、震える一樹を包むように抱き締める。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺はちゃんとここにいる。おまえを置いていったりしない」

　ほら、と右手を取られてレオンの胸に押し当てられた。手のひらいっぱいに心臓の鼓こ動どうが伝わってくる。その力強いリズムと熱さに目め頭がしらが熱くなった。

「わかるだろ？　俺は生きてる」

「いき、て……」

　ああ、本当だ。一樹は震える瞼まぶたを下ろした。生きている。左胸から確かな鼓動が伝わってくる。胸の奥底から安あん堵ど感かんが広がって、本当はずっとこの温ぬくもりを求めていたのだと一樹は素直に認められた。

「また失うのかと思った……」

「俺だっておまえが飛び出してくるたびに同じ思いをさせられたんだ。これで相子だろ」

　そんなことより、とレオンの指に顎あごをとられ、くいと一樹は上向かされた。

「さっきの言葉は本当か？」

　足あし許もとから火の粉が舞まい上がり、辺りをちらちらと照らしている。それを映すレオンの見事な金きん髪ぱつが太陽の欠片かけらのようにきらめくのを見て、一樹はあの映画のワンシーンを思い出した。

　──あの台詞せりふの通りだ。本当に大丈夫だったし、レオンは約束を守ってくれた。

　繰くり返し見た画面の中で、レオンの髪かみは仄ほのかな光源を反射して小さくきらめいていた。それはあの映画の中の絶望的な暗くら闇やみの中、あたかも唯ゆい一いつの希望の光のようだった。そう、ちょうど今と同じように。

「おまえ今、俺のことが好きだと言ったな？」

　それを肯こう定ていするのは、まだ少し怖い。けれど、たとえ自分で自分を許せなくても、そんな自分をレオンは丸ごと受け入れてくれる。そう信じさせてくれる力強さが抱き締める腕から伝わって、あの冷たい夜に凍こおりついた心がゆっくりと解けていく。

「……好きだ」

　足許に響く爆発音。風に乗って流れてくる火薬の匂い。階下では未いまだセットの火花が散り、夜空にサイレンを響かせてパトカーや消防車が駆けつけてくる。

　煙けむりがたなびき、放水車から放たれる水が風に乗ってぱらぱらと雨のように降り注ぐ中、一樹はさながら吐と息いきのように小さな声で囁ささやいた。

「俺は、レオンのことが好きだ」

　他ほかの誰だれにも聞こえなくていい。レオンだけに伝われば。

「捨て身で守られることがどんなに怖いか、俺は父さんや母さんのことで知っていたのに、忘れてた。自分のことで精せい一いつ杯ぱいで、人の気持ちを考えられなくて……でも、君を失うかもしれないと思ったら、君がいなくなったら、俺は……もう、俺は……」

　きっと生きていけない。

　そんな思いに一樹は胸を締め付けられる。息が詰つまって、呼吸が苦しい。それでも自分の気持ちを届けなければと一樹は懸けん命めいに言葉を繫つないだ。

「もう置いていかれるのは嫌だ。でも、置いていくのも嫌だ。俺は君が好きなんだ、だから……君と、一いつ緒しよに生きていたい」

「イツキ……本当に？」

「本当だ。だから、もうこんなことはしないでくれ」

　頼たのむから、と一樹は溢あふれる涙にしゃくりあげる。

「もう二度と、俺は自分の命を盾たてにしたりしない。君を守って、自分のこともちゃんと大事にして、誰も傷ついたりしないように頑がん張ばるから、だから……頼む。──俺と、生きて」

　好きなんだ。

　必死の思いでそう告げると、身体に回されたレオンの腕にいっそう優やさしく捕とらわれた。

「やっと言ったな」

　それを待っていたんだ、と溜ため息のように囁いたレオンの声こわ音ねが安あん堵どと喜びに輝かがやく。

「この俺にここまで手間をかけさせたんだ。もう絶対に逃にがさないから覚かく悟ごしろよ？　おまえなんか、俺が一生、朝から晩まで二十四時間張りついて、死ぬまで守って幸せにしてやる」

　愛されることや大切にされることに、不安にならずに済むように。そう続けて、レオンが一樹の髪に顔を埋うずめてきた。

「レオン……」

「大事にする。俺にはおまえだけだ。絶対に置いていったりしない、生きるも死ぬも一緒だ」

　だから離はなれるな。そう囁いた唇くちびるが、一樹のそれにそっと触ふれてくる。まるで誓ちかいを立てるように、静せい謐ひつに。

「ずっと、ここに触れたかった」

　そう言われて、人を好きになって初めて交かわしたキスだったことに気がついた。一樹が一度拒こばんだから、レオンは今まで唇に触れるのを待っていてくれたのだ。

「俺もレオンだけだ。初めて好きになって……この先もずっと、俺にはレオンだけだ」

　抱き締められたレオンの胸から心臓の音が響ひびいてくる。それをじっと感じていたら、以前レオンが一樹の心臓の上にキスをしたときの気持ちがわかったような気がした。だから自分も真似まねをして、服の上から口付ける。胸に宿った愛いとしさが波は紋もんのように全身へと広がった。

「俺、少し前まではずっと一人でいいと思ってたのに……もうそんなふうにはとても思えない」

　レオンがいなければもう駄だ目めだ。こんな愛しさを知ってしまったら、もう二度と手放せない。どうしよう、と不安になって一樹がレオンを見上げれば、

「心配するな。俺は最初に言っただろ。おまえの初めてを貰もらったからには責任は取るって」

「本当に？」

「初めてのキスも、初めての恋こいも、おまえの初めては全部俺のものだ。責任取って、おまえの最後も全部俺のものにする」

　そう言って悪戯いたずらな笑えみを浮うかべた唇に、情熱的なキスをされた。
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　あんな事件の後だというのに、こんなことでいいのか。そう理性はしきりに訴うつたえてきたけれど、もうどうしようもなかった。

　それまでの強い抑よく圧あつが弾はじけ飛んだらリミッターが振ふり切れて、一樹はレオンから目を離せなくなり、レオンもまた一樹を傍そばから離そうとしなかった。

　医師の診しん察さつや警察の事情聴ちよう取しゆを受けたことも、もうぼんやりとしか覚えていない。

　そんな自分に呆あきれたのか、

「ああもう、見てらんねえ。事後処理も報告も今日の分は俺が引き受けてやるから、もうおまえらさっさと帰れ」

　がりがりと頭を搔かき毟むしったアレックスの言葉に甘え、一樹はレオンと共にマンションへ戻もどってきた。広いホールを足早に通り抜ぬける間もエレベーターの中でも二人は無言だったが、互たがいの視線は熱く甘く絡からみ、ペントハウスの玄げん関かんに入った途と端たんに一樹はきつく抱だき締しめられた。ドアの閉まる音を聞いたのは、貪むさぼるようなキスをされてからだったように思う。

「待っ……、まだ、部屋のチェックが……」

「そんなのいい。これ以上焦じらすな」

　もう待てない。唇同士が触れたまま熱い吐息で囁かれ、ぞくりと身体からだ中が震ふるえる。

「あ、んっ、…レ、オ……っ」

　名前を呼んだ唇を情熱的に奪うばわれて、舌を絡められる慣れない感かん触しよくに一樹はぎゅっと目を閉じる。まだ全然足りない。もっと欲しい。そう言うように角度を変えるたびに深くなっていく口付けに、一樹の意識は熱く霞かすみ始めた。

「好きだ、イツキ……全部、欲しい」

「ん、ふ、…ぅっ、んん……っ」

　搦からめ捕とられた舌を吸われ、ぞくりと甘い痺しびれが走る。初めての深いキスは一樹にはあまりにも強きよう烈れつで、立っているのも難しくなって懸命にレオンに縋すがりつく。

　初心者の一樹は貪どん欲よくに求めてくるレオンについていくのが精一杯で、もどかしげに身体を探さぐる手にジャケットを奪われたことなど少しも気づかなかった。甘く舌を嚙かまれながら強く腰こしを抱き寄せられて、引き摺ずられるままにもつれる足をたどたどしく進める間にも、レオンに奪われたネクタイやシャツ、ベルトなどがリビングや廊ろう下かに点々と放ほうり出されていったが、それも一樹の意識の外だ。

　ベッドに倒たおされてスラックスと一緒に下着を剝はぎ取られ、一糸纏まとわぬ姿になった一樹に服を脱ぬいだレオンが覆おおい被かぶさってくる。それを受け止めるように手を回し、もう離したくないと広い背中を抱き締めると、この世のすべてから奪い去ろうとでもいうかのように痛いほどの力で抱き返された。

「悪い、もう限界だ。……今日は途と中ちゆうで止めてやれない」

　もうそんな余よ裕ゆうはないのだと、今にも嚙み付きそうな、飢うえた獣けもののような双そう眸ぼうが訴えかけてくる。その瞳ひとみに煽あおられながら、一樹は熱に浮かされたような心地ここちで口を開いた。

「好きにしていい……」

　初めて触れられたときと同じ言葉を、あのときとはまるで違ちがう気持ちで一樹は唇に乗せる。

「レオンが好きだ。だから、好きにしてくれ。俺も、君が……欲しい、から」

　くれるなら、その代わりに何でもあげる。レオンが望んでくれるなら、心も身体も、自分のすべてを明け渡わたすから、欲しいだけ奪って構わない。だから、と続けながら、昂たかぶる気持ちに目が潤うるみだす。羞しゆう恥ちを上回る恋しさに耐たえかね、一樹は懸命に言葉を紡つむいだ。

「レオンの好きに、してくれ。俺、どうすればいいのかわからないんだ。だから早く……もう、どうにか、して欲しい」

　身の内で暴れまわる衝しよう動どうのままに一樹はそっと頭を浮かせ、自分からレオンにキスをした。あと少しのところで唇に届かず顎あごの先を掠かすめたそれに、レオンの肩かたがぴくりと揺ゆれる。

「……好きだ、イツキ。今夜は全部、俺のものにする」

　熱く囁ささやいたレオンの、灼やけつくような瞳の温度。

　頷うなずいた一樹の理性は、その熱に一いつ瞬しゆんで焼き尽つくされた。

　イツキ、と低く名を呼ばれ、嚙み付くように口付けられる。離すものかと力を込めて抱き締めてくるレオンの両手が、一樹の身体のあらゆる場所を自分のものにしようとして、性急に触れてくる。その余裕も自制もなくした荒あら々あらしい愛あい撫ぶに、本当にレオンに欲しがられているのだと実感して、一樹は歓かん喜きに身を震わせた。

「…っ、んぅ、レオ、ン……っ」

　溺おぼれるようなキスの合間に愛しい人の名前を呼ぶと、応こたえるように舌を搦め捕られ、甘く吸われて背筋が痺れた。喉のど声で悲鳴をあげたら、追い詰めるように乳ち首くびを摘つまみ上げられる。そこが弱いことは最初の夜から知られていて、だからレオンは容よう赦しやなく愛撫を加えてきた。

「やっ、そこ……やぁっ」

「違ちがうだろ。いいって言えよ」

　こんなに美味うまそうな色にして、と真っ赤に尖とがった胸の頂を優しく捻ひねられ、押し潰つぶされると切ない刺し激げきにびくん、と背が反り返ってしまう。まるで反対側もして欲しいとねだるかのように胸を突つき出す格好になって一樹は羞恥に肌はだを染めたが、レオンは逆に煽られたようで、望み通りにしてやるとばかりにもう一方の乳首にむしゃぶりついた。

「あ、んっ、や…ぁっ」

　濡ぬれた音をたてて胸を吸われ、溶とかされそうに舐なめ転がされると、逞たくましい腕うでに抱かれた腰が我が慢まんできずに捩よじれてしまう。もどかしくも切ない快感に身体の奥がじんじんと疼うずき、きゅうぅ、と丸まり強こわ張ばった爪つま先さきが何度もシーツを滑すべった。

　レオンの頭を抱き締めるように縋りついた一樹の下か肢しは、早くも先せん端たんを潤ませている。そこは、そっと歯に挟はさまれた乳首を舌で捏こねるようにされた途端、小さく震え、つぅ…っ、と透とう明めいな雫しずくを滴したたらせた。

　その感触さえ昂った身体には刺激になり、一樹はいやらしく下肢を濡らしながら腰をびくびく震わせてしまう。

「…く、んっ、ぁ、あ…っ」

「凄すごいな、イツキ……おまえもう、こんなにして」

　自身のはしたない有様をレオンに指し摘てきされて、はっと我に返った一樹は反射的にそこを隠かくそうと身を捩った。

「や…っ」

「駄目だ」

　しかし逃にげようとした腰こしを押さえ込まれ、左ひだり脚あしを摑つかまれる。その脚あしをぐいと持ち上げられレオンの肩に掛かけられて、何をされるのかと焦あせった一樹は半身を起こそうとした。しかし、

「ひぁ…っ!?」

　一番隠したかったその場所をレオンの口こう腔こうに含ふくまれてしまい、その衝しよう撃げきと快楽の深さに起こしかけた上体を綺き麗れいに反らせ、一樹はシーツに沈しずみ込む。

「や、やぁっ、うそ……っ」

　なんで、と半ばパニックに陥おちいり、泣き出しそうな声が出る。口でなんて、そんなことをされるとは夢にも思わなかった。一番弱いところを他人の口に捕とらわれたことに怯おびえ、それ以上の羞恥に身を灼やかれ、一樹は必死にレオンの頭をそこから引き剝がそうとする。

　けれど慣れない身体を巧たくみな舌技で煽られては、必死の抵てい抗こうも長くは続かない。

「…あ、んっ…は、…ぁっ……」

　根元を押さえられたまま味わうように舌を這はわされ、抵抗する力も術すべも溶けるように消えていった。深く銜くわえ込まれて吸引され、雫を結ぶ先端を舌でくじるように弄いじられて、怯えや羞恥をはるかに上回る快楽に身体の芯しんまで蝕むしばまれていく。

「…も、やだ、もう…や…ぁ……っ」

「駄だ目めだ、イツキ。まだ、いくなよ……？」

　肩に載のせられて震える内うち腿ももに幾いくつもキスの痕あとを残される。そのたびに高く鳴いて身を捩っていると、やがてそっとうつ伏ぶせにされた。

　腰を引き上げられて膝ひざ立ちにさせられる。身体を支える力などとっくになくなった一樹の腕は最初から崩くずれていて、腰だけを高く掲かかげた格好になった。それはまるで自分からレオンに腰を差し出しているかのような体勢で、そんな姿を晒さらすのは堪たまらなく恥はずかしい。けれど、

「イツキ……好きだ」

「……っ」

　熱い声で何度もそう言い、身体中にキスをくれるから、頭がおかしくなりそうな酷ひどい羞しゆう恥ち心しんにも耐えられる。

　後ろから再び脚を開かれて、その奥にひっそりと隠れていた後こう孔こうまでも露あらわにされた。そこに熱い息いき遣づかいを感じ、次に濡れたものがぬるりと触ふれてきて、一樹はびくりと身を竦すくめた。それは生暖かくて柔やわらかく、先ほど一樹の性器の先端を甘く苛いじめてきたものと同じ感触をしている。

「…っ、な…!?」

　何、と尋たずねるまでもなかった。それはレオンの舌だ。

「や、よせ！　嫌いやだ、そんなところ……っ」

　一樹は焦り、身を捩って逃のがれようとした。今までそこを弄られたり指を吞のまされたことはあっても、ここまでされたことはない。

　汚きたないからやめてくれ、と制止しようとした一樹の声は、しかし脚の間から伸のばされた大きな手に、濡れそぼり、放り出されていた熱を包まれて甘い悲鳴にすり替かわった。

「い、やっ、あぁん…っ」

　前をいけない程度にぬるぬると緩ゆるくあやされながら、後ろを舐め濡らされる。恥ずかしいところから耳を塞ふさぎたくなるような濡れた音が聞こえてきたが、やめて欲しいと思ったのはほんの数秒のことだった。いきたいのに前はもどかしい刺激しか貰もらえず、後ろはくちゅくちゅと舌先に侵しん入にゆうされて溶かされそうなほど丁てい寧ねいに舐め解ほぐされている。このままでは身体からだの芯まで酷い快楽に蝕まれてぼろぼろにされそうだ。

「レ、オ……っ、俺、もう、もう……っ」

「まだだ。ゆっくり丁寧に慣らさないとおまえがキツい。……ここには、これが入るんだから」

　シーツを握にぎる手を取られ、レオンの下肢へと導かれる。触れさせられたものの熱さと大きさに、一樹は瞬しゆん間かん、息を吞んだ。

「う、そ……」

「ちゃんと準備しないとまずいだろ。でも大だい丈じよう夫ぶだ、おまえの身体は後ろでちゃんと感じられるようになってるから」

　あまりの大きさに一樹は不安になったけれど、宥なだめるようなキスを肩かた口ぐちに受けると、身体の強張りが自然と解けてしまった。その一瞬を見計らい、一樹の前を嬲なぶっていた手が外れ、指を一本、後孔に吞まされる。

「あ、あっ、は、ぁんっ」

「ここ、好きだろう？」

　一樹の零こぼした蜜みつに濡れた指がずるずると体内へ沈み込んでくる。以前見つけられた感じるところを指先で繊せん細さいにくすぐられ、一樹は思わずレオンの指をきつく締しめ付けてしまったけれど、そうして感じさせられるたびに後孔が柔らかく解れていくことを、もう身体は覚えていた。

　二本、三本と指が増やされて、丁寧にそこを拓ひらかれていく。奥まで入ってきた三本の指に中をぐちゅぐちゅと擦こすられ搔かき回されても、感じるばかりで、痛みはおろか引き攣つれるような違い和わ感かんもない。ただ切なくて甘苦しい快楽に苛さいなまれ、三本もの指をくわえ込んだ腰こしを捩りながら鳴き声を上げるばかりだ。

「随ずい分ぶん柔らかくなったな。最初は一本も入らないくらいきつかったのに」

「や…っ、あんっ、あぁっ……っ」

「今はもう、こう…されるの、好きだろう？　今日は、俺のでしてやる」

　からかわれ、じくじくと疼く身体の中を指で擦られて、つう、と性器の先端から白いものが糸を引く。そろそろ限界だとわかったのだろう、一樹の体内からレオンが指を引き抜ぬいた。

　仰あお向むけにされ、脚を大きく開いて抱かかえられた。視界の両りよう端はしに自分の膝が映っても、もうどんな格好をさせられているのか考える余よ裕ゆうもない。

　指を抜かれ、喪そう失しつ感かんとやるせなさに震ふるえる腰を摑まれる。すっかり蕩とろけた後孔に猛たけったものを押し当てられ、ぞくりと背筋が甘く震えた瞬間、レオンが腰を入れてきた。

「あ、あぅ、やぁっ……！」

　びくん、と背筋が大きくしなる。だが、徹てつ底てい的に柔らかく解されたせいだろう、不思議なくらいに痛みはなかった。熟うれきった果実のように甘く柔らかくされた後孔に純然たる快楽を送り込みながら、レオンが入り込んでくる。

「あ、あんっ…レ、オ……っ」

　ゆっくりと少しずつ、一樹の様子を気き遣づかいながらレオンが沈み込んでくる。腰を擦りつけるようにして犯おかされていくたびに、くち、ぐちゅ…、とそこから濡れた音がした。指とは比べ物にならないくらい大きなものに身体を拓かれ、疼く内ない壁へきを擦られる。そのたびに言いようのない甘い痺しびれが腰から背筋を何度も走って、頭が白く灼かれていく。それが怖こわくて必死にレオンにしがみつくと、力強く抱だき返された。

「…好、き…っ……好き、だ、レオ、ン……っ」

「俺もだ、イツキ……愛してる」

　しっかりと抱き締めてくるレオンの腕うでの温かさ。熱い吐と息いき、汗あせの匂におい、身体中に伝わる心臓の鼓こ動どう。すべてが愛いとしくて、一樹は胸を喘あえがせながら熱く潤うるんだ瞳ひとみでレオンを見つめる。

　冷たい雨の音は、もう聞こえない。身体中に伝わってくるのは愛する人の命の響ひびきだ。

　それがもっと欲しくて、込み上げてくる愛しさと切なさが涙なみだとなって目に浮うかぶ。

　もっと深く繫つながりたい。境界などなくなるくらいに混ざり合ってしまいたい。

　そんな思いでいっぱいになって、一樹は必死に力を抜いてレオンを受け入れようとする。けれどそれは一樹が思うほど簡単なことではなかった。

「ひ、あぁっ、そ、な……奥、まで……っ」

「大丈夫だ、イツキ……もう、少し……っ」

「やだ、待って、も、だめ…、だめ、だ、……っ、あんっ、やぁ…ッ！」

　あまりに深すぎる快楽にもう駄目だと必死に懇こん願がんしているのにまた、ずる、と腰を進められ、擦すれ合う淫みだらな感かん触しよくに感じて細い身体が身み悶もだえる。そうすれば余計に自分を追い詰つめることになるとわかっているのに、一樹の身体は中を擦られるとぎゅうっとレオンを締め付けてしまう。それなのにレオンが更さらに奥を拓いてくるから、甘苦しい快感に思わず身体が逃げを打ち、それを上から押さえ込まれる。そうして身じろぎもできないほど強く抱き締められてから、切なく疼うずく後孔を、ずん、と最さい奥おうまで拓かれた。

「ひっ、ぁんっ、あぁ…っ！」

　いっぱいに満たされる感覚に、言いようのない痺れが腰を灼やく。我が慢まんできずに、とくん、と熱を放ってしまい、気づいたレオンが一いつ瞬しゆん驚おどろいて、「初めては一いつ緒しよにいこうと思っていたのに」と苦く笑しようを浮かべていたけれど、一樹にそんなことを気にする余裕はなかった。

「や、ぁ…っ、やだ、やぁ…っ」

　一度に熱を放出できず、とろとろと長く続く絶頂感に一樹は喘ぎ、腰を捩よじる。けれどその身はレオンにしっかりと抱きすくめられ、腰は深々と穿うがたれていた。これではろくに身動きもできず、ひくひくと背筋を震わせながらレオンに繫がれた腰を小さく捻ひねるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　そんな一樹の媚び態たいに煽あおられて、レオンが動き始める。

「や、やっ、レ、オ……たす、け…て……っ」

「悪い、無理だ」

　短く言って、未いまだ熱を吐はき出しきれない一樹の腰をレオンが深く抉えぐってくる。信じられないほど奥を拓かれ、ずくりと疼いた快感に一樹は背筋をしならせて、とくん、とまた蜜を零こぼした。

「ひ、っ、あぁんっ」

「初めてで、挿いれられただけでいくなんて……いやらしい身体だな、イツキ」

「やだ、やっ……うごいた、ら……また、…っ」

「また、いくのか？　可愛かわいいな……こんな、いやらしくて可愛いおまえを知っているのは、俺だけだ」

　蕩けた後こう孔こうをいっぱいに満たされ、過ぎるほど敏びん感かんになった内壁を擦られ、絶えず送り込まれる快感に頭の芯しんまで痺れていく。レオンは初めはゆっくりと、一樹に苦痛の色がないことを確かく認にんしてからは次し第だいに強く、深く揺ゆさぶってきた。動かないでと必死に締まるそこを性器全体で拓いて擦られ、深く突つき上げられるたびに一樹ははしたなく蜜を零しながら必死にレオンにしがみつく。

「あ、あんっ、レオン、レオ、ン…っ」

「イツキ……っ」

　激しく揺さぶられながら苦しい呼吸をキスで塞がれて、もうどこにも逃にげ場がなくなる。悔くやしくて愛しくて涙に濡ぬれた目で必死にレオンを見つめたら、怖いくらいに真しん剣けんな顔にどこか苦しげな表情を乗せて見つめ返してくるレオンの瞳と目があった。

「レ、オ…っ、好き……っ」

「俺もだ、イツキ……そんな顔、他ほかの誰だれにも見せるなよ。おまえはもう、俺のものだ」

　唇くちびるを合わせたまま囁ささやかれ、性器に指を絡からめられた。そのままきつく扱しごかれて、同時にいやらしく熟れた身体を深く激しく穿たれる。

「…っ、ゃ、ぅン…ッ、──……ッ！」

　身動きもできない身体がレオンの腕の中で引き攣れる。レオンの唇に悲鳴を飲み込まれ、最後を迎むかえることを許された一樹は身体の最奥を熱く濡らされる感触に身を震わせながら、自分も熱を放った。




　　　　＊




「──カーット！」

　六月の終わり。

　サウンド・ステージの天てん井じように、その声は一ひと際きわ高らかに響いた。

「はい、オーケー！　皆みなさんお疲つかれ様でしたー！」

　最終シーンのオーケーテイクに、拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起こる。

　三ヶ月間続いた撮さつ影えいがすべて終しゆう了りようしたのだ。

　レオンは監かん督とくと握あく手しゆを交かわし、シンディを始めとするキャストやクルーらと抱き合い、互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合っている。数々のトラブルを乗り越こえ、見事に難役を演じ切ったレオンの輝かがやくようなその笑え顔がおを、一樹はいつものようにサウンド・ステージの片かた隅すみから見守っていた。

「ようやく終わったな」

　正面を向いたまま淡たん々たんと言ったアレックスに、うん、と一樹は顎あごを引いた。瞳にはレオンを映したまま。

「まあ色々あったが、概おおむね無事に済んでよかったんじゃねぇの」

「ああ。そうだな」

「──で、ちょっと小耳に挟はさんだんだけどな」

「うん？」

「シャンデリア落下や爆ばく弾だん騒さわぎのとき、カメラ回ってただろ。あのときの映像、多少加工して宣伝に使うつもりらしいぜ」

　え、と一樹は眉まゆ根ねを寄せてちらりとアレックスを見やった。

「あれを？　それは不ふ謹きん慎しんじゃないか？　結構な騒さわぎになったのに」

「むしろ騒ぎになったから、だろ」

　ふ、とアレックスが呆あきれた様子で前まえ髪がみを吹ふき上げた。

　脅きよう迫はく状から始まった一連の事件は、すべてエリオットの仕し業わざだったことが判明した。熱心を通り越し、偏へん執しゆう的なシンディのファンだったエリオットは、悪い噂うわさの付き纏まとうレオンが彼女の恋こい人びとになることが、たとえ役の上であっても許せなかったのだという。

　女性の筆ひつ跡せきを真似まねてレオンのファンの振ふりをして脅迫状を出したのは、男だとわかったらシンディのファンだということがばれて彼女に迷めい惑わくが掛かかると思ったからだと供述していたが、その思考回路は一樹には理解し難がたいものがあった。こんな事件を起こせば、それだけで十分シンディにとって迷惑なのだとは考えなかったのだろうか？

　レオンがこの映画の主役を素す直なおに降りれば、何もする気はなかったという。しかしレオンはエリオットの言うことをきかなかった。それで衣装を切り裂さき、ラブシーンを撮とらせまいとその前日にシャンデリアの鎖くさりに細工をしたのだ。レオンの上に落ちるかどうかは賭かけだったが、撮影の邪じや魔まができればそれで構わなかったのだという。

　爆ばく弾だんはダウンタウンのチャイナタウンにある、以前から軍の銃じゆう器き類や爆弾を横流ししているという噂のあった店で手に入れたらしい。その店は摘てき発はつされて今はもうなくなったが、エリオットは店の主人に信用してもらうため随ずい分ぶんそこに通ったということだった。レオンがシンディの協力で一樹達から逃げ出した夜も、そこから帰る途と中ちゆうだったというのだから恐おそろしい。本当はあのままレオンが何らかの事件に巻き込まれても構わなかったが、ボディーガードに疑われるのはまずいので、素直に見かけた場所を教えたのだという。

「まあハリウッド・スターの身に降りかかった大事件だからな。メディアには今でも散々に騒ぎ立てられてるから、それを逆手に取って宣伝に利用するつもりらしいぜ。脅迫にも数々の妨ぼう害がいにも屈くつせず、俳優としての誇ほこりを貫つらぬいたレオン・ランバート、ってな具合にな」

「……商しよう魂こん逞たくましいな」

　呆れて呟つぶやくと、まったくだ、とアレックスも肩かたを竦すくめた。

　レオンはこれからしばらくの間、ヒーローに祭り上げられるのだろう。けれど実際に映画が公開されればアイドル俳優でも虚きよ構こうのヒーローでもなく、俳優としてのレオンの実力が人々を魅み了りようするはずだ。そのときを思い、一樹はそっと柔やわらかい笑みに目元を緩ゆるめた。

「とりあえず、今回の仕事はこれで無事終了だな」

「ああ」

「俺達の最後の仕事も、これで終了だ」

「……え？」

　ぱち、と夢から覚めたように瞬まばたきをしてアレックスを見上げた。

「──最後？」

「ああ。パートナー解消だ」

　さらりと言われ、一樹は驚おどろき目を瞠みはる。

「解消って、どういうことだ、アレックス!?　俺がクライアントに怪け我がをさせるようなミスをしたから？　もう信用できなくなったってことか？」

「そうじゃねえよ」

　ならどうして、と動どう揺ようする一樹の視界の隅すみに、こちらへ近づいてくるレオンが映る。だが今は振り向いている余よ裕ゆうはなく、食い入るようにアレックスを見つめた。

「おまえと組むのはスリルがあって楽しかったぜ。できればこれからもそうしたいところだ」

「じゃあ、どうしてパートナー解消なんて」

「俺は奴やつの専属なんて真っ平だからさ。おまえと違ちがって」

「専属……？　って、誰の」

　そんな話は初耳だ。わけがわからず首を傾かしげると、耳に馴な染じんだ声が割り込んできた。

「ストップ。そこまでだ」

「レオン」

　背後から伸のびた腕うでに抱だき寄せられて、一樹はその男を振り仰あおぐ。

　レオンは一樹に向けて笑みの形に目を細め、それからアレックスを軽く睨にらんだ。

「何を勝手に人の計画ばらしてるんだ、アレックス。最後までムカつく野や郎ろうだな」

「それはこっちの台詞せりふだ。人のパートナーを奪うばいやがって」

　憎にくまれ口で応じた後でにやりと笑い、「じゃあな」と一樹に軽く手を上げるとアレックスは引き止める暇ひまもなく引き揚あげていった。キャストやスタッフも撤てつ収しゆうし、照明が落とされていく中で、一樹は戸と惑まどいに揺れる瞳ひとみで恋人を見上げる。

「俺だけ蚊帳かやの外なのか？　いったい何の話なんだ」

「おまえを俺の専属にしたい。そういう話だ」

　専属？　と一樹は瞬きをした。問いかけを込めて見上げると、レオンが先を続ける。

「どうせこの仕事を止める気はないんだろ？　だったら手元に置いておきたい。俺の知らないところで俺以外の奴のためにおまえが身体からだ張るなんて、到とう底てい我が慢まんできないからな」

　だから永久就職しろ。真顔でそこまで言ってから、レオンが悪戯いたずらっぽく笑う。その瞬しゆん間かん、一樹の足元が床ゆかではない何かふわふわとした頼たよりないものに変わった。雲の上を歩いているような気分というのは、きっとこういうことをいうに違いない。

「いいのか？　俺で」

　無意識にレオンへと差し出した手が、即そく座ざに彼の手に包まれる。

「おまえがいいんだ」

　契けい約やくは、今から無期限。オーケーならキスをくれ、と繫つないだ手を引かれ、抱き締しめられる。

　──こんな気持ちになれる日がくるなんて、思わなかった。

　苦しいほどに抱き締められる幸せなんて知らなかった。

　耳に響ひびくレオンの鼓こ動どうに、溢あふれるほどの愛いとしさが込み上げる。

　冷たい雨の檻おりから解き放ち、人を愛し、愛される喜びを一樹に教えてくれた人。

　生きるも死ぬも一いつ緒しよだと約束してくれたこの人と、心臓が止まる瞬間まで鼓動を重ねてゆけたらいい。それを自分だけでなく、レオンにも幸せだと感じて欲しい。

　レオンの腕の中で、一樹はそっと顔を上げた。

「大好きだ、レオン。大事にするから、一生傍そばにいてくれ」

「それは俺の台詞だ。俺はおまえを死ぬまで──死んでも離さないからな」

　その約束を現実のものにするために、一樹はレオンの肩に手をかけて踵かかとを浮うかせ、伸び上がる。すると、待ち構えていたかのようにレオンの唇くちびるが落ちてきて──

　誰だれもいないステージの、一つだけ消し忘れた照明の下で二人はそっとキスを交かわした。










ボディーガードの危き険けんな愛あい執しゆう








羽は鳥とり有ゆ紀き





[image: ]





平成23年12月1日　発行





発行者　新名　新

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp/





(C) Yuki HATORI 2009





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『ボディーガードの危険な愛執』平成21年6月1日初版発行









[image: ]




item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付











item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





